
学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11S027S 
専門教育科目 
経営学領域 

経営学 
２単位 必 修 講 義 １年次 春学期 

Business Administration 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経営学は、「金もうけ」のための小手先のものではありません。企業のマネジメントの理論や有効な経営行動について学修しておけば、その知識は企業に入社して仕事をバリバリ

こなしていくために、必要不可欠なものである。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

企業の諸形態、株式会社と企業ガバナンス 
経営管理、経営戦略、経営組織 

学
修
教
育
目
標 

企業がどのような形態で、どのような経営活動を行っているかを学ぶことによって、企業経営とは何か
を理解することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

経営学の特徴、株式会社を中心とした企業の諸形態、経営管理という企業全体にわたって利用可能な経営方法、生産やマーケティング等個別部門の管理について学ぶ。 

授業内容でわかりにくい点は、必ず授業の後や授業以外でもどんどん質問して、解決しておくこと。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「現代企業論」・「中小企業経営」などの理解につながる。 

できるだけ新聞などの経済関係の記事を読んで、企業の取り組みを理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：大学 1年生のための経営学 必要に応じてプリント資料等を配付する。 

編 著：芦澤成光  

出版社：創成社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

企業経営に関わる基礎的な知識を身につけ、企業活動に対する理解を深める。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 52 48      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 30      60 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 18      28 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 12       12 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

様々な企業の経営活動について理解できる。 企業経営に関わる基礎的な知識を身に着ける。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 経営学とは何か ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 3回 企業の諸形態 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 4回 株式会社と企業ガバナンス ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 5回 中小企業とベンチャー ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 6回 経営管理の諸理論 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 7回 経営戦略 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 8回 経営組織とは何か ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 9回 組織間関係とサプライヤーマネジメント ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 10回 人事管理・人的資源管理 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 11回 生産管理 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 12回 マーケティング ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 13回 研究開発と知識創造 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 14回 まとめ ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。  



学 び の 道 標 （ み ち し る べ ） （ 学 修 支 援 計 画 書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11F028S 
専門教育科目 
経営学領域 

現代企業論 
２単位 必 修 講 義 １年次 秋学期 

Joint-stock Corporation 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

現代の企業は、様々な構造や機能の下で多くの役割を遂行し、実に複雑な様相を示している。 
そういった企業について、６つの視点をベースに「企業とは何か、誰のために、どのように動かされるべきか」についての見方や考え方を学ぶ。 
言い換えると、企業の形成過程や特徴、今後の方向性について学ぶことを通じて、企業経営に関する理解を深めていただきたい。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

財・サービスの提供、株式会社、大企業化 
組織、家、社会的器官 

学
修
教
育
目
標 

企業経営に関する理解を深めることで、ビジネスマン必須の日本経済新聞が理解できる水準への到達を
図る。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

初学者には理解しにくいと感じる面も多いかと思われる。専門用語を理解する意識や内容について概要を把握する意識が重要である。 
そのためには、教科書を読み、慣れることが大切となる。結果、企業経営について理解が深まり、他の経営関連科目についても理解しやすくなる。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学、経営戦略論、経営管理論、経営組織論との関連がある。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：企業論 なし 

著者名：三戸 浩 他  

出版社：有斐閣アルマ  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
現代の企業について理解する。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
企業形態や制度等に関する基礎的な知識を身につける。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聞き、理解できる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 48 52      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 26      51 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 26      36 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 13       13 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

企業の形態や制度等について十分理解している。 企業の形態や制度等について理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ※14回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 現代企業をみる目、「㈶・サービスの提供機関」としての企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 3回 「㈶・サービスの提供機関」としての企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 4回 「株式会社」としての企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 5回 「株式会社」としての企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 6回 「大企業」としての企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 7回 「大企業」としての企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 8回 「大企業」としての企業（3） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 9回 「組織」としての企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 10回 「組織」としての企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 11回 「家」としての日本企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 12回 「家」としての日本企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 13回 「社会的器官」としての企業（1） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 14回 「社会的器官」としての企業（2） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／  小テスト 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11F029S 
専門教育科目 
経営学領域 

経営戦略論 
２単位 必 修 講 義 １年次 秋学期 

Management Strategy 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経営戦略は企業経営の基本的な方向づけをする重要な役割になっている。授業では経営戦略の意義、考え方、戦略策定の手法について学修する。さらに組織戦略や財務戦略など
近年重視されている経営戦略についての考え方と手法を学ぶ。また企業での経営戦略の事例を通し、戦略の適用方法や実施上の課題についての理解を深める。 
今後の重要な経営課題である環境問題を考慮した経営戦略について考察するとともに、さまざまな手法や事例の学習により経営戦略の考え方と策定方法を学修することを目標と

する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

外部要因の分析手法、内部要因の分析手法、3C分析、SWOT分析 

学
修
教
育
目
標 

経営戦略に関する基本的な知識を身につける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

テキストとプリントを中心に経営戦略に関する基本的な考え方を講義する。随時テーマを決めてレポートを提出してもらう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「経営管理論」、「経営情報論」、「IT戦略論」の理解につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：この 1冊ですべてわかる経営戦略の基本 書 名：経営戦略 

著者名：経営戦略研究会 著者名：大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田 智 

出版社：日本実業出版社 出版社：有斐閣アルマ 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
経営戦略に関する基本的な知識を身につける。 ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 対象の身体面，心理・社会的側面を踏まえて現状を分析することができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁重に聞いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 多方面の事実状況から、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解し最適な行動を実行できる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 絶えず相手の立場にたって、対象に不利益や苦痛が生じないように行動することができる。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 46  30    24 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 26  15    16 57 

技能に関する評価 10       10 

応用力に関する評価 5  5    4 14 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 5  10    4 19 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「経営戦略論」とは何かを理解している。 
経営戦略の理論である外部要因の分析手法、内部要因の分析手法、3C分析、SWOT分析な

どの基本的な仕組みを理解している。 
各項目の理解度が 80％以上である。 

「経営戦略論」とは何かを理解している。 
経営戦略の理論である外部要因の分析手法、内部要因の分析手法、3C分析、SWOT分析な

どの基本的な仕組みを理解している。 
各項目の理解度が 60％～80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 経営戦略論のガイダンス‐ 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
第 1章 経営戦略の役割と特徴 
第 2章 経営戦略の理論を俯瞰する（1） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 第 2章 経営戦略の理論を俯瞰する（2） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 第 2章 経営戦略の理論を俯瞰する（3） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 第 2章 経営戦略の理論を俯瞰する（4） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 第 3章 戦略を動かすための仕組みづくり 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 第 4章 企業全体のパフォーマンスを向上させる全社戦略の実践 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 第 5章 個別事業の競争優位を構築する事業戦略の実践（1） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 第 5章 個別事業の競争優位を構築する事業戦略の実践（2） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 第 5章 個別事業の競争優位を構築する事業戦略の実践（3） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 第 5章 個別事業の競争優位を構築する事業戦略の実践（4） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 第 6章 不確実性の時代における“新しい”戦略論の潮流（1） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 第 6章 不確実性の時代における“新しい”戦略論の潮流（2） 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 まとめ 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意す

る） 

・学修したテキストの復習  復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11S030S 
専門教育科目 
経営学領域 

経営管理論 
２単位 必 修 講 義 ２年次 春学期 

Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

これから皆さんが社会にでて、仕事に成功するためには戦略思考をきっちりマスターすることが必要になってきています。 現在世界で席巻しているグローバルスタンダードの
考え方には問題点も多くあります。日本的経営の良さを融合した経営ニューグローバルスタンダードの考え方について一緒に勉強してみよう。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

グローバリズム、経営戦略、日本的経営 

学
修
教
育
目
標 

現在でも日本の経済や企業は目先の戦術にこだわり、戦略思考が不足して BRICsなどの他国に較べ相対的
地位が低下している日本経済の状況がわかる。 
 これからビジネスの仕事に携わり、日本の経済や経営がまた元の繁栄を回復する方法が理解できる。 
 将来中小企業診断士を目指す方の受験レベルに達する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

最近保護主義の事も話題になっているが、企業経営に於いてはグローバル化の動きは止めれない。そこで従来の日本的経営とグローバルスタンダードの経営と比較して、これから日
本企業がどのようにして生き残っていくかを学ぶ。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営戦略の知識など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：これからの経営ニューモデル なし 

著者名：釣島平三郎  

出版社：コスモ教育出版社  

書 名：経営ニューグローバルスタンダード  

著者名：釣島平三郎  

出版社：コスモ教育出版社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力 グループディスカションでは他の学生に働きかける。 ○ 

③ 実行力 グループディスカションでは発表する。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 課題の問題を発見する。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 問題点を創造する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 他人に質問する。 ○ 

② 傾聴力 他人の発言をよく聞く。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 グループの周りの空気を察知する。 ◎ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 コーポレートガバナンスを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

企業経営の論理につき理想的に理解していること。 企業経営の論理につき標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 継続的な競争優位を確立するために 

面接授業 予習：企業経営について 復習：演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 2回 歴史に学ぶ経営戦略 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 3回 日米の経営スタイルの違い 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 4回 日本経済への脅威 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 5回 会社は誰のもの 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 6回 株主と会社の関係 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 7回 経営スタイルの世界的な流れ 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 8回 企業の新規開業 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 9回 変革しているグローバル人事管理 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 10回 日米のものづくりの考え方の違い 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 11回 日米の品質管理の違い 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 12回 グローバルマーケッティング 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 13回 日米のマーケッティングの違い 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

第 14回 経営ニューグローバルスタンダード 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  演習参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA31F031S 
専門教育科目 
経営学領域 

産業心理学 
２単位 選 択 講 義 １年次 秋学期 

Industrial Psychology  

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

官公庁や企業を始めとする組織の活動を業績向上と人間関係の維持の両面から考察する。 
会社員、公務員を問わず、組織で働く基本的な知識を理解する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

組織心理学 
職場の心理学 
経営心理学 

学
修
教
育
目
標 

組織の発展は環境適応の経営活動の結果であり、組織内個人においてもまた、変化する組織活動への適
応努力の結果として「心の成長」として実感されるものである。ということを学んでいただきたい。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 「職場のコミュニケーション」「仕事の能率」などの心理学的側面を重視し、「産業 Industry」は翻訳語であるが、その語が英語として表現している原義を理解することにより、日本

語の「産業」をより広く学際的に学修する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「ビジネス心理学」「企業と社会」 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：産業心理学 なし 

著者名：宮城 まり子  

出版社：培風館  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

将来の職場と経営活動に対して意識的に取り組む基盤を形成できる。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

会社員、公務員を問わず、組織で働く基本的な知識を理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

組織の活動を業績向上と人間関係の維持の両面から考察できる。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 率先して将来の職場と経営活動に対して意識的に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力 協働して問題に取り組むよう他者に働きかけ学修を進めることができる。 ○ 

③ 実行力 目的を設定し問題が解決するまで取り組むことができる。 △ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにすることができる。 △ 

② 計画力 課題の解決に向けた具体的･実践的な方法を明らかにすることができる。 ○ 

③ 創造力 組織の活動を業績向上と人間関係の維持の両面から理解・考察する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 相手の意見や考えを最大限引き出し、丁寧に聴くことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 自らの考えに囚われることなく意見の違いや立場の違いを理解することができる。 △ 

④ 情況把握力 自分と周囲の人々や物事との情況や関係性を理解し、最適な行動をすることができる。 ○ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 ストレスを成長の機会と前向きに捉え葛藤を克服することができる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 他受講生の組織活動への理解も自己に取り入れながら幅広く学修する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 30 20     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 10 10     50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 10 10     30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10 10      20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

産業場面や組織における人間行動の実践駅な研究を理解し、組織の人間関係、働くモチベ
ーション、職場環境とメンタルヘルス、人事管理と能力開発などが理解できている。 

キャリアカウンセリングやマーケティングの心理など、心理学的側面を理解できている
が、充分とはいえない。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

1章 産業心理学のはじまりと発展 講義（面接） 

受講アンケート調査 
教科書の予習（アメリカにおける産業心理学） 30 

 ／   

第 2回 産業社会の変化と人間行動 
講義（面接） 

受講アンケート調査結果 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 10 

 ／   

第 3回 職場の人間関係と生産性 
小テスト返却 

予習まとめ返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 4回 職場のコミュニケーションの重要性 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト 

教科書の予習（組織におけるリーダーシップ） 
30 

30 

 ／   

第 5回 組織におけるリーダーシップ 
小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 6回 仕事への動機づけとワークモチベーション 
小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 7回 産業カウンセリング 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト 

教科書の予習（職場環境と働く人のストレスとメンタ

ルヘルス）  

30 

30 

 ／   

第 8回 職場環境と働く人のストレスとメンタルヘルス 
小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 9回 人事管理と能力開発、教育と研修 
小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 10回 適性と適正配置 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト 

教科書の予習（採用と適正配置） 
30 

30 

 ／   

第 11回 採用と適正配置 
小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 12回 キャリア開発とキャリアカウンセリング 
小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 13回 消費者行動と広告・マーケティングの心理 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト 

予習（社会労働環境の変化と企業福祉） 
30 

30 

 ／   

第 14回 社会労働環境の変化と企業福祉 
小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA32S032S 
専門教育科目 
経営学領域 

コミュニケーション論 
２単位 選 択 講 義 ２年次 春学期 

The Theory of Communication 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

プライベートでも仕事でも人間関係の形成にコミュニケーション力は欠かせません。普段意識せずに行っている対人活動を、「効果的なコミュニケーションをする工夫」と、とらえなおして研究
してみましょう。目的を持ってテキストを読むと、「やってみたい」と思う知識の発見に出会います。また努力の量と質に比例して、必ずや魅力ある人間に成長する糧となることでしょう。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

NLP,人間力、ミスコミュニケーションを防ぐ 

学
修
教
育
目
標 

伝えたい気持ちに含まれている意味や感情を言葉や表情や行動の微妙な使分けや、間合いの時間差や、相手
との距離間隔、繰返し回数など工夫を心がける態度が強化されます。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

社会人として地域において、企業人として社内、社外において、人と良好なコミュニケーションを行なうことは大事なことであり、そのための諸知識の習得を目指す。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

ビジネスコミュニケーション、中小企業経営論、労務管理など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：NLPの基本がわかる本 なし 

著者名：山崎 啓支  

出版社：日本能率協会  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

将来の職場と経営活動に対して意識的に取り組む基盤を形成できる。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

会社員、公務員を問わず、組織で働く基本的な知識を理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

組織の活動を業績向上と人間関係の維持の両面から考察できる。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ○ 

② 働きかけ力 グループディスカションでは他の学生に働きかける。 ◎ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 課題の問題を発見する。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 他人に質問する。 ◎ 

② 傾聴力 他人の発言をよく聞く。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 グループの周りの空気を察知する。 ◎ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業を１５回休まずに出席する。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 コーポレートガバナンスを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 30 20     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 10 10     50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 10 10     30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10 10      20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

 ビジネスコミュニケーションの諸論理について理想的に理解していること。 ビジネスコミュニケーションの諸論理について標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 NLP ? 
講義（面接） 

受講アンケート調査 
教科書の予習（言葉は体験が作り出す） 30 

 ／   

第 2回 言葉は体験が作り出す 講義（面接） 

受講アンケート調査結果 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 10 

 ／   

第 3回 学習には４つの段階がある 小テスト返却 

予習まとめ返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 4回 短時間で気持ちを変化させるプレゼンテーション 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト 

教科書の予習（自問自答が一日の仕事に影響を与え

る） 

30 

30 

 ／   

第 5回 自問自答が一日の仕事に影響を与える 小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 6回 部下をやる気にさせる効果的な褒め方叱り方 小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト   

復習 30 

 ／   

第 7回 コミュニケーションの大前提はラポール（信頼関係） 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト   

教科書の予習（絶対に成功するコミュニケーターの条

件） 

30 

30 

 ／   

第 8回 絶対に成功するコミュニケーターの条件 小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト 

復習 30 

 ／   

第 9回 ５つの意識レベル 小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト 

復習   30 

 ／   

第 10回 物事を見る視点を変える（フレーミング） 小テスト返却 

講義（面接） 

小テスト   

教科書の予習[役割（立場）が能力を決定する] 
30 

30 

 ／   

第 11回 役割（立場）が能力を決定する 小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト   

復習 30 

 ／   

第 12回 コミュニケーションは話した言葉以上のもの 小テスト返却 

予習の返却 

講義（面接） 

小テスト   

復習   30 

 ／   

第 13回 なぜ相手に合わせることが重要か？ 小テスト返却 

講義（面接）   

小テスト   

教科書の予習（プレゼンテーションの効果を決める初

頭効果） 

30 

30 

 ／   

第 14回 プレゼンテーションの効果を決める初頭効果 小テスト返却 

講義（面接） 

予習のまとめ 

小テスト   

復習 30 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33S033S 
専門教育科目 
経営学領域 

事業継承 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

The Succession of a Business 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
習
教
育
目
的 

経営者の高齢化が進む中、後継者候補が見つからない、後継者育成が進まないため、廃業に至る企業が増大し、今後もその傾向が継続すると考えられ、社会問題となっている。 
そういった中で、事業を承継できる後継者（候補）・経営者の育成を図ることが重要となっている。 
当校の学生にも、事業経営を行っている父兄も多く、経営者マインド、後継者マインドを持つ学生の育成を図ることは重要である。 
ほとんどの企業は、中小企業・ファミリービジネス（同属企業）であり、その視点も踏まえた教育内容としていく。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

・事業承継対策、事業承継計画、後継者育成 
・スリーサークル（ビジネス・オーナーシップ・ファミリー）モ
デル、ファミリービジネス 

・キャリア開発 

学
修
教
育
目
標 

将来の経営を担える人材育成を図る視点から、ビジネス・オーナーシップ・ファミリー3つの視点から
事業を後継できる教育内容とし、その修得を目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

日本における事業承継の現状、事業承継の基礎的知識、事業承継計画、ファミリービジネス（同族企業）・スリーサークルモデル、後継者育成に関する内容について主に講義する。 
また中小企業の事例を中心に紹介するとともに、グループディスカッションや教師からの問いかけを積極的に行い、知識面だけではなく学生の問題意識の醸成と思考面での理解を深

める。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

キャリア開発・キャリアデザイン、経営学・経営管理論、マーケティング、簿記・会計学等が関連する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：事業承継の経営学 経営者のための事業承継マニュアル（中小企業庁） 

著者名：落合 康裕 中小企業経営者のための事業承継対策（中小機構） 

出版社：白桃書房 ほんとうの事業承継（生産性出版） 等 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

経営にかかわる幅広い基礎知識を身につける。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

事業経営・事業承継に必要な基礎知識・スキルの習得を図る。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

コミュニケーション力・人間関係力にかかわる知識・技術を身につける。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 問題意識を持ち授業に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聞き、理解できる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45  40    15 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20  20     40 

技能に関する評価 10       10 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価       5 5 

関心･意欲に関する評価 5  20    10 35 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

事業承継に関わる基礎知識・考え方について十分理解している。 事業承継に関わる基礎知識・考え方について理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション 
※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・グループディスカッション等 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 日本における事業承継の現状 ・マニュアル、資料等解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・マニュアル、資料等予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 3回 主な事業承継対策と事業承継計画 ・マニュアル、資料等解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・マニュアル、資料等予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 4回 ファミリービジネスとスリーサークルモデル ・マニュアル、資料等解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・マニュアル、資料等ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  レポート 

第 5回 教科書：第１章 事業承継とは何か ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 6回 教科書：第２章 現経営者の役割と課題 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 7回 教科書：第３章 後継者の当事者意識と独自性の育成 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 8回 教科書：第４章 先代経営者と後継者の関係性 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  レポート 

第 9回 教科書：第５章 利害関係者と後継者の関係性 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 10回 教科書：第６章 経営戦略と次世代組織の構築 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 11回 教科書：第７章 後継者の企業家行動とガバナンス ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  レポート 

第 12回 後継者のキャリア開発（１） ・資料等解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 13回 後継者のキャリア開発（２） ・資料等解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・講義復習（60分） 60 

 ／  レポート 

第 14回 まとめ ・学習メモ 

・理解度チェック 

・グループディスカッション等 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33S034S 
専門教育科目 
経営学領域 

産業・観光特論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Industry and Tourism Special Study 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

発電機工場ではどのようにして発電機が組み立てられているのでしょうか？ 化学会社ではどのように操業しているのでしょうか？ 生きた産業や会社経営を勉強するには教室
の授業だけでは十分に理解できません。また近年町おこしのために地域観光の必要性が話題になっていますが、ワインがどうしてできるのか？ 本当の観光資源の現場を見なくて
は分かったことになりません。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

地域産業、地域観光、南大阪 

学
修
教
育
目
標 

実社会の経験が乏しい皆さん方に実社会ではどうなっているのか理解できる。将来・産業や観光関係の
仕事に就きたい方にはその基礎知識と実態が把握できる。これらの点について説明できるようになる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

南河内を中心に地域で会社を経営している人びとや、観光に関する活動をしている方々に本学に来学頂き、授業をしてもらい翌週、関連の施設を見学してより深く地域の産業や観光
を理解する。学生は休まずに施設見学などには是非参加すること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

中小企業経営論など経営に関する授業と深く関連するので、経営に関する基礎知識を理解していると、授業がより面白くなると思う。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

訪問先でよく観察する。外部講師の話を良く聞く。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 会社訪問などに積極的に参加する。 ○ 

② 働きかけ力 訪問先などで積極的に質問する。 ◎ 

③ 実行力 課題を発表できる。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 与えられた課題を考え抜く。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 問題点が創造できる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 参加者からの意見も聞く。 ○ 

③ 柔軟性 工場見学など現地を訪問したときは、先方とのやり取りで柔軟に対応する。 △ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 起立・礼を授業の時に必ず実施する。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 経営者の経営姿勢を理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58      42 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30      15 45 

技能に関する評価       7 7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価       10 10 

関心･意欲に関する評価 18      10 28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

地域産業や観光の専門的な知識をみにつける。 地域産業や観光の標準的な知識をみにつける。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンス及び南大阪の産業について 

面接授業 
予習：南大阪の産業観光  

復習：演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 2回 租税について、堺税務署 

面接授業 
予習：前回の演習課題  

復習：税務について 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 3回 堺市の産業と観光 

面接授業 
予習：南大阪の産業と観光 

復習：堺市を中心とした歴史 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 4回 堺市の観光 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：古墳時代における仁徳天皇  

復習：現地見学内容 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 5回 宝石会社運営と寺院運営 

面接授業 
予習：宝石産業 

復習：寺院経営 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 6回 河内のワイン産業 

面接授業 
予習：ワインについて  

復習：工場経営 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 7回 河内のワイン産業 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：ワインについて  

復習：河内のワイン産業 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 8回 富田林市の観光 

面接授業 
予習：富田林観光 

復習：同上 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 9回 富田林市の観光 寺内町など 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：富田林観光 

復習：同上 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 10回 地域で仕事する 

面接授業 
予習：田舎での仕事 

復習：同上 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 11回 化学会社の経営 

面接授業 
予習：化学工場経営  

復習：同上 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 12回 日本フッソの経営 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：化学工場経営  

復習：化学工場経営  

予習：30 

復習：30 

 ／  見学会参加態度 

第 13回 南河内の歴史 

面接授業 
予習：南河内の歴史  

復習：美原区の歴史 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

第 14回 堺市みはら歴史博物館など 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：美原区の歴史  

復習：同上 

予習：30 

復習：30 

 ／  授業参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33S035S 
専門教育科目 
経営学領域 

中小企業論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Small Business Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

皆さんがこれから会社に就職したり、消費者としてその会社の製品を買うかなどいやおうなしにビジネスにかかわってきます。会社の経営ってなんだろう？経営の本質を知るこ
とで、今まで見過ごしていたビジネスのカラクリが手にとるように分かってきます。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

グローバル化、海外進出、企業城下町 

学
修
教
育
目
標 

世の中は複雑なようで、根底に流れている単純なルールが理解できる。中小企業経営に関する入門や平
易な経営の理論が理解できる。会社を見る判断力を養い、将来中小企業診断士の受験レベルに達する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

日本の企業の９９％は中小企業で、経済の二重構造と言われながら中小企業は協力工場などで日本経済を大きくささえている。この中小企業もグローバル化などで曲がり角に直面し
ている。これからの中小企業の生き残りなどについて学習する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業経営論、企業分析論、ビジネスプラニング論など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：人を幸せにするニューグローバル経営 なし 

著者名：釣島 平三郎  

出版社：コスモ教育出版  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力 グループディスカションでは他の学生に働きかける。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 課題の問題を発見する。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 他人に質問する。 ○ 

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業での起立・礼の励行。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 コーポレートガバナンスを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

中小企業経営の論理につき理想的に理解していること。 中小企業経営の論理につき標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 会社とはだれのもの 

面接授業 予習：中小企業経営について 復習：演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 2回 グローバルスタンダードが生んだ世界金融恐慌 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 3回 真の人間力は複合要素 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 4回 経営は調和を目指す芸術 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 5回 グローバル経済での社会や教育の変化 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 6回 創造都市の誕生 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 7回 グローバルな経営基盤の強化 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 8回 キャシュフロー会計 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 9回 事業承継 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 10回 企業の倒産と再生 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 11回 日英米の社会起業家 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 12回 リスクマネジメント 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 13回 グローバルスタンダード経営 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 14回 西洋合理主義を超える二元論 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33F036S 
専門教育科目 
経営学領域 

経営組織論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Organization Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

皆さんがこれからどのような会社に就職しようが、会社の組織の中で何を実現したいのか、そのために社員として組織の中で何をするべきかはっきりする必要があります。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

組織構造、意思決定、モチベーション、リーダーシップ、チーム
ワーク、組織文化 

学
修
教
育
目
標 

経営組織論をしっかり勉強して自分で物事を考え会社に貢献できる習慣を身につける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

グローバリズムの進展に伴い今まで日本で行われてきた働き方が機能しなくなってきた。皆さんが社会に出て企業に就職したときに新しい経営組織どのように対処するかわを学習す
る。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

中小企業論、企業経営論など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：経営組織入門 

 著者名：上林憲雄 

 出版社：文真堂 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力 グループディスカションでは他の学生に働きかける。 ○ 

③ 実行力 グループディスカションでは発表する。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 他人に質問する。 ○ 

② 傾聴力 他人の発言をよく聞く。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業での起立。礼などの励行。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 コーポレートガバナンスを理解する。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

経営組織論理につき理想的に理解していること。 経営組織の論理につき標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 経営組織とは、オリエンテーション 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：労務管理について 復習：演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 2回 組織の基本原理 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 3回 意思決定の仕方 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 4回 モチベーションを高める 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 5回 リーダーシップの考え方 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 6回 チームワークで仕事する 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 7回 組織の形を考える 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 8回 組織文化を理解する 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 9回 情報化社会に生きる 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 10回 知識の創造 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 11回 イノベーションを起こす 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 12回 組織の中のネットワーク 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 13回 組織の変革 
講義・グループワーク・発表 

面接授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 14回 経営組織の役立ち 
講義・グループワーク・発表 

オンディマンドによる遠隔授業 
予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 

予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33F037S 
専門教育科目 
経営学領域 

流通システム論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Distribution and Marketing 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

この科目は経済システムの「生産」と「消費」をつなぐ「流通」についての基本的・原理な知識・技術・理論を平易に講義する。その主題は「財の社会的移動についての人間行
動」である。流通を情報システムの観点から捉える視点を持てるようにする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

流通の基礎，流通情報システム，識別コード，流通データベー
ス，POSシステム，EDIシステム 

学
修
教
育
目
標 

この講義によって、流通のしくみに関わる基礎的な理解、コンビニやスーパーマーケット等で稼働して
いる流通情報システムについて理解できることを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 流通と情報システムについて、どのように有機的に連動しているのかを講義する．そのため、普段から流通について興味を持つことと、流通についてのニュースが載っている新聞や TV
ニュースなどに触れておくこと。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学領域の「企業経営理論」・「現代企業論」、流通に関わる「商学概論」・「販売管理論」などが関連する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ビジュアル 流通の基本 第５版 『流通システム化の動向 2019～2020』（流通システム開発センター） 

著者名：小林隆一 必要に応じて紹介し，プリント等を配布する。 

出版社：日本経済新聞出版社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

ビジネスマン必須の流通に関する新聞や雑誌記事が理解できる水準への到達。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

流通と情報システムの関係について，その概要を理解できる。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  40    10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25  20    5 50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 5  5     10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 20  15    5 40 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

流通の基礎、流通経済の仕組み、流通業の経営，流通情報システムについて，その概要
が理解できる。 
各項目の理解度が 80％以上である。 

流通の基礎、流通経済の仕組み、流通業の経営，流通情報システムについて，その概要
の基礎的な理解ができる。 
各項目の理解度が 60％～80％以上である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 2回 流通のいま、これから 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 3回 流通のしくみ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／  小レポートまたはコメントシート 

第 4回 小売業の形態 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 5回 小売業経営のしくみ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 6回 卸売業の現状と経営のしくみ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／  小レポートまたはコメントシート 

第 7回 流通を支える物流 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 8回 商品別流通の事例 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／  小レポートまたはコメントシート 

第 9回 流通情報システム 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 10回 店舗情報システム、物流情報システム 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／  小レポートまたはコメントシート 

第 11回 ＥＤＩ、安全・安心のシステム 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 12回 ＧＳＩ識別コード 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポートまたはコメントシート 

第 13回 データキャリア 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

第 14回 企業間の情報伝達と商品情報データベース 
TGU.NETを使ったオンデマンドによる

遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33F038S 
専門教育科目 
経営学領域 

社会保障論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Social Security 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

本講義では社会保障システムを考察しながら各国で行われている社会保障制度の仕組みと役割、そしてその制度の持つ意義と問題点及び展望を明らかにすることを第一の目標に
したい。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

福祉国家 
少子高齢化 
社会保障費用 

学
修
教
育
目
標 

社会保障政策は第 2次世界大戦以降東西を問わず大きく掲げた国家政策の一つである。日本においても
同様である。しかし 1970年代の二度にわたる石油危機による好ましくない経済状況や 1980年代から急速
に進展し始めた少子高齢化に伴う膨大な財政赤字は経済社会を大きく変化させている。こうした経済社会
の変化に伴い今日の社会保障政策をも大きく転換期に差し掛かっていると言えるであろう。と考えると、
このような転換期であればこそ我々は昨今の社会保障政策の本質を正しく理解し、現状とその将来につい
て的確に認識しなければならない。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

厚生労働省の推計では 2025年度社会保障給付費の総額は 151兆 500億円となっている。その中を年金と医療が 83％占めている。少子高齢化が益々深刻化している日本社会にはどの
ような政策が必要であるのか学修していく。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

特になし。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：社会福祉のあゆみ（社会福祉思想の軌跡） なし 

著者名：金子 光一  

出版社：有斐閣  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

現代社会における様々な課題を把握することが出来る。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 経済社会において起きうる様々な課題に対する分析に取り組むことが出来る。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 報告や資料収集に対する注意力を向上することが出来る。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 プレゼンテーションを通して他人に対して自分の意見を丁寧に伝達することが出来る。 ○ 

② 傾聴力 他人からの発言を丁重に受け止めることが出来る。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 現代社会における人間の役割を考えることが出来る。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  40    10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50  20     70 

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   20    10 30 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

日本の経済事情をしっかり把握し少子高齢化社会における様々な課題を学修する。 少子高齢化に伴う年金や医療を始め社会保障の基本的な課題を学修する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 社会福祉、社会保障とは何か 

講義・質疑応答（面接授業） 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 2回 社会保障の成立の背景（西洋） 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 3回 社会保障の歴史（西洋） 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 4回 西洋における社会保障の総括 

講義・質疑応答（面接授業） 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 5回 社会保障の成立の背景〈日本〉 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 6回 社会保障の歴史（日本） 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 7回 日本における社会保障の総括 

講義・質疑応答（面接授業） 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 8回 各国の社会保障（1） ‐ドイツの社会保障の歴史と現状‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 9回 各国の社会保障（2） ‐イギリスの社会保障の歴史と現状‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 10回 各国の社会保障（3） ‐スウェーデンの社会保障の歴史と現状‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 11回 各国の社会保障の総括 

講義・質疑応答（面接授業） 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 12回 日本の社会保障（1） ‐医療保険制度‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 13回 日本の社会保障（2） ‐年金保険制度‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

第 14回 日本の社会保障（3） ‐介護保険制度‐ 

課題 予習：60分、復習：60分 120 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA34S039S 
専門教育科目 
経営学領域 

生産管理論 
２単位 選 択 講 義 ４年次 春学期 

Production Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

生産管理の基本的な部分を幅広く取り上げて、工場における代表的な生産形態、生産方式、生産管理の基本的な考え方・技法、生産活動のマネジメント等について学習する。 
企業マネジメントの中で、「生産管理」がどう役割を果たしているかを理解する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

経営と生産 
直接的管理技術 
生産のグローバル化 
情報のコンピュータ化 

学
修
教
育
目
標 

生産管理活動の概要を理解し、企業における生産管理の役割について説明できる。また、製造活動や、
製造業が直面する課題に関心を持つようになる。さらに、製造現場における問題点を見出し、解決策の提
案が行える視点を身に着ける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

製造業における生産管理の考え方と様々な手法を講義するとともに演習によって理解を深める。 

本講義は、テキスト、パワーポイント等を使って行う。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学の学生において、幅広い能力を身に着けていくためにも、ものづくりに関わる組織とその機能を理解しておくことは必要である。 

専門教育科目の復習をしっかり行っておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：生産管理がわかる本 

 著者名：加藤 治彦 

 出版社：日本能率協会 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

経営における生産管理の位置付けが理解できる。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

人・モノ・お金・情報の流れを管理するための方法を理解する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 15 35     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 35 10 15     60 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 5 10     25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 5  10     15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

企業マネジメントの中での位置づけを概略理解する。 
経営分野での応用やゼミナールでの研究活動に活かせるようになる。 

生産管理の各手法を概略理解する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンスと講義の概要説明とイントロダクション 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 会社のしくみ、モノづくりのしくみ、経営と生産と生産価値 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 3回 
生産管理の体系 
製造業の生産過程 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 4回 
生産のしくみ 
生産システムの構造・工程・作業・管理 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 5回 
品質管理(1)  
品質管理と TQMと ISO900ｓ 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 6回 
品質管理(2)  
統計的品質管理 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 
原価管理  
意義と構成とすすめ方 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 8回 
工程管理  
工程管理の意義と受注生産方式の工程管理 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 9回 
資材管理 
材料計画・購買管理・外注管理・在庫管理の概要 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 10回 
設備管理 
設備管理の役割 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 11回 
労務管理 
労務管理の目的・特徴 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 
作業管理 
作業の構成、作業計画・作業統制、作業改善 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 
海外生産 
製造業の海外展開、空洞化問題と構造・対策 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 
生産管理のコンピュータ化 
生産管理のコンピュータ化とは 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA34S040S 
専門教育科目 
経営学領域 

ビジネスプランニング論 
２単位 選 択 講 義 ４年次 春学期 

Business Planning 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 皆さんが将来ベンチャー企業やコミュニティービジネスなど新しい事業を始めるとすれば、最初に要求されるのがビジネスプランです。自分がどのような事業を起業するか考え
をまとめてみよう。それを社会に向かって知らせ、関係者の同意を得て資金的な援助をしてもらうにはビジネスプランが必要です。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ベンチャー企業、事業計画書、起業家 

学
修
教
育
目
標 

 新しい事業の支援者や関係者へのプレゼンテーションのためにも、起業計画としてのビジネスプラン作
りを勉強しておこう。中小企業診断士の受験レベルに達する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

新しく起業する時には、元手が必要である、その時にビジネスプランを作成しベンチャーキャピタリストの投資を仰ぐことになる。ベンチャー企業を興すときは銀行などの間接金融
は期待できないので、いかにして魅力のあるビジネス・プランを作成できるかを学習する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業経営論や経営戦略論などの知識 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：日本が誇る「ご縁」文化  なし 

著者名：釣島 平三郎  

出版社：芙蓉書房出版   

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 グループワークで問題を発見する。 ◎ 

② 計画力 １５回授業の計画を立てる。 ○ 

③ 創造力 課題演習でどこに問題があるか創造する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 グループワークで他の学生の意見を聞く。 ○ 

③ 柔軟性 グループワークで問題に突き当たった時に発想を柔軟にする。 ◎ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 CSRの考えを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ビジネスプランにつき理想的に理解していること。 ビジネスプランにつき理想的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 新しい事業とビジネスプラン 

面接授業 予習：ビジネスプランについて 復習：演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 2回 ビジネスプランとはどのようなものか 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 3回 ビジネスプランの作成手順 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 4回 どのような商品、サービスを提供するか 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 5回 時代と共に変化するビジネスプラン 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 6回 日本が誇る『ご縁文化』と日米の違い 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 7回 先祖から引き継いだ「ご縁」の不思議 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 8回 劇的な出会いで「ご縁」が開ける 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 9回 出会いの「ご縁」を大事にする成功人生 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 10回 窮すれば変ずる『ご縁』 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 11回 ご縁の不思議を体感している日本人 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 12回 ものにも不思議な『ご縁』がある 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 13回 巷で生きて『ご縁』を紡ぐ 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

第 14回 死後にも『ご縁』が繋がる 

オンディマンドによる遠隔 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループ演習参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA34S041S 
専門教育科目 
経営学領域 

知的財産 
２単位 選 択 講 義 ４年次 春学期 

Intellectual Property 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

  人間の知的活動によって生み出されたアイデアや創作物などには、 財産的な価値を持つものがあります。 そうしたものを総称して「知的財産」と呼びます。 知的財産の中に
は特許権や実用新案権など、 法律で規定された権利や法律上保護される利益に係る権利として保護されるものがあります。 それらの権利は「知的財産権」と呼ばれます。（日本
弁理士会の HPより）本講義では、企業経営においても重要な知的財産について基礎から学ぶことを目的としたものである。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

知的財産、特許権、著作権、意匠、商標、不正競争防止法 

学
修
教
育
目
標 

本講義では、財産とは何かについて、その概要を理解し、具体的に知的財産を守るための法律などを学
んで、今後の企業経営や社会生活の中で重要なファクタとなる知的財産の権利保護について一定の知識を
持つことを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

特許法‧著作権法を中⼼に，意匠法‧商標法‧不正競争防⽌法と知的財産法について、⾝近なケースで具体的にイメージしながら学ぶように進める。また、学修する上で、法律用語など
も多く出てくるが、自身でなるべく検索するなどでして、理解に努めること。ただし、不明な点があれば、遠慮なく質問をすること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「法と社会」 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書名：知的産法入門 必要な都度プリントの配布および動画の紹介を行う。 

著者名：茶園 成樹  

出版社：有斐閣 ISN:978-4-641-24342-2  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

知的所有権について、その重要性を理解し、そこで学んだことを日頃の知的生活に活かしていく。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性   

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 どこに問題があるかなぜ問題なのかを常に探ることを心掛ける。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 道徳やマナーに照らし合わせ、正しいかどうかを常に考察する。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 50       

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 30       

技能に関する評価         

応用力に関する評価 20 20       

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

知的財産について、倫理的な規範の下で、基礎的な理解を持ち、経営に関するさまざま
な業務や知的処理への適用について、概ね 80％以上の理解度や見識を持っていることを目
安とする。 

知的財産について、倫理的な規範の下で、基礎的な理解を持ち、経営に関するさまざま
な業務や知的処理への適用について、概ね 60％～80％以上の理解度や見識を持っているこ
とを目安とする。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 イントロダクション（授業概要、進め方について） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：知的財産とは何かについて、その概略を調べて

おくこと。 

復習：授業概要や授業の進め方について復習しておく

こと。 

60 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 2回 特許法（１）――発明該当性 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：発明とは何かについて、その概略を調べておく

こと。 

復習：発明について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 3回 特許法（２）――特許要件 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：特許とは何かについて、その概略を調べておく

こと。 

復習：特許要件について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 4回 特許法（３）――発明者・冒認出願・職務発明 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：特許出願とは何かについて、その概略を調べて

おくこと。 

復習：特許出願について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 5回 特許法（４）――出願・審査・審判 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：出願したものの審査について、その概略を調べ

ておくこと。 

復習：特許の審査・審判について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 6回 特許法（５）――権利の活用、特許攻防 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：特許の権利とは何かについて、その概略を調べ

ておくこと。 

復習：特許の権利について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 7回 著作権法（１）――著作物性 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：著作権とは何かについて、その概略を調べてお

くこと。 

復習：著作権法の著作物について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 8回 著作権法（２）――著作者・職務著作 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：著作者とは何かについて、その概略を調べてお

くこと。 

復習：著作者について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 9回 著作権法（３）――著作権の内容 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：著作権の内容について、その概略を調べておく

こと。 

復習：著作権の内容について復習しておくこと。 

 

 ／   

第 10回 著作権法（４）――著作権制限 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：著作権制限について、その概略を調べておくこ

と。 

復習：著作権制限について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 11回 著作権法（５）――著作人格権 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：著作人格権とは何かについて、その概略を調べ

ておくこと。 

復習：著作人格権について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 12回 意匠法 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：意匠とは何かについて、その概略を調べておく

こと。 

復習：意匠法について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 13回 商標法 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：商標とは何かについて、その概略を調べておく

こと。 

復習：商標について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 14回 不正競争防止法 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：不正競争とは何かについて、その概略を調べて

おくこと。 

復習：不正競争防止法について復習しておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD12S042S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

マーケティング論 
２単位 必 修 講 義 ２年次 春学期 

Marketing 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

マーケティングとは、生産から消費に至る財とサービスの流れに関連する事業活動を言う。複雑な現代における人や社会のニーズを見極めての販売活動全体について理解できる
力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

製品戦略 
価格戦略 
コミュニケーション戦略 
流通戦略 

学
修
教
育
目
標 

マーケティングの意義や役割について理解し、マーケティングを実際に活用していくための、能力と方
法を身につける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

マーケティング活動は、企業活動の中で、重要な位置づけをもっている。本講義では、マーケティング理論とその応用方法を学び、適切な戦略・戦術の立案ができるようになるための

能力を身に付ける。 

事前に各回の講義内容を示すので、予習および復習を行って講義に臨むこと。 

また、講義中にグループ討論や小レポートを課すので、時間内に計画的に進めて提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 マーケティング領域での講義のコアとなる科目である。 
日常で利用している商品(製品)やサービスが、どのように広告展開され、また、どのような販路・方法で販売されているかよく観察しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：コトラー入門 

 著者名：新井 将能 

 出版社：日本能率協会 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

マーケティングの基礎概念を理解できる。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

経営におけるマーケティングの位置付けが理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えや質問に対する回答を口頭や文章で解りやすく説明することができる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聴いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性 自分の考えや自分のやり方に固執せず、相手の意見やアドバイスを受け入れることができる。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 20 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 35 10 20     65 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 15 5 5     25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価  5 5     10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

環境の変化に対応したマーケティング戦略を考えることができる。 
また、経営分野での応用やゼミナールでの研究活動に活かせるようになる。 

身近にある商品(製品)やサービス、また、企業でどのようなマーケティングが行われて
いるか説明できる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンスと講義の概要説明とイントロダクション 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 
マーケティング発送の経営とマーケティング理論の成り立ち 
価値と性能の違い、進化するマーケティング論 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 3回 
マーケティングの基本概念 
STP、3C分析、4P分析によるマーケティング 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 4回 
製品マネジメント 
新製品開発、製品ライフサイクル、環境分析 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 5回 
価格マネジメント 
価格の影響と価格決定の方法、実務的な価格戦略 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 6回 
広告マネジメント 
プロモーション・ミックスとメディア・ミックス 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 
チャネルマネジメント 
チャネル選択、チャネル管理 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 8回 
サプライチェーンマネジメント 
企業における在庫、企業間調整と部門間調整 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 9回 
経営のマネジメント 
経営活動 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 10回 
顧客関係のマネジメント 
顧客関係の構築と関係維持 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 11回 
ビジネスモデルのマネジメント 
製品開発とマーケティング、ビジネスモデル開発 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 
顧客理解のマネジメント 
コミュニケーションの役割、コミュニケーション戦略 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 
ブランド構築のマネジメント 
ブランド構築のコミュニケーションと理論 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 
社会責任マネジメント 
CSV経営、CSRの意義実現、SDGｓ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD32S043S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

社会調査法 
２単位 選 択 講 義 ２年次 春学期 

Social Research 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 社会調査を学ぶに当たっての論理を理解した上で、文献調査、量的調査の方法についての知識を習得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

社会調査の概念 
社会調査のアプローチ 
量的調査 

学
修
教
育
目
標 

 広く調査することの意義と、調査・分析・考察のステップを習得でき、一例として商品等の販促活動等
に役立てることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

初めて社会調査を学ぶ学生を対象に、社会調査のアプローチを提示する。まず社会調査の歴史、社会調査を学ぶ意義などについて理解した後、調査のファースト・ステップとしての
文献調査の方法、社会調査の基本ルール、量的調査方法として、調査票作成、サンプリング方法、調査プロセスとデータ化作業、調査結果の分析を学ぶ。 
 事前に各回の講義内容を示すので、予習および復習を行って講義に臨むこと。 
また、講義中にレポートを課すので、時間内に計画的に進めて提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「社会調査法Ⅰ」「社会調査法演習」の理解につながります。 
「数学」や「統計」の基礎知識が必要となります。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：初めてでもできる社会調査・アンケー ト調査とデータ解析〔第 2版〕 なし 

著者名：安藤明之  

出版社：日本評論社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

多様な調査データの質を見極められる。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

社会システムの中での社会調査法の位置づけが理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 講義の予習・復習、レポート課題などに主体的に取組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを説明することができる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聴いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性 自分の考えや自分のやり方に固執せず、相手の意見やアドバイスを受け入れることができる。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45  20 35    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 40  15 10    65 

技能に関する評価    10    10 

応用力に関する評価 5  5 10    20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    5    5 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

データそのものの質を決定づける「データ収集」の重要性が理解できる。 社会調査の基本的な概要を理解し多様な調査データを読み取れる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンスと講義の概要説明とイントロダクション、到達目標 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 社会調査の概要と意義 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 3回 社会調査の歴史と発展 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 4回 社会調査の種類 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 5回 調査の企画 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 6回 調査票の設計 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 データの性質とサンプリング 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 8回 サンプリングの種類と方法 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 9回 データ分析の事前作業 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 10回 調査結果の分析－単純集計とクロス集計 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 11回 仮説の検証と統計的検定 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 報告書の作成⒈ 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 報告書の作成Ⅱ 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 報告書の発表 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  口頭発表 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD32F045S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

社会調査法演習 
１単位 選 択 演 習 ２年次 秋学期 

Exercise in Social Research 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

調査目的や調査上の制限に応じた調査方法の選択について理解する。聞き取り調査実施の力をつける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

社会調査の概念 
社会調査のアプローチ 
量的調査 
質的調査 

学
修
教
育
目
標 

企画設計、分析等における着眼点、考察の仕方、報告書の作成法、プレゼンテーション資料作成を実感でき
る。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

実施されている様々な調査について考察する。また調査データを分析することで、調査や統計的分析が内包する問題点や危険性などについても議論する。 
「数学」や「統計」の基礎知識が必要となります。 
「社会調査法Ⅰ」と「社会調査法Ⅱ」のペアで履修が望ましい。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学分野での応用や研究活動につながります。「社会調査法Ⅰ」「社会調査法演習」の理解につながります。 
「数学」や「統計」の基礎知識が必要となります。Excelおよび PowerPoint、アンケート調査のための Web技術を利用します。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：初めてでもできる社会調査・アンケート調査とデータ解析〔第 2版〕 なし 

著者名：安藤明之  

出版社：日本評論社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身
につける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識
を身につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を
身につける。 

具体的な手順のイメージを持つことができる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を
身につける。 

統計ソフトを活用して分析ができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術
や知識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 講義の予習・復習、レポート課題などに主体的に取組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力 自分の考えを説明することができる。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力 調査結果を様々な視点から考え、調査結果をまとめ上げることができる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45  15 40    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 40  10     50 

技能に関する評価    15    15 

応用力に関する評価 5  5 15    25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    10    10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

データそのものの質を決定づける「データ収集」の重要性が理解できる。 データの収集と分析について演習でもって修得する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション 
 ‐学習内容と到達目標、授業の進め方など、社会調査の意義と内容‐ 

講 義 

 パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 調査の内容と方法の具体例と社会調査に取り組むに当たっての姿勢 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 3回 調査方法の選択と基礎資料の収集、発想のための方法 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 4回 調査テーマの決定と仮説の検討（１） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 5回 オンラインによる調査方法の検討 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 6回 調査データの解析と報告書の作成（１－１） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 7回 調査データの解析と報告書の作成（１－２） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 8回 調査結果と調査方法の見直し 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 9回 調査テーマの決定と仮説の検討（２） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 10回 調査データの解析と報告書の作成（２－１） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 11回 調査データの解析と報告書の作成（２－２） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 12回 分析結果のプレゼンテーション資料作成（１） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 13回 分析結果のプレゼンテーション資料作成（２） 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 14回 授業を振り返って ‐要点のまとめ‐ 講 義 

パワーポイント 

 

オンデマンドによる遠隔授業 

・学修した配布物等の復習 復習 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD32F046S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

販売管理論 
２単位 選 択 講 義 ２年次 秋学期 

Sales Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

流通業界を取り巻く経営環境はめまぐるしく変貌をとげている。高齢化の進展や消費者のライフスタイルの変化、店舗形態の多様化、インターネットによるネットショッピング
の普及などがそれである。この授業を通して現在の流通業界の変化を読み取る能力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

小売業の類型、マーチャンダイジング 
ストアオペレーション、マーケティング 
販売・経営管理 

学
修
教
育
目
標 

販売員の基本業務、販売員にとって必要となる法令知識、販売事務、経営などに不可欠な計数管理の基
本知識を修得することができる。また、販売士技能検定３級の受験レベルに達することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

流通業界と販売について、どのように有機的に連動しているのかを講義する。 
そのため、普段から販売について興味を持つことと、流通業界についてのニュースが載っている新聞や雑誌・TVニュースなどに触れておく。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学領域の「経営管理論」、「流通システム論」、「中小企業経営」やマーケティング領域の「マーケティング論」などが関連する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：販売士教科書 販売士（リテールマーケティング）３級 必要に応じてプリント資料を配布する。 

著者名：海光歩  

出版社：翔泳社 ISBN:978-4798153834  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

販売員の基本業務、販売員にとって必要となる法令知識、販売事務、経営などに不可欠な計数管理の基本知識を

修得することができる。 
◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

流通業経営の具体的なオペレーション（運営）について基礎的な理解ができる。 ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ 〇 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聞き、理解できる。 〇 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 〇 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 〇 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 52 48      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 38      68 

技能に関する評価  10      10 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 12       12 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

小売業の類型、マーチャンダイジング、ストアオペレーション、マーケティング、 
販売・経営管理について理解ができる。 
各項目の理解度が 80％以上である。 

小売業の類型、マーチャンダイジング、ストアオペレーション、マーケティング、 
販売・経営管理について理解ができる。 
各項目の理解度が 60％～80％以上である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 
第 1章 小売業の類型 
①小売業とは～⑧インターネット社会と小売業 

・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 3回 
第 1章 小売業の類型 
⑨専門店～⑲ショッピングセンターの種類と特徴 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 4回 
第 2章 マーチャンダイジング 
①商品とは～⑤コンビニエンスストアのマーチャンダイジングシステム ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 5回 
第 2章 マーチャンダイジング 
⑥商品計画の基本知識～⑪価格の設定要因と価格政策 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 6回 
第 2章 マーチャンダイジング 
⑫売価設定と利益の構造～⑱ＰＯＳシステムによる販売データの活用 

・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 7回 
第 3章 ストアオペレーション 
①ストアオペレーションの重要性～⑥包装技術の基本知識 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 8回 
第 3章 ストアオペレーション 
⑦ディスプレイの目的と役割～⑨ファッショ衣料のディスプレイ技術 

・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第９回 
第 4章 マーケティング 
①小売業のマーケティング～⑤立地条件と出店の基本知識 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 10回 
第 4章 マーケティング 
⑥インバウンド～⑩ディスプレイ効果を高める色彩の活用 

・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 11回 
第 5章 販売・経営管理 
①接客マナー～④小売業に関する主な法規 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 12回 
第 5章 販売・経営管理 
⑤販売活動に関する主な法規～⑧環境問題と消費生活 

・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 13回 
第 5章 販売・経営管理 
⑨販売員に求められる計数管理～⑭衛生管理の基準 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 14回 まとめ ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD33S047S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

貿易論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Foreign Trade Policy 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経済のグローバル化が進展する中、皆さんが社会にでると、貿易に関する仕事の重要性を増している。その中で、本講義では貿易に関わる基礎知識の修得を図るとともにその実
務ついて理解を深める。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

自由貿易、国際収支と為替レート、ＩＭＦ 
ＦＴＡ、ＥＰＡ、グローバル化、 
信用状、外国為替 

学
修
教
育
目
標 

ビジネスマン必須の日本経済新聞が理解できる水準への到達。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

貿易政策を最近の経済トピックスを提供し解説することで、学生にとって講義がより身近に感じられるようにしたい。 
学生に質問・意見・感想などを記入してもらい、代表的な質問に回答することで受講生全体の理解を深めたい。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

貿易の流れ。外国為替のしくみなど日頃の経済ニュースなどの基礎知識。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：貿易のしくみ 必要に応じて紹介する。 

著者名：片山立志  

出版社：日本能率協会  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

貿易に関する基礎的な知識を身につける。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

貿易に関する基礎知識を十分理解している。 貿易に関する基礎知識を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション、貿易ってどんなもの 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 2回 日本貿易の特徴 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 3回 貿易に係わる人々 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 4回 港、船、空港のしくみ 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 5回 貿易の書類の役割 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 6回 貿易取引の準備 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 7回 貿易での契約 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 8回 貿易取引条件について 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 9回 貿易取引のリスクと保険 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 10回 輸出実務の流れ 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 11回 輸入実務の流れ 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 12回 お金のやり取り 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 13回 貿易に関する規制 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

面接授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 14回 個人輸入はたのしい 
・テキスト解説 

・重要ポイントの板書 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

オンディマンドによる遠隔授業 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD33F048S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

フィナンシャル・プランニング 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Financial Planning 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 皆さんが将来家庭をもち人生を歩んで行く時には、家計などお金の面からみて健全に生活して行く必要がある。この授業では皆さんのライフワークで如何にして金銭面から計画
してゆくかを学習する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ライフプランニング、資金計画、リスク管理 
金融資産運用、タックスプランニング、不動産 
相続・事業承継 

学
修
教
育
目
標 

 フィナンシャルプラニング３級の内容が理解できる水準への到達。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

フィナンシャルプラニング３級試験のテキストを使用する。テキストの知識は試験を受験するしないにかかわらず極めて重要なので、よく予習・復習をすること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

キャリア開発、マクロ経済学、経営組織論、経営分析論など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：FP3級最速合格ブック なし 

著者名：家計の総合相談センター  

出版社：成美堂  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

お金にまつわる知識を多面的に理解する。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

資産設計・生活設計に関わる専門知識を身につける。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習をこころがける。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 課題の問題を発見する。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 問題点を創造する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 他人に質問する。 ○ 

② 傾聴力 他人の発言をよく聞く。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 〇 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 〇 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 52 48      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 38      63 

技能に関する評価  10      10 

応用力に関する評価 12       12 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 15       15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

フィナンシャルプラニングの基本的内容について十分理解している。 フィナンシャルプラニングの基本的内容について理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 ライフプランニングと資金計画（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 3回 ライフプランニングと資金計画（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 4回 リスク管理（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 5回 リスク管理（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 6回 金融資産運用（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 7回 金融資産運用（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 8回 タックスプランニング（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 9回 タックスプランニング（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 10回 不動産（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 11回 不動産（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 12回 相続・事業承継（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 13回 相続・事業承継（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 14回 まとめ ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMD33F049S 
専門教育科目 
マーケティング領域 

eビジネス論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

e Business Theory 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 今日のデジタル社会において、従来からの伝統的マーケティングとデジタル・マーケティングの両方の理解である。そのため、両方を関連付けて理解することが極めて重要で 
ある。 
 本講義では、これからのデジタル社会での、オンラインとオフラインを統合的に考えることができるマーケターが持つべき実践的なスキル習得を目指すことを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

デジタル社会 
デジタル・マーケティング 
デジタル・マーケティング戦略 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

学
修
教
育
目
標 

デジタル社会の特徴や顧客側の消費行動の変化、企業側のビジネスモデルの変化などのデジタル・マー
ケティングの全体像を学び、実践するためのツールやインフラを理解することを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 本講義では、デジタルテクノロジーを活用したマーケティングについて学んでいく。デジタル・マーケティングを取り巻く市場の変化や関連する理論や概念の変化は非常に速い。 
そこで、最新の身近な企業のケース通して、概念や理論を具体的に説明していく。 

事前に各回の講義内容を示すので、予習および復習を行って講義に臨むこと。また、講義中に小レポートを課すので、時間内に計画的に進めて提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本講義を履修するにあたり、マーケティング論での理論や概念などの基礎知識が必要となる。従って、「経営統計学」と「eビジネス」のペアで履修が望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

デジタル・マーケティングの理論や概念を理解できる。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

デジタル・マーケティングの位置付けが理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

実践するためのツールやインフラを理解する。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えや質問に対する回答を口頭や文章で解りやすく説明することができる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聴いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性 自分の考えや自分のやり方に固執せず、相手の意見やアドバイスを受け入れることができる。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 20 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 35 10 20     65 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 15 5 5     25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価  5 5     10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

 経営分野での応用やゼミナールでの研究活動に活かせるようになる。 
デジタル・マーケティングの基礎知識を身につけ、身近な現象と結びつけて深く理解 

できる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンスと講義の概要説明とイントロダクション 講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 
デジタル社会のマーケティング 

情報の到達範囲の大きさと伝わる情報の充実度 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 3回 
デジタル社会の消費者行動 

カスタマー・ジャーニー、デジタル・リテラシー 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 4回 
デジタル社会のビジネスモデル 

プラットフォーム、ネットワーク高価 講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 5回 
デジタル・マーケティングの基本概念 

マーケティング・ミックス 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 6回 
デジタル・マーケティング戦略 

製品戦略の基本、製品戦略の拡張 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 
デジタル・マーケティング戦略 

価格戦略の基本、価格戦略の拡張 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 8回 
デジタル・マーケティング戦略 

チャネル戦略の基本、チャネル戦略の拡張 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 9回 
デジタル・マーケティング戦略 

プロモーション戦略の基本、プロモーション戦略の拡張 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 10回 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

デジタル社会のリサーチ 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 11回 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

デジタル社会のリサーチ 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

デジタル社会のロジスティクス 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

デジタル社会の情報システムⅠ 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 
デジタル・マーケティングのマネジメント 

デジタル社会の情報システムⅡ 
講 義（面接授業） 

デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11S050S 
専門教育科目 
簿記・会計領域 

簿記Ⅰ 
２単位 必 修 講 義 １年次 春学期 

Book Keeping Ⅰ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

（商業簿記入門）  
企業は、経営活動の経理面を数値によって帳簿（帳面）に記録しなければなりません。 

企業経営にとっては、帳簿記入はあたりまえの、必須の条件です。その記録の仕方・方法が“簿記原理”として確立されています。これから企業経営全般にわたって高度な科目を
勉強していく上で、簿記の知識・技術を他の専門科目より先に修得する方がより betterです。 
 はじめて簿記の勉強をする人を対象とした必修科目ですから、日商簿記検定４級を目標とし、つづいて簿記Ⅱを修得し、３級に合格すれば、小規模企業の経理担当者として、活
躍できる資格ができます。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

資産、負債、純資産、貸借対照表 

学
修
教
育
目
標 

帳簿記入の記録の仕方・方法が“簿記原理”として確立されています。これから企業経営全般にわたっ
て高度な科目を勉強していく上で、簿記の知識・技術を他の専門科目より先に修得する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

複式簿記の構造を理解し、企業において日常発生する取引について、適正な会計処理を習得する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業における会計情報の流れ、会計に関わる職業並び会計担当者の役割や責任について学ぶ。また数字の大切さを理解する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：日商簿記ゼミ 3級教本 改訂版 書 名：日商簿記ゼミ 3級問題集 改訂版 

著者名：蛭川幹夫 著者名：蛭川幹夫 

出版社：実教出版 出版社：実教出版 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

授業への取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

新聞や雑誌にも目を通す。 △ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

簿記がどのような体系になっているかをつかむ。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

コンピュータを利用した会計処理の利点について理解。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢、意欲 ○ 

② 働きかけ力 他者に積極的に質問や相談、提案をすることができる。 ○ 

③ 実行力 予習、復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を常にもち、課題について整理し、取り組むことができる。 △ 

② 計画力 演習問題を繰り返し行い、自信を身につける。 ◎ 

③ 創造力 問題解決にあたり、さまざまな思考をすることができる。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 必要な時に自分の考えを表現できる。 △ 

② 傾聴力 他の人の考えを理解しようと心がけることができる。 △ 

③ 柔軟性 困ったときなどは、それを機会に学ぶ姿勢がもてる。 △ 

④ 情況把握力 他者の意見を聞きながら自己の考えを考察する。 ◎ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 さまざまなストレスに対して対応できる力を養うことができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 帳簿の不正は許さない。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50   20   30 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   5   10 50 

技能に関する評価 5      10 15 

応用力に関する評価 5   2   5 15 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10   3   5 20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

日商簿記検定３級の取得。 簿記の基礎、基本を身につける。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

簿記の世界 
① 簿記ってなに？ 
② 簿記を勉強すると 

③ 簿記の流れ 

④ 取引→仕訳→記帳→決算 

⑤ 単式簿記と複式簿記 

⑥ ５つの基本用語 

・面接授業 

・講義 

・テキスト 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 2回 

簿記の基礎 

① 簿記の目的と種類 

② 簿記の要素 
③ 負債・資本グル－プの勘定科目と貸借対照表 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 3回 
簿記の基礎 

① 収益・費用グル－プの勘定科目と損益計算書 
・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 4回 

簿記のしくみ 
① 取引 
② 勘定 
③ 取引要素の結合関係 
④ 仕訳と転記 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 5回 
簿記のしくみ 
① 帳簿の種類 
② 仕訳帳と総勘定元帳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 6回 

簿記のしくみ 
① 試算表 

② 損益計算書と貸借対照表 

③ 決算の流れ 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 7回 

現金取引 
① 現金勘定 
② 現金の種類 
③ 仕訳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 8回 
現金取引 
① 現金出納帳 
② 現金過不足 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 9回 

銀行預金取引 
① 当座預金勘定 

② 当座借越 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 10回 

銀行預金取引 

① 当座現金出納帳 

② その他の取引 

小口現金取引 

③ 小口現金勘定と小口現金出納帳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 11回 
商品売買取引 
① 商品売買の流れ 
② 仕入・売上・返品 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 12回 
商品売買取引 
① ３分法と分記法 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 
 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 13回 
商品売買取引 
① 仕入帳・売上帳・商品有高帳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 14回 
まとめ 
総合問題 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA11F050A 
専門教育科目 
簿記・会計領域 

簿記Ⅱ 
２単位 必 修 講 義 １年次 秋学期 

Book Keeping Ⅱ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

（商業簿記入門） 
簿記Ⅰで簿記の基本的な取引を終わりましたから、これからは、多くの勘定科目についてのより詳細な内容の説明になっており、簿記Ⅰに含まれていなかった経過勘定を含んだ

１ランク上の３級程度の決算手続きを達成目標とします。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

収益、費用と損益計算書、決算手続、財務諸表 

学
修
教
育
目
標 

勘定科目についてのより詳細な内容の説明になっており、簿記Ⅰに含まれていなかった経過勘定を含ん
だ１ランク上の３級程度の決算手続きを達成目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

簿記Ⅰで学修した内容のうえで、決算の意味や目的及び基本的な決算整理を含む決算手続きを行い、財務諸表の作成を取り扱う。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業における会計情報の流れ、会計にかかわる職業、並びに会計担当者の役割や責任について学ぶ。また数字の大切さを理解する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：日商簿記ゼミ 3級教本 改訂版 書 名：日商簿記ゼミ 3級問題集 改訂版 

著者名：蛭川幹夫  著者名：蛭川幹夫 

出版社：実教出版 出版社：実教出版 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

授業への取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

新聞や専門雑誌にも目を通す。 △ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

簿記がどのようなたいけいになっているかをつかむ。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

コンピューターを利用した会計処理の利点について理解。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢、意欲 ○ 

② 働きかけ力 他者に積極的に質問や相談、提案をすることができる。 ○ 

③ 実行力 予習、復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を常にもち、課題について整理し、取り組むことができる。 △ 

② 計画力 演習問題を繰り返し行い、自信を身につける。 ◎ 

③ 創造力 問題解決にあたり、さまざまな思考をすることができる。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 必要な時に自分の考えを表現できる。 △ 

② 傾聴力 他の人の考えを理解しようと心がけることができる。 △ 

③ 柔軟性 困ったときなどは、それを機会に学ぶ姿勢がもてる。 △ 

④ 情況把握力 他者の意見を聞きながら自己の考えを考察する。 ◎ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 さまざまなストレスに対して対応できる力を養うことができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 帳簿の不正は許さない。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50   20   30 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   10   10 50 

技能に関する評価 5      10 15 

応用力に関する評価 5   5   5 15 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10   5   5 20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

日商簿記検定３級の取得。 簿記の基礎、基本を身につける。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
取引  掛取引 
① 取引と仕訳 
② 売掛金元帳と買掛金元帳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 2回 
手形取引 
① 受取手形と支払手形 
② 仕訳例 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 3回 
手形取引 
① 裏書きと割引き 
② 受取手形記入帳と支払手形記入帳 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 4回 
その他の債権・債務の取引 
① 未収金・未払金、貸付金・借入金 
② 手形貸付金・手形借入金 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の取引範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 5回 

その他の債権・債務の取引 
① 前払金か前受金 
② 仮払金と仮受金 
③ 立替金や預り金 
④ 商品券と他店商品券 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 6回 

有価証券の取引 
① 有価証券の売買 
② 有価証券の種類 
③ 評価替 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 7回 

固定資産の取引 
① 固定資産は１年以上使う資産 
② 減価償却の記帳方法 
③ 固定資産の売却 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 8回 

税金の処理 
① 税金の種類 
② 税金の家計処理 
株式会社の会計 
① 株式会社の設立 
② 剰余金の配当と処分 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 9回 

試算表の作成 
① 試算表の種類 
② 合計試算表のつくり方 
③ 合計残高試算表のつくり方 
④ 残高試算表のつくり方 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 10回 
決算(1) 決算整理 
① 決算整理 
② ８桁精算表 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 11回 
決算(2) 精算表 
① 決算整理仕訳と精算表記入の手順 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 12回 
決算(3) 主要簿の締め切り 
① 決算振替仕訳 
② 元帳の締切 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 13回 
決算(4) 損益計算書と貸借対照表の作成 
① 損益計算書・貸借対照表 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習：次回の範囲 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

第 14回 
伝票 
① ３伝票制 
まとめ 

・面接授業 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・質問に対する口頭発表 

予習： 

復習：問題集 

予習：30 

復習：60 

 ／  （授業内課題）（口頭発表）総合的に評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA32S051S 
専門教育科目 
簿記・会計領域 

簿記演習Ⅰ 
１単位 選 択 演 習 ２年次 春学期 

Book Keeping Practice Ⅰ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

学修目的：複式簿記に関する知識と技術を正しく習得し、会計に関する基礎知識と実務能力を身に付けてもらい、正確に且つ迅速に処理する能力や思考力を身に付ける。 
学修内容：簿記の一連の仕組みである帳簿の記録、計算・整理、報告書の作成に関する知識を身に付けてもらう。 
学修方法：簿記における勘定科目や仕訳のルールといった基礎的な知識と技術を学び、演習を重ねることで必要な知識と実務能力を身に付けてもらうが演習Ⅰでは主に今までの

知識とその復讐を行い再度初めから各項目の説明を行う。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

仕訳、決算、決算整理 

学
修
教
育
目
標 

日商簿記検定３級に必要な知識を高め、検定試験に合格出来るよう学修する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

仕訳や試算表の作成などには反復練習が必須となる。 
そのため、講義のための予習と講義後の復習、とりわけ復習に重点を置いてもらいたい。 
また、不明な点は、講義前または講義後に必ず質問をするようにしてもらいたい。 
講義には、電卓を持参すること（携帯電話およびスマートフォンの電卓機能の使用は禁止する。） 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業における会計情報の流れ、会計に関わる職業並びに会計担当者の役割や責任について学ぶ。 
併せて簿記原理Ⅰ、Ⅱおよび 3回生以上は財務諸表論を履修することが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：日商簿記ゼミ 3級教本 改訂版 書 名：日商簿記ゼミ 3級問題演習 改訂版 

著者名： 蛭川 幹夫・増子 敦仁 著者名： 蛭川 幹夫・増子 敦仁 

出版社：実教出版 出版社：実教出版 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

授業への取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

新聞や雑誌にも目を通し、企業の財務情報を読み解く力。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

有価証券報告等、企業情報を理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

コンピュータを利用した会計処理の利点について理解。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 働きかけ力 他者に積極的に質問や相談、提案をすることができる。 ○ 

③ 実行力 予習、復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を常にもち、課題について整理し、取り組むことができる。 △ 

② 計画力 演習問題を繰り返し行い、自信を身につける。 ◎ 

③ 創造力 問題解決にあたり、さまざまな思考をすることができる。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 必要な時に自分の考えを表現できる。 △ 

② 傾聴力 他の人の考えを理解しようと心がけることができる。 △ 

③ 柔軟性 困ったときなどは、それを機会に学ぶ姿勢がもてる。 ○ 

④ 情況把握力 他者の意見を聞きながら自己の考えを考察する。 ◎ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 さまざまなストレスに対して対応できる力を養うことができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 帳簿の不正は許さない。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 40     10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 20     5 55 

技能に関する評価 10 20      30 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価       5 5 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

日商簿記検定３級を取得する。 
企業の会計情報を分析することで、その企業の経営状況の良しあしを判断する。 

簿記会計の基礎を理解し日商簿記検定３級の取得を目指す。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

‐授業内容、進め方、評価の仕方、簿記検定について説明‐ 受講の際の留意事項について説明 

（面接方式による講義） 
予習：次回の取引 予習：30 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 2回 

簿記の基礎（1） 

①簿記の目的と種類 

②簿記の要素 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 3回 
簿記の基礎（2） 

①簿記の仕組み 

②試算表 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 4回 

現金・預金と手形の記帳 
①現金、当座預金、小口現金の記帳 

②手形の種類、約束手形、為替手形の記帳方法 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 5回 
商品売買の記帳方法 

‐3分法による記帳方法‐ 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 6回 
その他の勘定の記帳 
‐有価証券の記帳、固定資産の記帳‐ 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 7回 
その他の債券と債務の記帳 
‐貸付金と借入金、前払金と前受金勘定の記帳、資本の記帳方法‐ 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 8回 
株式会社の会計 
①株式会社の設立 
②剰余金の配当と処分 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 9回 
決算（1） 

①決算手続き、決算整理 
②売上原価の計算・貸倒引当金の設定 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 10回 

決算（2） 
①有形固定資産の減価償却 
②収益・費用の前受け・前払い 
③収益・費用の未収・未払い 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 11回 
決算（3） 
‐精算表の作成- 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 12回 

決算（4） 
① 総勘定元帳の各勘定口座の締め切り 
② 仕訳帳の締め切り 
③ 損益計算書と貸借対照表の作成 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 13回 
伝票 
①3伝票制 
②伝票からの転記 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 14回 
総復習・まとめ 
‐第 1回～第 14回の総合問題‐ 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

復習：演習問題の反復練習 復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA32F051A 
専門教育科目 
簿記・会計領域 

簿記演習Ⅱ 
１単位 選 択 演 習 ２年次 春学期 

Book Keeping Practice Ⅱ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

学修目的：複式簿記に関する知識と技術を正しく習得し、会計に関する基礎知識と実務能力を身に付けてもらい、正確に且つ迅速に処理する能力や思考力を身に付ける。 
学修内容：簿記の一連の仕組みである帳簿の記録、計算・整理、報告書の作成に関する知識を身に付けてもらう。 
学修方法：簿記における勘定科目や仕訳のルールといった基礎的な知識と技術を学び、演習を重ねることで必要な知識と実務能力を身に付けてもらう。基本的に演習Ⅰで説明し

たことを受け演習Ⅱでは計算に時間を割き、確実な処理および知識を習得してもらう。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

仕訳、決算、決算整理、合計残高試算表、精算表 

学
修
教
育
目
標 

日商簿記検定３級に必要な知識を演習Ⅰで習得し、実務能力を高めるため計算を積極的に行い、検定
試験に合格出来るよう学修する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

仕訳や試算表の作成などには反復練習が必須となる。また計算には慣れてもらうことが必要である。 
そのため、講義のための予習と講義後の復習、とりわけ復習に重点を置いてもらいたい。 
また、不明な点は、講義前または講義後に必ず質問をするようにしてもらいたい。 
講義には、電卓を持参すること（携帯電話およびスマートフォンの電卓機能の使用は禁止する。） 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

企業における会計情報の流れ、会計に関わる職業並びに会計担当者の役割や責任について学ぶ。 
併せて簿記原理Ⅰ、Ⅱおよび 3回生以上は財務諸表論を履修することが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：日商簿記ゼミ 3級問題演習 改訂版 書 名：日商簿記ゼミ 3級教本 改訂版 

著者名： 蛭川 幹夫・増子 敦仁 著者名： 蛭川 幹夫・増子 敦仁 

出版社：実教出版 出版社：実教出版 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につけ
る。 

授業への取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身に
つける。 

新聞や雑誌にも目を通し、企業の財務情報を読み解く力。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身につ
ける。 

有価証券報告等、企業情報を理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身につ
ける。 

コンピュータを利用した会計処理の利点について理解。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知識
を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 働きかけ力 他者に積極的に質問や相談、提案をすることができる。 ○ 

③ 実行力 予習、復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 問題意識を常にもち、課題について整理し、取り組むことができる。 △ 

② 計画力 演習問題を繰り返し行い、自信を身につける。 ◎ 

③ 創造力 問題解決にあたり、さまざまな思考をすることができる。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 必要な時に自分の考えを表現できる。 △ 

② 傾聴力 他の人の考えを理解しようと心がけることができる。 △ 

③ 柔軟性 困ったときなどは、それを機会に学ぶ姿勢がもてる。 ○ 

④ 情況把握力 他者の意見を聞きながら自己の考えを考察する。 ◎ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 さまざまなストレスに対して対応できる力を養うことができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 帳簿の不正は許さない。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 40     10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 10 10      20 

技能に関する評価 30 30     5 65 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価       5 5 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

日商簿記検定３級を取得する。 
企業の会計情報を分析することで、その企業の経営状況の良しあしを判断する。 

簿記会計の基礎を理解し日商簿記検定３級の取得を目指す。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

‐授業内容、進め方、評価の仕方、簿記検定について説明‐ 受講の際の留意事項について説明 

（面接方式による講義） 
予習：次回の取引 予習：30 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 2回 

簿記の基礎（1） 

①簿記の目的と種類 

②簿記の要素 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 3回 

簿記の基礎（2） 

①簿記の仕組み 

②試算表 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 4回 

現金・預金と手形の記帳 
①現金、当座預金、小口現金の記帳 

②手形の種類、約束手形、為替手形の記帳方法 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 5回 
商品売買の記帳方法 

‐3分法による記帳方法‐ 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 6回 
その他の勘定の記帳 

‐有価証券の記帳、固定資産の記帳‐ 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 7回 
その他の債券と債務の記帳 

‐貸付金と借入金、前払金と前受金勘定の記帳、資本の記帳方法‐ 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 8回 

株式会社の会計 
①株式会社の設立 

②剰余金の配当と処分 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 9回 

決算（1） 

①決算手続き、決算整理 

②売上原価の計算・貸倒引当金の設定 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 10回 

決算（2） 
①有形固定資産の減価償却 
②収益・費用の前受け・前払い 
③収益・費用の未収・未払い 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 11回 
決算（3） 

‐精算表の作成- 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 12回 

決算（4） 
①総勘定元帳の各勘定口座の締め切り 

②仕訳帳の締め切り 

③損益計算書と貸借対照表の作成 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 13回 

伝票 
①3伝票制 

②伝票からの転記 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：次回の取引 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

第 14回 
総復習・まとめ 

‐第 1回～第 14回の総合問題‐ 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

復習：演習問題の反復練習 復習：60 

 ／  ワークブックなど解答し提出したもので総合的に評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SBA33S052S 
専門教育科目 
簿記・会計領域 

会計学 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Accounting 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

現代社会において会計はビジネス言語と呼ばれ、損益計算書や貸借対照表などの財務諸表を理解できる能力の必要性が高まってきている。また会計はその利用するものにより必
要な情報が若干違ってくる。この講義は財務会計としての講義を中心とする。 
財務諸表は、企業の経営状況や経営成績を映し出す鏡のようなものであるとも例えられる。つまり、財務諸表を理解することは、企業をよりよく理解することに繋がり、今後企

業がどのように活動するのかを教えてくれる。 
本講義では、損益計算書や貸借対照表といった財務諸表が企業の姿を映し出す鏡であるということを理解してもらい、財務諸表を「読む」ための力を身に付けてもらう。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、 
経営分析の基礎 

学
修
教
育
目
標 

財務諸表における基礎的な知識を身に付けてもらう。 
ビジネス会計検定試験（3級）に合格できる必要な知識を身に付けてもらう。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

基本的にはテキストに従って講義を進める。 

講義内で例題・演習問題を繰り返し解いてもらうが、より知識を定着させるために予習・復習を怠らないようにしていただきたい。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「簿記原理Ⅰ」、「簿記原理Ⅱ」、「簿記演習Ⅰ」「簿記演習Ⅱ」を合わせて履修することが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ビジネス会計検定試験 3級 なし 

著者名：大阪商工会議所[編]  

出版社：中央経済社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
授業への取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
新聞や雑誌にも目を通し、企業の財務情報を読み解く力。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
有価証券報告等、企業情報を理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
コンピュータを利用した会計処理の利点について理解。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢、意欲 ◎ 

② 働きかけ力 他者に積極的に質問や相談、提案をすることができる。 ○ 

③ 実行力 予習、復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 問題意識を常にもち、課題について整理し、取り組むことができる。 ◎ 

② 計画力 演習問題を繰り返し行い、自信を身につける。 △ 

③ 創造力 問題解決にあたり、さまざまな思考をすることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 必要な時に自分の考えを表現できる。 △ 

② 傾聴力 他の人の考えを理解しようと心がけることができる。 △ 

③ 柔軟性 困ったときなどは、それを機会に学ぶ姿勢がもてる。 ○ 

④ 情況把握力 他者の意見を聞きながら自己の考えを考察する。 ◎ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 さまざまなストレスに対して対応できる力を養うことができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 帳簿の不正は許さない。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 40     10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 40 20     5 65 

技能に関する評価 10 20      30 

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価       5 5 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ビジネス会計検定試験 3級に取得。 
 財務諸表を理解する上で必要な基礎知識を身に付ける。 
 企業の財政状態・経営成績のよしあしを判断できるようになる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 
‐講義内容、講義の進め方、評価の方法、検定試験の説明‐ 受講に関する留意事項についての説

明 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 予習：30 

 ／   

第 2回 
財務諸表とは 
・財務諸表の利用 
・財務諸表の体系 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 3回 
貸借対照表① 
・貸借対照表の様式と表示 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 4回 
貸借対照表② 
・資産とは 
・資産の分類：流動資産と固定資産 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 5回 
貸借対照表③ 
・負債の概念と分類：流動負債、固定負債 
・純資産の概念と分類：株主資本、評価・換算額等、新株予約権 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 6回 
損益計算書① 
・損益計算書の仕組み 
・損益計算書のルール 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 7回 

損益計算書② 
・売上総利益 

・営業利益 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 8回 

損益計算書③ 

・経常利益 

・税引前当期純利益・当期純利益 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 9回 
キャッシュ・フロー計算書① 
・キャッシュ・フロー計算書とは 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 10回 
キャッシュ・フロー計算書② 
・キャッシュ・フロー計算書と貸借対照表・損益計算書の関係 
・キャッシュ・フロー計算書のしくみ 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 11回 
キャッシュ・フロー計算書③ 
・キャッシュ・フロー計算書の読み方 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 12回 

財務諸表分析① 

・財務諸表分析の関係者と対象情報 

・財務諸表分析の基本体系 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 13回 

財務諸表分析② 

・成長性および伸び率の分析 

・安全性の分析 

・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

予習：テキストの次回の範囲を読む 

復習：演習問題の反復練習 

予習：30 

復習：60 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

第 14回 
総復習・まとめ 

第 1回から第 14回の総合復習 
・講義 

・テキスト、例題解説 

・演習問題 

（面接方式による講義） 

復習：演習問題の反復練習 復習：90 

 ／  （課題提出）（小テスト）総合的に評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS11F053S 
専門教育科目 
経営科学領域 

経営数学 
２単位 必 修 講 義 １年次 秋学期 

Management Mathematics 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

将来、ビジネスや生活の場において必要とされる資質のうち、数理的なものの考え方を培うとともに、企業経営に必要な統計学についての幅広い素養を身に付ける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

尺度、平均、中央値、最頻値、グラフ、標本、偏差、分散、二項
分布、正規分布、推定、相関 

学
修
教
育
目
標 

経営学、経済学、品質管理、ＩＴなどの分野における具体的な統計的手法を学び、実際の問題解決に役立
たせることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

データの特性や取り扱い、確率、分布、推定、相関など統計の基礎的知識の講義を行うとともに、理解を促進するための演習や、統計をテーマとした実習を適宜取り入れる。 
授業で行った演習や課題は、コメント用シートとともに毎回の授業で提出する。教科書とパワーポイントスライドの教材を配布して授業を行う。授業では単に説明を聞くだけでな

く、課題解決のための方略や方法を思考し課題を解くように努める。また、日頃から身近なできごとと統計との関連を意識し、修得した統計の理論や方法を活用して、コンピュータを
使って社会や日常の問題を発見し、分析して解決案を考えるよう努めることが望ましい。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

わかる数学、経営統計学、データサイエンス論、社会調査法、社会調査法演習、情報処理概論、経営科学、ミクロ経済学、マクロ経済学、販売管理論、生産管理論、経営分析論 
授業で関数電卓（スマートホンなどに搭載）を使うので常時携帯しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：統計学 最高の教科書 なし（独自の資料を使用する） 

著者名：今野 紀雄  

出版社：SBクリエイティブ株式会社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

主体性、問題発見力、課題解決力を修得する。柔軟な考え方や創造性も必要とされる。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

年金や保険には統計学が応用されている。これら以外にも新聞の科学欄は、いろいろな事柄が平易に解説されて

いるので日頃から注目し、私たちの暮らしの中に統計が存在することを意識すること。 
○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

金融や生産活動にも統計学が応用されている。上記同様、私たちの暮らしの中に統計が存在することを意識する

こと。 
○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報の分析や各種シミュレーションにも統計学が応用されている。上記同様、私たちの暮らしの中に統計が存在

することを意識すること。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

教育や人口動態にも統計学が応用されている。上記同様、私たちの暮らしの中に統計が存在することを意識する

こと。 
○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 成功体験を積むことで、次の課題へ取り組む力を身に付けることができる。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 何がどう問題なのかを明確にし、どのような手法が適用できるのかを考えることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 多くの場合、問題解決は一通りとは限らない。多様な方法を試みる力を身に付けることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  20    30 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25  10    10 45 

技能に関する評価 10      5 15 

応用力に関する評価 10  5    5 20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 5  5    10 20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

データの特性や取り扱い、確率、分布、推定、相関など統計の基礎的な知識を理解し、
コンピュータを利用して統計的処理を行うことによって、社会や日常の問題を発見し、分
析して解決案を提案することができる。 

データの特性や取り扱い、確率、分布、推定、相関など統計の基礎的な知識を理解し、
コンピュータを利用して基礎的な統計的処理を行うことができる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 
なぜ統計学を学ぶのか。 

－社会と統計学のかかわり－ 講義（面接授業）、演習 
学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  演習課題もしくは小テストを実施。 

第 2回 
データの特徴 

 尺度、度数分布、ヒストグラム、平均、中央値、最頻値 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 3回 
データの集計と表現 

 データの集計、クロス集計、可視化（グラフ）、箱ひげ図 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 4回 
分散と標準偏差 

分散、標準偏差、変動係数 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 5回 

確率の基礎（１） 

標本点、標本空間、事象、和事象、積事象、余事象、事象の確率、 

確率変数 講義（面接授業）、演習 
学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 6回 
確率の基礎（２） 

 確率変数の平均・分散・標準偏差 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 7回 
分布（１） 
 順列、組み合わせ 

講義（面接授業）、演習 
学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 8回 
分布（２） 

二項分布、二項分布の利用 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 9回 
分布（３） 

正規分布、標準正規分布、標準正規分布を用いた確率計算 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 10回 
推定（１） 

標本数、点推定、視聴率の推定 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 11回 
推定（２） 

区間推定とその応用 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 12回 
相関 

相関図、分散図、相関係数 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 13回 
相関の応用 

 相関係数の求め方、相関係数の活用 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／ 
 

演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

第 14回 
統計手法の活用 

 データの収集、統計分析の方法 
講義（面接授業）、演習 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  演習用シートもしくはコメント用シートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS13F054S 
専門教育科目 
経営科学領域 

経営科学 
２単位 必 修 講 義 ３年次 秋学期 

Management Science 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経営科学はマネジメント・サイエンスともいう。組織的活動全般における種々の管理活動を管理者の意思決定プロセスとしてとらえて、そのプロセスを合理化、効率化するため
の科学的方法を研究する学問分野であり、第 2 次世界大戦中、作戦研究のため発達したオペレーションズ・リサーチが、大戦後その応用分野を広げた結果、新たに経営に関する科
学として成立した。経営を勘や経験で主観的に分析・判断するのではなく客観的・論理的に分析・判断することの意味を論じ、経営諸問題の事象を数量的に表現する基本的なモデル
の構築、すなわち定式化の方法とその論理的解法について理解することを目標とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

オペレーションズ・リサーチ、線形計画法、待ち行列、PERT、シ

ミュレーションとモデル、ゲームの理論 

学
修
教
育
目
標 

 オペレーションズ・リサーチは、意思決定を助けるために最善の答えを見出す科学的な手法であり、意
思決定支援のためのモデル設定を自ら構築する方法を学ぶことができる。また最適解を得るためのシミュ
レーションモデルの利用法も蓄積できる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 経営を科学的アプローチ、すなわち数式やグラフを使って解明していく内容となる．そのために数式の持つ意味などを理解しながら表計算ソフトウエアを使用して学修していくこと
になるため、復習は欠かさないようにすること。教室は，パソコン実習室を使用する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報システム領域の「経営シミュレーション」の予備知識となる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：入門経営科学改訂版 ISBN 978-4-407-31695-7 必要な都度にプリント等を配布する。 

著者名：宮川公男，野々山隆幸，佐藤修  

出版社：実教出版株式会社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

意思決定支援のためのモデル設定を自ら構築する方法を学ぶことができる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的
技術や知識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に課題に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力 ゼミを進める上で他者や他組織に対して、必要であれば積極的に働きかけを行う。 △ 

③ 実行力 まず、実行してみるという意志を常に持つ。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 どこに問題があるか、なぜ問題なのかを常に探ることを心がける。 ◎ 

② 計画力 何事も事前にスケジューリングや条件などをまず整理して計画する。 △ 

③ 創造力 常にオリジナルな視点を設定し考察できる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分が持つ情報を他者も共有した方が良いと思う場合は、積極的に発信できる。 △ 

② 傾聴力 周りの人々の知見を多く得るために、他者の意見やコメントを素直に傾聴できる。 △ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 周囲の状況や傾向を常に敏感に捉えることができる。 △ 

⑤ 規律性 グループやクラスにおいて、全体の共通目的を達成する為に規律正しく活動できる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 常に感じるストレスを、うまく逃がすことや、活動の動機となるように良い方に活用できる。 △ 

4.倫理観 ① 倫理性 人々や社会との関わりの中で、道徳やマナーに留意し、規律高い活動が行える。 △ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50    50   100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20    20   40 

技能に関する評価 20    20   40 

応用力に関する評価 10    10   20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

オペレーションズ・リサーチ、線形計画法、待ち行列、PERT、シミュレーションとモデ

ル、ゲームの理論などについて理解ができる。 

各項目の理解度が 80％以上である。 

オペレーションズ・リサーチ、線形計画法、待ち行列、PERT、シミュレーションとモデ

ル、ゲームの理論などについて理解ができる。 

各項目の理解度が 60％～80％以上である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

 授業内容、進め方、評価の仕方および経営科学と ORについて学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：経営科学とは何かをあらかじめ調べておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 2回 経営科学，オペレーションズ・リサーチとは？  
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：ORとは何かをあらかじめ調べておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 3回 統計データのまとめ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：線形計画とは何かをあらかじめ調べておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 4回 統計的推測 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだ線形計画法についてのノートを見て

おく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 5回 時系列分析，回帰と相関分析 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだ線形計画法についてのノートを見て

おく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  小テスト 

第 6回 在庫管理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだ線形計画法についてのノートを見て

おく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 7回 発注 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだ待ち行列と在庫管理の関係について

のノートを見ておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 8回 ABC分析 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：PERTとは何かを調べておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 9回 グラフによる解析 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだ PERTについてのノートを見てお

く。復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 10回 シンプレックス法 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：シミュレーションとは何かについて調べてお

く。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 11回 PERTによる日程管理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだシミュレーションについてのノート

を見ておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 12回 待ち行列によるシミュレーション（１） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだゲームの理論についてのノートを見

ておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

90 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 13回 待ち行列によるシミュレーション（２） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：前回学んだゲームの理論についての演習内容の

ノートを見ておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 14回 不確定性下の意思決定 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：意思決定とは何かについて調べておく。 

復習：今回の講義内容を整理して記録しておく。 
60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS32S055S 
専門教育科目 
経営科学領域 

経営統計学 
２単位 選 択 講 義 ２年次 春学期 

Business Statistics 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

近年、経営学など社会科学全般にわたり、現実のデータを利用しながら仮説（命題）の検証を行う実証的分析が多くなってきており、この実証分析に必要なツールが統計的方法で
ある。 
本講義では、「統計的な考え方」を身につけ、実際の様々な統計処理が行える方法論を理解し、これによって、顧客のニーズをつかむのに必要な「定量的な根拠に基づいた経営

判断」ができる思考力をもつことを目標とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

基礎統計 
標本調査と母集団 
基本統計量と分布 
統計的仮説検定・推定 
相関と回帰分析 

学
修
教
育
目
標 

グラフ処理も一つの統計学であるが、身辺のデータを客観的に分析および解析することにより推測統計
学が持つ意味を理解することができる。主観的な判断よりも意思決定をより定量的に、また、効率的に行
える「統計的判断の考え方」を習得できる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

以下のような手順で授業を進める。 

①テキストの内容を基礎に、各項目の基本的な考え方を講義する。 

②テキストやプリント等の例題に関して考え方を解説する。 

事前に各回の講義内容を示すので、予習および復習を行って講義に臨むこと。 
また、講義中にレポートを課すので、時間内に計画的に進めて提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

数学や統計学の基礎知識が必要となります。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：初等統計学(原著第 4版) 

 著者名：P.G.ﾎｰｴﾙ・浅井 晃・村上 正康 

 出版社：培風館 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

経営に関する統計的判断の考え方が理解できる。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 15 35     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 40 10 15     65 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 5 10     25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   10     10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

経営分野での応用やゼミナールでの研究活動に活かせるようになる。 経営判断を行う際の統計的思考や統計処理が理解できる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス、経営統計学とは 
 本講義の進め方や受講上の注意事項、経営統計学の意味 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 2回 
標本調査と母集団 
 調査の目的、サンプリングの種類、データの収集 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 3回 
基本統計量と分布 
 統計的変量、中心的傾向と散らばり的傾向、統計量の分布 講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 4回 

統計的仮説検定・推定（1） 
 仮説の考え方、帰無仮説、対立仮説、検定統計量、棄却域、両側検定、
片側検定、第 1種と第２種の誤り、検出力、Studentのｔ分布、ｔ分布の
自由度と分布表、母分散未知の検定法、カイ２乗分布、適合度の検定、
分割表による検定、Ｆ分布、Ｆ分布の自由度と分布表、分散に関する検
定 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 5回 

統計的仮説検定・推定（2） 
 仮説の考え方、帰無仮説、対立仮説、検定統計量、棄却域、両側検定、
片側検定、第 1種と第２種の誤り、検出力、Studentのｔ分布、ｔ分布の
自由度と分布表、母分散未知の検定法、カイ２乗分布、適合度の検定、
分割表による検定、Ｆ分布、Ｆ分布の自由度と分布表、分散に関する検
定 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 6回 

統計的仮説検定・推定（3） 
 仮説の考え方、帰無仮説、対立仮説、検定統計量、棄却域、両側検定、
片側検定、第 1種と第２種の誤り、検出力、Studentのｔ分布、ｔ分布の
自由度と分布表、母分散未知の検定法、カイ２乗分布、適合度の検定、
分割表による検定、Ｆ分布、Ｆ分布の自由度と分布表、分散に関する検
定 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 
分散分析法（1） 
‐一元配置法、因子とは、水準とは、平方和の分解、分散分析表、二元
配置法とその解析（1）‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 8回 
分散分析法（2） 
‐一元配置法、因子とは、水準とは、平方和の分解、分散分析表、二元
配置法とその解析（2）‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 9回 
相関と回帰分析（1） 
‐散布図、相関係数、２次元正規分布、無相関の検定、回帰分析、最小
二乗法、回帰直線、回帰式の信頼区間、予測（1）‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 10回 
相関と回帰分析（2） 
‐散布図、相関係数、２次元正規分布、無相関の検定、回帰分析、最小
二乗法、回帰直線、回帰式の信頼区間、予測（2）‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 11回 
ノンパラメトリック検定 
‐質的データの検定、官能検査‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 
多変量統計解析法（1） 
‐多量データ処理法、数量化、データマイニング、クロス分析の手法、
重回帰分析、主成分分析、数量化理論‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 
多変量統計解析法（2） 
‐多量データ処理法、数量化、データマイニング、クロス分析の手法、
重回帰分析、主成分分析、数量化理論‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 
まとめ（講義時間内試験） 
‐経営分野への実務的応用例の紹介‐ 

講 義（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS32F056S 
専門教育科目 
経営科学領域 

データサイエンス論 
２単位 選 択 講 義 ２年次 秋学期 

Exercise in Statistical Analysis 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

膨大なデータを解析して、そこから経営に必要な知識や情報、さらには解決すべき問題を見つけるための統計解析手法、すなわち多変量解析の考え方について演習を通じて理解
することを目標とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

基礎統計 
変量データ 
検定 
推定 

学
修
教
育
目
標 

多変量データの項目間の関連性や、現象を要約して簡潔な表現を与えたり、現象の背後に潜む構造を浮
き彫りにしたり、ある項目を他の項目から予測（説明）したりする考え方を理解することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

多変量解析法の各手法について適用の場を明確に理解する。分析についてはパソコン上の Excelを使用して演習を進める。 
したがって、分析結果の把握法に重点をおく。 
事前に各回の講義内容を示すので、予習および復習を行って講義に臨むこと。 
また、講義中にレポートを課すので、時間内に計画的に進めて提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

数学や統計学、Excelの基礎知識が必要となる。 
「経営統計学」と「統計解析演習」のペアで履修が望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：初等統計学(原著第 4版) 

 著者名：P.G.ﾎｰｴﾙ・浅井 晃・村上 正康 

 出版社：培風館 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

多変量解析法の各手法について理解できる。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を身に
つける。 

統計ソフトを使用した多変量解析が理解できる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的な技術や
知識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 講義の予習・復習、レポート課題などに主体的に取組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にしてレポート課題に取り組むことができる。 ○ 

② 計画力 時間内にレポート課題を計画的に進めることができる。 ◎ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 20 35     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 15 25     70 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 15 5 5     25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   5     5 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

経営分野での応用やゼミナールでの研究活動に活かせるようになる。 Excelを使用したデータ分析の基礎と応用が身に付く。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス、行列の基礎 
‐演習の進め方や注意事項を示す。ベクトル表現、行列表現、ベクトル
の演算、行列の演算、逆行列‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 2回 
統計的処理の基礎 
‐ヒストグラム・散布図の作成法、分布の中心的傾向、分布の散らばり
的傾向、正規分布の確率‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 3回 
多変量データとは 
‐多変量データの行列表示、データの種類、多変量データの基本統計量
‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 4回 
重回帰分析 
‐重回帰モデルと偏回帰係数の推定、重回帰式の妥当性、推定した回帰
式による予測‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 5回 
主成分分析 
‐主成分分析とは、主成分の導出、固有値、固有ベクトル寄与率、因子
負荷量、主成分得点‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 6回 
判別分析 

‐判別分析とは、線型判別関数、誤判別の確率‐ 
演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 7回 
正準相関分析 
‐正準相関分析とは、正準変量および正準相関係数の求め方‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 8回 
因子分析・クラスター分析 
‐因子分析モデルと因子行列、共通性の推定、因子得点の推定、クラス
ター構成法、類似性を測る統計量、デンドログラム‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 9回 
数量化理論Ⅰ類 
‐数量化理論Ⅰ類とは、ダミー法、カテゴリ数量の基準化、推定した回
帰式による予測‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 10回 
数量化理論Ⅱ類 
‐数量化理論Ⅱ類とは、線型判別関数による判別、分散共分散、行列の
推定、誤判別の確率‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／   

第 11回 
数量化理論Ⅲ類 
‐数量化理論Ⅲ類とは、数量化変数の推定、一般的なデータ表に基づく
数量化変数の推定‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 12回 
数量化理論Ⅳ類 
‐数量化理論Ⅳ類とは、数量化変数の推定、対象物の数量化‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 13回 
クロス表を応用した数量化理論 
‐クロス集計表、偏差積和行列、カテゴリ数量の推定‐ 

演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

第 14回 
まとめ（講義時間内試験） 
‐多変量統計解析法の実際例を紹介する‐ 演習（面接授業） 

 デジュメ配布 

パワーポイント 

・次回の学修内容の予習 

 

・学修した配布物等の復習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小レポート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学 び の 道 標 （ み ち し る べ ）（ 学 修 支 援 計 画 書 ） 

 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS33S057S 
専門教育科目 

経営科学領域 

人工知能システム 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Artificial Intelligence System 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 人工知能（AI）とは、学習・推論・認識・判断などの人間の知能を持たせたコンピューターシステムのことである。人工知能を備えたコンピューターはデータとして蓄積された

パターンを基に、相手や状況に応じた適切で柔軟な対応ができる。 

 つまり、人間の頭脳活動、つまり知的処理である文章や音声および画像を読んで理解したり、分析したり、発信することで、人間の頭脳活動とよく似たことをする。 

 本講義では、人工知能をさまざまな分野で活用できるようにその基礎を学ぶことを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

AI、知的処理、機械学習、ディープラーニング 

学
修
教
育
目
標 

 人工知能（AI)について基礎的な理解を持ち、さまざまな業務や知的処理への適用について、一定のレベルの

見識を持つことを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 本講義では、人工知能の基礎的な事柄を学修するが、その応用例などについて、講義の中で学ぶだけでなく、学習者自らがインターネットの検索などを通して探求することも勧め

る。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報処理全般についてまなぶことができる「情報処理概論」や情報システムに関連する科目などを通して、コンピュータ-システム全般についての予備知識を獲得していることが重要

である。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ディープラーニング G検定(ジェネラリスト) 公式テキスト 必要であれば、プリント教材を配布する。また、適当なビデオ教材（You tube など）を紹介す 

著者名：浅川伸一他著 る。 

出版社：翔泳社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身

につける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識

を身につける。 
  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を

身につける。 
  

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を

身につける。 
人工知能の基礎的知識を持ち、それを社会にどう適用していくかを探求できる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術

や知識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性   

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 人工知能を業務などに適用する際に、常に倫理面で問題がないかを考察する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 50      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 30      60 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 20 20      40 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

 人工知能（AI)について基礎的な理解を持ち、さまざまな業務や知的処理への適用につい

て、概ね 80％以上の理解度や見識を持っていることを目安とする。 

人工知能（AI)について基礎的な理解を持ち、さまざまな業務や知的処理への適用につい

て、概ね 60％〜80% 以上の理解度や見識を持っていることを目安とする。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 イントロダクション（授業概要、進め方について） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能とは何かについて大まかに調べておく

こと。 

復習：授業概要や授業の進め方について復習しておく

こと。 

60 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 2回 1-1  人工知能（AI）とは、1-2  人工知能の歴史 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能の歴史を読んでおくこと。 

復習：人工知能とはについてまとめておくこと。 
60 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 3回 2-1  探索・推論、2-2 知識表現 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能の探索・推論について予習しておくこ

と。 

復習：探索・推論および知識表現を復習しておくこ

と。 

60 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 4回 2-3 機械学習・深層学習 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：機械学習とは何かを調べておくこと。 

復習：深層学習について復習しておくこと。 
 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 5回 3-1 人工知能分野の問題 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能分野の問題について調べておくこと。 

復習：人工知能分野の問題についてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 6回 4.  機械学習の代表的な手法とその評価 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：機械学習の手法について調べておくこと。 

復習：機械学習やその評価についてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 7回 5.  ディープラーニングの概要 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：ディープラーニングについて調べておくこと。 

復習：ディープラーニングについてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 8回 6. ディープラーニングの手法 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能分野の問題について調べておくこと。 

復習：人工知能分野の問題についてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 9回 7. ディープラーニングの研究分野 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：ディープラーニング（深層学習）について調べ

ておくこと。 

復習：ディープラーニングについてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 10回 8-1 ものづくり領域における応用事例 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能のものづくり領域での応用事例につい

て調べておくこと。 

復習：ものづくり領域についてまとめておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 11回 8-2 医療領域における応用事例 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能の医療領域における応用事例問につい

て調べておくこと。 

復習：：人工知能の医療領域についてまとめておくこ

と。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 12回 8-3 インフラ・防犯・監視領域における応用事例 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能を使ったインフラについて調べておく

こと。 

復習：：人工知能を使ったインフラなどの事例につい

てまとめておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 13回 8-4 サービス・小売・飲食店領域における応用事例 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：人工知能のサービスや小売の領域における応用

事例問について調べておくこと。 

復習：：人工知能のサービスや小売の領域についてま

とめておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

第 14回 9. ディープラーニングの応用に向けて 法律・倫理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：ディープラーニングの応用にむけての法律や倫

理の面について調べておくこと。 

復習：：ディープラーニングの応用における法律や倫

理についてまとめておくこと。 

 

 ／  講義内容を理解したかをアンケートにて把握する。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS33S058S 
専門教育科目 
経営科学領域 

ＩＴ戦略論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Strategic Management of Information Technology 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

ＩＴ（Information Technology 情報通信技術）はすでに第二世代に入りつつある。ＩＴを経営資源の一つとしてとらえるのではなく、経営戦略そのものとして位置つけるアプ
ローチを行うことで、新世代ＩＴの発想の基礎を修得することを目的とする。 
コトラーは、マーケティングの進化を 4つの段階に分けている。社会のデジタル化が進むにつれてマーケティングの 4段階になるときに有効な戦略について学修する。事例研究

では、世界の最前線の GAAFA、BATHの企業を取り上げる。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

事業戦略、ＩＴ活用 

学
修
教
育
目
標 

企業におけるＩＴ戦略とは何かとＩＴ活用の全体像を理解する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

(a) テキストやプリント等を基に、各項目の基本的な考え方を講義する。  

(b) 各項目の理解に必要な課題を提示し、レポートを作成する。  

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「情報処理概論」、「経営戦略論」、「経営管理論」、「経営情報論」 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：経営戦略 4.0図鑑 書 名：実践ＩＴ戦略論論 

著者名：田中 道昭 著者名：淀川 高喜 

出版社：SBクリエイティブ（株） 出版社：日経ＢＰ社 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 

ＩＴを経営資源の一つとしてとらえるのではなく、経営戦略そのものとして位置つけるアプローチを行うことで

必要な知識を習得することができ、高度情報化社会に貢献できる能力を養うことができる。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を進めることができる。 ◎ 

② 働きかけ力 協働して問題に取り組むよう他者に働きかけ学修を進めることができる。 ○ 

③ 実行力 目的を設定し問題が解決するまで取り組むことができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力 課題の解決に向けた具体的･実践的な方法を明らかにすることができる。 ○ 

③ 創造力 従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出すことができる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見をわかりやすく他者に伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 相手の意見や考えを最大限引き出し、丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性 自らの考えに囚われることなく意見の違いや立場の違いを理解することができる。 ○ 

④ 情況把握力 自分と周囲の人々や物事との情況や関係性を理解し、最適な行動をすることができる。 ○ 

⑤ 規律性 社会のルールや人との約束を守り、責任ある行動をとることができる。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 ストレスを成長の機会と前向きに捉え葛藤を克服することができる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手や周囲に対し道徳的に行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 46  30    24 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 26  15    16 57 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10  5    4 19 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10  10    4 24 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ＩＴを経営資源の一つとしてとらえるのではなく、経営戦略そのものとして位置つける
アプローチを行うことで必要な知識を習得し、各項目の理解度が８０％以上である。 

ＩＴを経営資源の一つとしてとらえるのではなく、経営戦略そのものとして位置つける
アプローチを行うことで必要な知識を習得し、各項目の理解度が６０％～８０％未満であ
る。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ガイダンス 講義 

デジュメは パワーポイント（（原則

として面接授業で運営するがオンデ

マンドによる遠隔授業も用意する） 

次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
PART1 いま、世界の「最前線」では、何が起きているのか？（1）  

GAFA、BATH、日本企業、米国企業 
講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
PART1 いま、世界の「最前線」では、何が起きているのか？（2） 
プラットフォーム、エコシステム、IoT、AI、5G 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
PART2 「戦略 4.0」を読み解くために（1） 
「戦略」の全体構造を理解する、経営戦略 3つの構造、収益構造の分析 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
PART2 「戦略 4.0」を読み解くために（2） 
マーケティング戦略、ミッション経営、STP・PEST分析、ビジネスモデ
ル 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  レポートを提出 

第 6回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（1） 
グーグル、アップル、ユーザー･エクスペリェンス 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（2） 
フェイスブック、アマゾン 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（3） 
バイドゥ、アリババ 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（4） 
テンセント、ファーウェイ 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（5） 
ソフトバンクグループ、キャシュレス化 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  レポートを提出 

第 11回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（6） 
ソニー、イメージセンサー、認証技術 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（7） 
ファーストリテイリング、楽天、デジタルトランスフォーメーヨン 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（8） 
トヨタ、戦略 4.0企業の「金融事業」、ネットフリックス 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 
PART3 世界の最前線に立つトップ 15社「戦略 4.0」の全貌（9） 
マイクロソフト、のゆくえ 

講義 

デジュメは パワーポイント（原則と

して面接授業で運営するがオンデマ

ンドによる遠隔授業も用意する） 

・学修したテキストの復習  復習 30 

 ／  レポートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS33F059S 
専門教育科目 
経営科学領域 

経営分析論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Business Analysis Study 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

皆さんがこれからどのような会社に就職したいかとか、消費者としてその会社の製品を買うかなど自分で判断し選択にせまられることがあります。経営分析を勉強することは会
社を見る判断力を養うことになり、また大変有用な手段にもなります。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

決算書、貸借対照表、損益計算書、収益分析 
安全性分析、生産性・成長性分析、キャッシュフロー分析 

学
修
教
育
目
標 

将来社会に出て会社の仕事に携わったとき、問題解決能力をつける。経営分析を勉強して自分で物事を
考えてゆく習慣をつけ、将来中小企業診断士の受験レベルに達する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

会社を経営するときには、その経営状態を良く分析し、他社に対して有利な点と劣っている点をみつけ劣っている点については早急に改善する必要がある。学生には会社の分析の仕
方の初歩を学習する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

簿記Ⅰ・Ⅱ、会計学、経営管理論、中小企業論、ビジネスプラニング論など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：図解でわかる 経営分析 いちばん最初に読む本  

著者名：久保 豊子  

出版社：アニモ出版  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

ビジネスマンの素養として決算書とその分析方法について理解している。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

会社経営に関して分析できる視点を身につける。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 グループディスカションで積極的に発言する。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 課題を明確にして演習に取り組むことができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを説明できる。 ◎ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聞き、理解できる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 52 48      100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30 24      54 

技能に関する評価  24      24 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 12       12 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

経営分析の論理について十分に理解していること。 経営分析の論理について理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション、経営分析の考え方 ※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

第 2回 決算書とは（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 3回 決算書とは（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 4回 会社の総合力を見る（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 5回 会社の総合力を見る（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 6回 会社の「稼ぐ力」を測る（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

   小テスト 

第 7回 会社の「稼ぐ力」を測る（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 8回 取引しても安心な会社かどうか見る（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 9回 取引しても安心な会社かどうか見る（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 10回 効率よく伸びる会社か（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 11回 効率よく伸びる会社か（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 12回 「お金の流れ」もチェックしよう（１） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 13回 「お金の流れ」もチェックしよう（２） ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小テスト 

第 14回 講義の振り返りと定性的な経営分析 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS34S060S 
専門教育科目 
経営科学領域 

経営シミュレーション 
２単位 選 択 講 義 ４年次 春学期 

Management Simulation 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

① 企業(起業)経営の考え方を机上のみではなく、に実体験する。 
② 生産･販売･財務等の総合的な経営上の判断をゲーム感覚で仮想体験する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

企業の仕組み、企業経営、ビジネスゲーム、経営戦略 

学
修
教
育
目
標 

① 生産･販売･財務等の経営上の判断が企業のＢ/Ｓ･Ｐ/Ｌ等各種経営指標にどう関係するかを体験するこ
とができる。 

② 企業経営は企業内の諸計画だけで無くて、外部環境(市場)の状況によって思い通りにはならないとい
うことを体験することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

テキストとプリントを中心に企業経営に関する基本的な考え方を講義しつつ実体験する。随時テーマを決めてコメントシートを提出してもらう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

経営学領域の「企業経営理論」、「ビジネスプランニング論」、経営科学領域の「経営科学」、「生産管理論」、情報システム領域の「IT戦略論」などの理解につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ビジネスゲームで鍛える経営力 なし（必要な都度に資料プリントを配布・使用する） 

著者名：岩田安雄  

出版社：カットシステム  

ISBN-13: 978-4-87783-600-9  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

とくに主体性、問題発見力、課題解決力の比重が大きい。また、柔軟な考え方や創造性も必要とされる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

経済活動を担うあらゆる分野は高度な技術で支えられている。これら以外にも新聞などの科学欄は、様々な事柄

が平易に解説されているので日頃から注目し、私たちの暮らしの中に経営システムが存在することを認識するこ

と。 

○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

生産･販売･財務等の総合的な経営上の判断を体験する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報化社会＝情報システムといっても過言ではない。上記同様、私たちの暮らしの中に経営情報システムが存在

することを認識すること。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

ライフラインをはじめ、さまざまな社会インフラも高度な情報システムで支えられている。上記同様、私たちの

暮らしの中に経営情報システムが存在することを認識すること。 
○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 成功体験を積むことで、次の課題へ取り組む力を身に付けることができる。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 何が、どう問題なのかを明確にし、それをどのようにして解決するのかを考えることができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 多くの場合、問題解決は一通りとは限らない。多様な方法を試みる力を身に付けることができる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 シミュレーションを通して、経営の活動面での倫理的な判断を疑似的に体験させることができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50   50    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50   20    70 

技能に関する評価         

応用力に関する評価    30    30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

生産･販売･財務等の総合的な経営上の判断を理解している。 

各項目の理解度が 80％以上である 

生産･販売･財務等の総合的な経営上の判断を理解している。 

各項目の理解度が 60％～80％未満である 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

第 1章 プロローグ TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートを実施。 

第 2回 第 2章 ビジネスゲームの概要 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 3回 第 3章 企業経営 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 4回 第 4章 販売管理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 5回 第 5章 在庫管理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 6回 第 6章 会計管理(1) 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 7回 第 6章 会計管理(2) 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 8回 第 7章 ビジネスゲームのルール 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 9回 第 8章 ゲームの実行（１）インストール～月中処理（受注・発注） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 10回 第 8章 ゲームの実行（２）月中処理（検収・一覧表示・会計業務） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 11回 第 8章 ゲームの実行（３）月末処理 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 12回 第 8章 ゲームの実行（３）月初処理・業務の流れ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 13回 第 9章 意思決定（需要予測、トレンド分析、時系列分析）（１） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 14回 第 9章 意思決定（excelを使った分析）（２） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 

 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SMS34S061S 
専門教育科目 

経営科学領域 

ロボットシステム 
２単位 選 択 講 義 ４年次 春学期 

Robot System 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 本講義は，ロボットの基礎技術からロボットを構成する技術、産業用ロボットの役割、公共分野や日常生活で新たな活躍が期待されるロボット、そしてロボットと社会の未来に

ついて講義する。さらに、ロボットを具体的か実践的に学ぶため、小型の教材用ロボットを組み立て、プログラムを作成し、稼働させる。これらにより、ロボットをシステムとし

て捉える能力を身に付けることを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ロボット、ロボットの要素技術、産業用ロボット、ロボット

プログラミング、ロボットと社会、ロボットと社会の未来 

学
修
教
育
目
標 

 ロボットの基礎技術から社会への応用まで実践的に学ぶことにより、ロボットシステムを問題解決の最適な

手段として捉えることができることを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

本科目は，講義形式であるが，そのうち５回分の授業時間内でロボットシステムを実践的に学ぶため、センサー、CPU,アクチュエータから成る教材用ロボットを組み立て、プログラ

ミングも行う。そのため、テキストはもちろん、別途に教材用のロボット（3,400円程度）を購入しなければならない。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

より理解度を高めるためには，プログラミング関連の科目を履修していることが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：とことんやさしいロボットの本 なし（必要な都度に資料プリントを配布・使用する） 

著者名：日本ロボット工業会監修  

出版社：日刊工業新聞社  

ISBN-13: 978-4-526-07483-7  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身

につける。 
とくに主体性、問題発見力、課題解決力の比重が大きい。また、柔軟な考え方や創造性も必要とされる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識

を身につける。 

経済活動を担うあらゆる分野は高度な技術で支えられている。これら以外にも新聞などの科学欄は、様々な事柄が平

易に解説されているので日頃から注目し、私たちの暮らしの中に情報システムが存在することを認識すること。 
○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を

身につける。 

製造現場や交通機関どの社会インフラは高度な情報システムで支えられている。私たちの暮らしの中に高度な技術に

裏付けられたシステムが存在することを認識すること。 
◎ 

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を

身につける。 

情報化社会＝情報システムといっても過言ではない。上記同様、私たちの暮らしの中に情報システムが存在すること

を認識すること。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術

や知識を身につける。 

ライフラインをはじめ、さまざまな社会インフラも高度な情報システムで支えられている。上記同様、私たちの暮ら

しの中に情報システムが存在することを認識すること。 
○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 成功体験を積むことで、次の課題へ取り組む力を身に付けることができる。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 何が、どう問題なのかを明確にし、それをどのようにして解決するのかを考えることができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 多くの場合、問題解決は一通りとは限らない。多様な方法を試みる力を身に付けることができる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 システムの設計・運用で生じる社会への影響。これをいかに調和させるかを考察することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50    50   100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50    30   80 

技能に関する評価         

応用力に関する評価     20   20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

 ロボットの基礎技術から社会への応用まで実践的に学ぶことにより、ロボットシステム
を問題解決の最適な手段として捉えることができることを目標とする。 

ロボットシステムについて、それを構成する基礎的な技術について理解し、今後、ロボ
ットをあらゆる問題解決について応用する視点を持つ。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 

ロボットシステムとは，第 1章 ロボットの基礎知識(1) TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートを実施。 

第 2回 第 1章 ロボットの基礎知識(2） 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 3回 第 2章 ロボットを構成する要素技術(1) 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 4回 第 2章 ロボットを構成する要素技術(2) 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 5回 第 2章 ロボットを構成する要素技術(3) 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 6回 第 3章 ものづくりを支える産業用ロボット 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 7回 実習(組み立て） ロボットの模型を組立て、プログラ

ミングして試行。 

面接授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 8回 実習(シミュレーション：基本走行） ロボットの模型を組立て、プログラ

ミングして試行。 

面接授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 9回 実習(実走行） ロボットの模型を組立て、プログラ

ミングして試行。 

面接授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 10回 実習(実走行） ロボットの模型を組立て、プログラ

ミングして試行。 

面接授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは実習の取り組み姿勢を評価。 

第 11回 
第 4章 身近なインフラから過酷な環境まで、広がるロボットの応用範

囲(1) TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 12回 
第 4章 身近なインフラから過酷な環境まで、広がるロボットの応用範

囲(2) TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 13回 第 5章 医療・福祉分野で活躍するロボット 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

第 14回 第 6章 日々の生活をよりよくしてくれるサービスロボット 
講義、演習 

面接授業 

学修した事柄の復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  アンケートもしくは小テストを実施。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSE32S062S 
専門教育科目 
経済学領域 

ミクロ経済学 
２単位 選 択 講 義 ２年次 春学期 

Microeconomics 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

（経済学の基礎理論）  
本講義は、はじめて経済学を学ぼうとする学生を念頭において、「ミクロ経済学」の基本的な概念や理論を平易に解説することを主目的にしている。市場経済の仕組みや機能は

どのようになっているのか、経済を構成する個々の家計や企業はどのような行動をとるのか、市場において財・サービスの価格や数量はいかに決定されるのか、所得は人々の間に
どのように分配されるのか、などの問題を扱う。経済社会のしくみを理解するために必要な科目である。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

日本経済 

学
修
教
育
目
標 

ビジネスマン必須の日本経済新聞が理解できる水準への到達。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

経済理論を最近の経済トピックスを提供し解説することで、学生にとって講義がより身近に感じられるようにする。 
学生に質問・意見・感想などを記入してもらい、代表的な質問に回答することで受講生全体の理解を深めたい。 
よい質問や意見を出した受講生には評価の加点を考慮する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「マクロ経済学」と連動。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：今までで一番やさしいミクロ経済学 必要に応じて紹介する。 

著者名：木暮太一  

出版社：マトマ商事  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

必要最小限の知識はテキストにある。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

必要最小限の技能もテキストにある。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を身に
つける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

② 働きかけ力 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

③ 実行力 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 ○ 

② 計画力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 ○ 

③ 創造力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

② 傾聴力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

③ 柔軟性 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

④ 情況把握力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

⑤ 規律性 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 授業を通じ大人の常識人へ。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  40 10    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50  40     90 

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    10    10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

NHKの「時論公論」（深夜１０分番組）の関連解説理解。 同左で、解説員の説明について行けるレベル。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･講義別授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 ミクロ経済学とは 

・講義・質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  本日の主テーマについて授業後に「小レポート」作成 

第 2回 ミクロ経済学の基本 

・講義・質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  本日の主テーマについて授業後に「小レポート」作成 

第 3回 消費者はどう行動するのか（家計１） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 4回 消費者はどう行動するのか（家計２） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  本日の主テーマについて授業後に「小レポート」作成 

第 5回 企業行動（１） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  本日の主テーマについて授業後に「小レポート」作成 

第 6回 企業行動（２） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  本日の主テーマについて授業後に「小レポート」作成 

第 7回 消費者行動、企業行動の課題に対する確認授業 

・講義・質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 8回 独占と規制 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 9回 寡占市場 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 10回 外部性と市場の失敗 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 11回 不完全情報の世界 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 12回 不完全市場の課題に対する復習 

・講義・質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 13回 国際貿易のしくみ（1） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 14回 国際貿易のしくみ（2） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSE32F063S 
専門教育科目 
経済学領域 

マクロ経済学 
２単位 選 択 講 義 ２年次 秋学期 

Macroeconomics  

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

（経済学の基礎理論） 
 本講義は、はじめて経済学を学ぼうとする学生を念頭において、「マクロ経済学」の基本的な概念や理論を平易に解説することを主たる目的にしている。所得や景気変動など経
済の全体を見る経済理論を学ぶ。経済社会の３つの経済主体（家計、企業それに政府）の経済行動を説明するが、特に政府の経済活動は、財政政策や金融政策と呼ばれるものであ
り、我々が生活する日本の経済活動に大きな影響を与える。経済社会を理解する基本理論を学ぶ講義である。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

日本経済 

学
修
教
育
目
標 

ビジネスマン必須の日本経済新聞が理解できる水準への到達。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

経済理論を最近の経済トピックスを提供し解説することで、学生にとって講義がより身近に感じられるようにする。 
学生に質問・意見・感想などを記入してもらい、代表的な質問に回答することで受講生全体の理解を深めたい。 
よい質問や意見を出した受講生には評価の加点を考慮する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「ミクロ経済学」と連動。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：マクロ経済学入門（第 5版） 必要に応じて紹介する。 

著者名：福田 慎一 、照山 博司 (著)  

出版社：有斐閣  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

必要最小限の知識はテキストにある。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

必要最小限の技能もテキストにある。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

④ 
情報化社会を理解し ITに関する総合的な知識を身に
つける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

② 働きかけ力 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

③ 実行力 今話題の企業経済記事を日経新聞等で読み解く。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 ○ 

② 計画力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 ○ 

③ 創造力 理解“難”な箇所を情報収集・調査し追求する。 △ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

② 傾聴力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

③ 柔軟性 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

④ 情況把握力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ◎ 

⑤ 規律性 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 授業中に指定するチームで課題を協議・検討しレポート・報告する。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 授業を通じ大人の常識人へ。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  40 10    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50  20     70 

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   20 10    30 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

NHKの「時論公論」（深夜１０分番組）の関連解説理解。 同左で、解説員の説明について行けるレベル。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･講義別授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 マクロ経済学とは 

・講義、質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 2回 マクロ経済学の基本 

・講義、質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 3回 ＧＤＰはどう決まるか 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 4回 マクロ経済主体の行動 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 5回 二つの経済学：ケインズ経済学と新古典派経済学 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 6回 景気と失業 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 7回 
マクロ経済学の基礎知識復習 
 

・講義、質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 8回 財政政策（1） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 9回 財政政策（2） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 10回 
金融政策（1） 
 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 11回 金融政策（2） 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 12回 財政政策及び金融政策の課題に対する復習 

・講義、質疑応答（面接授業） 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 13回 経済成長、インフレとデフレ 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

第 14回 国際経済とマクロ経済政策 

・課題 
・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSE33S064S 
専門教育科目 
経済学領域 

経済政策 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Economic Policy 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経済理論が、経済社会の行動メカニズムがどのように機能するのか、という問題に関わる学問であるのに対して、経済政策は、それが一層よく機能するためにはどのようにすれ
ばよいであるのか、という問題に関わる学問である。本講義では、基本的にはケインズ派理論に立ちながらマネタリスト、公共選択論、ポスト・ケインズ派理論を土台に様々な経
済政策を紹介することを目的にする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

自由主義経済政策・新自由主義経済政策 
新社会主義経済政策 

学
修
教
育
目
標 

各国の経済政策を紹介しながら、日本の財政政策を始め金融政策、産業政策、社会保障政策などの実態
を把握することを目標にする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

経済政策は自由主義や新自由主義、そして新社会主義といった経済思想にも多く関連性を持っているので経済に対する幅広い知識を学修することが望ましい。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

ミクロ経済学とマクロ経済学は経済政策を学修することの上で必ず身につけなければならないのでしっかり勉強することが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：公共経済学 なし 

著者名：奥野 信宏  

出版社：岩波書店  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

経済知識を活用し諸経済政策がどうのように展開されているのかを学ぶことが出来る。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら経済社会に対する分析に取り組むことが出来る。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 報告や資料収集に対する注意力を向上することが出来る。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 プレゼンテーションを通して他人に対して自分の意見を丁寧に伝達することが出来る。 ◎ 

② 傾聴力 他人からの発言を丁重に受け止めることが出来る。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 経済社会における人間の役割を考えることが出来る。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  40    10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50       50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   40    10 50 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

 経済政策の理論的な知識を熟知し財政政策や金融政策など様々な個別政策の内容をも理

解している。 
経済政策の理論的、実践的知識を理解する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 経済学とは何か 

講義・質疑応答（面接授業） 
経済学の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 2回 古典派経済学とケインズ経済学 

講義・質疑応答（面接授業） 
経済学の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 3回 分野別経済政策 

課題 
経済学の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 4回 戦後世界経済政策の流れ 

課題 
経済学の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 5回 戦後日本の経済政策の流れ（1） 

課題 
経済学の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 6回 戦後日本の経済政策の流れ（2） 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 7回 第 6回までの課題に対する復習 

講義・質疑応答（面接授業） 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 8回 日本の財政政策（1） 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 9回 日本の財政政策（2） 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 10回 日本の金融政策（1） 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 11回 日本の金融政策（2） 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 12回 第 8回から第 11回までの課題に対する復習 

講義・質疑応答（面接授業） 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 13回 日本の社会保障政策 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

第 14回 日本の社会保障政策 

課題 
日本経済の基礎知識の組み立て 

予習：60分、復習：60分 
120 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF12S065S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

キャリア開発入門 
２単位 必 修 講 義 ２年次 春学期 

Help for Finding a Job 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

就職とはどういうことなのか、職業生活にはどのように参入するのか、というテーマを中心に自分の人生について総合的なプロデュースを行えるような講義内容とする。 

言い換えると、自分の今後のキャリアを構想し、その見える化を通じて、自分の人生を自身で切り開いていけるような構成とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

キャリア、就職、職業生活 
キャリアデザイン：生き方のプロデュース 

学
修
教
育
目
標 

自分の今後のキャリアを構想し、その見える化を図る。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

授業の内容や小レポート提出等を通じて、自分のキャリアに対する気づきを「見える化」することで自己理解を促進する。それをベースに自分のキャリアについて具体的に考えられる、
自分の人生を自身で切り開いていける力を身につける。 
また「就活」に関する必要な知識や情報を提供し、学生が主体的・積極的に活動できるよう就職活動支援とする。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「キャリアデザイン」、「ビジネスコミュニケーション」、「ファイナンシャルプラン」等と関連する。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：大学生のためのキャリアデザイン入門 必要に応じて紹介し、プリント等を配布する。 

著者名：岩上真珠・大槻奈巳  

出版社：有斐閣  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

自己とキャリア、職業について理解を深める。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

日頃から関連情報（報道・新聞雑誌等）に注意を払う。 ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門用語を学ぶ。 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に取り組む姿勢・意欲 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 予習・復習 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 問題意識を持ち課題に取り組む。 ○ 

② 計画力 レポートを時間内にまとめることができる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えを積極的に発言できる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聞き、理解できる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性 授業のルールを守る。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 授業中、他者の迷惑になるようなことをしない。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 10 36    9 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 15 10 12     37 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10  12     22 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 20  12    9 41 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

自分のキャリアデザインを見える化できる。 自分のキャリアデザインを構想できる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ※１４回全て面接授業 

・シラバス内容や授業の進め方等に 

ついて解説 

・学習メモ 

・講義復習（60分） 60 

 ／  小レポート 

第 2回 ライフコースを知ろう ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 3回 「大人」になることの意味 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 4回 働くことを考える ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 5回 変化の中の若者と意識 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 6回 大学から労働への移行 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 7回 企業のフレキシビリティと労働者のキャリア ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 8回 前半講義の振り返り ・前半講義解説 

・学習メモ 

・理解度チェック（質問） 

・講義復習（60分） 60 

 ／  小テスト 

第 9回 ワーク・ライフ・バランス ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 10回 世界を見据えたキャリアのあり方 ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 11回 学びをいかし深める ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 12回 人生のロールモデルを探す ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 13回 なぜいまキャリアデザインか ・テキスト解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・テキスト関係ページ予習（30分） 

・講義復習（60分） 
90 

 ／  小レポート 

第 14回 後半講義の振り返り ・後半講義解説 

・学習メモ 

・理解度チェック 

・講義復習（60分） 60 

 ／  小テスト 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF13S066S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

キャリアデザイン 
２単位 必 修 講 義 ３年次 春学期 

Career Design 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

・企業が求める能力、社会人基礎力の重要性を理解し、授業中だけでなく、日頃から高めるよう意識づける。 
・社会人として大切な考え方、倫理観を育む。 
・自己理解、職業理解を深める。 
・自分自身の将来を前向きに描き、学生生活を有意義なものにする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

自己理解 職業理解 
未来を描く 
社会人基礎力の向上 
就職活動 キャリア形成 

学
修
教
育
目
標 

・社会人基礎力、特にチームワーク力・コミュニケーション力を高める。 
・さまざまな業界、職種について知り、仕事の関心度を高める。 
・自分自身の強みを発見し、社会でいかに働くか、貢献していくかの具体的イメージを描く。 
・就職活動に、前向きな気持ちでスタートできるよう行動目標を持つ。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 知識を身に付ける（インプット）だけでなく、授業に積極的に取り組み、共に学びあい、成果を出すこと（アウトプット）を重視しています。 
 楽しく学び合い、充実した学生生活と将来に活かしてください！ 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

社会人基礎力 「ビジネスコミュニケーション」 「プレゼンテーション実習」  

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

使用せず なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

毎回の授業において、建学の精神のもと、社会人基礎力を高めることを意識し、授業後にスキルが高まったことを

実感する。 
◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

職業理解を深める。（業界、業種、職種、仕事の流れ等） ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

企業が行っている様々な取り組みについて理解を深める。（ＣＳ、ＣＳＲ等） ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

企業情報や就職情報など、必要な情報をインターネットから取り出せる。 

パワーポイントでプレゼンテーション資料の作成ができる。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的 
技術や知識を身につける。 

人前で話す力・表現力を高める。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 やらされているのではなく、自ら目標を持ち主体的に授業に取り組むこと。 ◎ 

② 働きかけ力 グループワークにおいて、メンバーに積極的な意見交換や行動を促す働きかけをすること。 ◎ 

③ 実行力 ワーク等、積極的に取り組む。進んで発表する。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 ものごとの改善点を見出す。うまくいかないことに対して、解決策を見出す。 ◎ 

② 計画力 短期目標、中期目標、長期目標を立てる。 ◎ 

③ 創造力 企画のポイント、アイデア発想法を身に付ける。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 相手に伝えるための話し方を身に付ける。気持ちを伝える。正確に伝える。 ◎ 

② 傾聴力 気持ちを聴く、事実を正確に聴き、理解するスキルを身に付ける。  ◎ 

③ 柔軟性 さまざま人の考え方、価値観があることを尊重し、理解する。 ◎ 

④ 情況把握力 今、どんな言動、行動をすべきか考え、実行する。 ◎ 

⑤ 規律性 欠席、遅刻をしない。やるべきことを期限内になりとげる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 授業を楽しむ気持ちを持つ。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 互いに協力しあう姿勢を持つ。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 41 10 31 10   8 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 3 3 10     16 

技能に関する評価 8  6 2    16 

応用力に関する評価 10 5 5 2   2 24 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価 8   3   3 14 

関心･意欲に関する評価 12 2 10 3   3 30 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

自分にあった業界、職種、企業をみつけ、就職活動を成功に導く。 

さらにその先の夢を描き、自分の使命・目標を見出す。 

社会人基礎力の各スキルが向上している。 

自己理解・職業理解ができ、理想の将来像を描く。 

社会人基礎力の各スキルを理解し、向上を心がける。 

コミュニケーション力が高まっている。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション①授業のねらい・取り組み方 評価方法について②
社会人として求められる能力について 社会人基礎力について③発信力
トレーニング（話し方のポイント） 

講義と実習 

面接授業 
結論から話すトレーニング（復習） 20 

 ／  授業の取り組み方 実習の積極的参加 

第 2回 
コミュニケーションの基本 話す・聴く 
①コミュニケーションの重要性 
②伝えるための話し方 ③理解するための聴き方 

講義とグループワーク 

面接授業 
授業の復習・実践 20 

 ／  グループワークの取り組み方 

第 3回 
グループディスカッション 
①グループディスカッションを円滑に進めるポイント②実習 
③グループディスカッション面接のポイント 

講義とグループワーク 

面接授業 
授業の復習・実践 20 

 ／  グループワークの取り組み方 

第 4回 
企業とは 
企業の目的と社会的役割 
 ‐企業の使命を知る ＣＳＲについて‐ 講義とグループワーク 

面接授業 

企業の経営理念・事業内容等について調べる 

（予習・復習） 
30 

 ／  授業の取り組み方 宿題 

第 5回 
顧客満足 
 ‐企業や役所などにおけるＣＳ活動の取り組みについて‐ 
講義 レポート作成 

講義と個人ワーク 

面接授業 
企業等のＣＳの取り組みについて調べる 20 

 ／  授業の取り組み方 レポートの内容 

第 6回 
職業理解  
 業種・職種について 宿題の発表 講義とグループワーク 

面接授業 

この授業までに、社会人２人以上に、仕事内容や 

やりがい等についてインタビューし、レポートを 

作成する 

40 

 ／  授業の取り組み方 発表の仕方 課題レポートの内容 

第 7回 
企画力入門 
①企画力を高めるには ②アイデア発想法 
③グループワーク 

講義とグループワーク 

面接授業 
授業の復習・実践 20 

 ／  グループワークの取り組みの成果 

第 8回 

計画力 
①仕事の中での計画力 
②人生を考える上での計画力（長期目標～短期目標） 
②個人ワーク 

講義と個人ワーク 

面接授業 
授業の復習・実践 30 

 ／  授業の取り組み方、計画シートの作成 

第 9回 
社会人基礎力自己確認 
①自分の強みを探る②個人ワーク③自己ＰＲ文作成 講義と個人ワーク 

面接授業 
授業の復習 自己ＰＲ文作成 30 

 ／  授業の取り組み方 

第 10回 
価値観を見出すコミュニケーション 
①ホランド理論  
②ペアワーク 

講義とペアワーク 

面接授業 
授業の復習 20 

 ／  ペアワークの取り組み方 

第 11回 
グループワーク ～夢を仮定する（1） 
①仮想の夢実現計画を作成 
②グループワーク③自己分析 他己分析 

講義とグループワーク 

面接授業 
グループ発表の準備 30 

 ／  グループワークの取り組み方 

第 12回 
グループワーク ～夢を仮定する（2） 
①企業について調べ、仮に入社したらどんな仕事につくか考える 
②グループ発表の計画・役割分担 

講義とグループワーク 

面接授業 
グループ発表の準備 60 

 ／  グループワークの取り組み方 

第 13回 
グループワーク ～夢を仮定する（3） 
①会社説明会の実施（グループプレゼンテーション） 
②評価シート作成 

講義とグループワーク 

面接授業 
授業の復習 20 

 ／  グループ発表の成果 グループ発表評価シートの内容 

第 14回 
グループワークの振り返り  
①成果 ②チームワーク力を高める③チームの中での役割、強み分析 

まとめ これからのキャリアデザイン 
講義とグループワーク 

面接授業 
授業の復習 20 

 ／  授業の取り組み方 グループワークの取り組み方 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF12F067S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

ビジネスコミュニケーション 
２単位 必 修 講 義 ２年次 秋学期 

Business Communication 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

①ビジネス・ワークに必要不可欠なコミュニケーションスキルの基本について、良好な人間関係を作り出すことを目的に言語と非言語の両面から学ぶ。 
②さまざまなビジネスシーンにおけるコミュニケーションはどうあればよいのかを理解する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ビジネスマナー、ビジネス文書、接客マナー 

学
修
教
育
目
標 

①コミュニケーションなくして意志の疎通、確認ができないことを認識することができる。（日常のキャン
パスライフで考慮してほしい。） 

②この科目は、就職活動におけるマナーやコミュニケーションにも役立てることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

あなた方は本学を卒業して就職すると、ビジネスパーソンとして活躍するときに、最低限のビジネスマナーを守る必要がある。この授業ではビジネスマナーの基本を学習する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

対人コミュニケーション、労務管理論、中小企業論など 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ビジネスマナーの基本 なし 

著者名：浦野 啓子  

出版社：新星出版社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業には毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 グループワークで課題の問題をすばやく発見する。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 他人によく意見を述べる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 グループワークの時に他の学生の意見をよく聞く。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 グループ討議の課題で周りの状況を判断する。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に１５回出席する。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 コーポレートガバナンスを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 58   42    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30   15    45 

技能に関する評価    7    7 

応用力に関する評価 10       10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    10    10 

関心･意欲に関する評価 18   10    28 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ビジネスマナーの論理につき理想的に理解していること。 ビジネスマナーの論理につき標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 社会人としての心構え 

面接授業 予習：ビジネスコミュニケーション 復習：演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 2回 ホウ・レン・ソウの実行 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 3回 ビジネス会話の基本 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 4回 電話を受けるルール 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 5回 おじきとあいさつのルール 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 6回 名刺はビジネパーソンの顔 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 7回 訪問するときのマナー 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 8回 ビジネス文書の基礎知識 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 9回 冠婚葬祭の予備知識 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 10回 お見舞いとお祝いの礼儀 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 11回 披露宴当日の所作 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 12回 通夜・告別式での振る舞い 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 13回 テーブルマナーの基礎知識 

面接授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

第 14回 西洋料理のマナー 

オンディマンドによる遠隔授業 予習：前回の演習課題 復習：今回の演習課題 
予習：30 

復習：30 

 ／  グループワーク参加態度 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF32F068S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

情報と職業 
２単位 選 択 講 義 ２年次 秋学期 

Information and Profession 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

教育、ビジネス、医療、行政などさまざまな分野にコンピュータが普及し、より高度化、複雑化した社会になっている。このような状況の中にあって、コンピュータやソフトウ
ェア開発、情報通信ネットワークなど、情報産業にたずさわる職業人として求められる資質や、真に目指す情報社会のあり方について的確に考察できる力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報社会、情報産業、情報倫理、情報セキュリティ、ネットワー
ク、ＩＴ技術者、情報と業務、勤労観 

学
修
教
育
目
標 

情報システムや情報ネットワークの進化が社会に与える影響や、解決すべき課題に対して考察すること
ができるとともに、日進月歩で進化する情報技術を理解するためのたゆまぬ自己研鑽、情報社会や情報産
業に関する幅広い知見など、情報に関わるスペシャリストに求められる資質や能力を培う。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

基本的には講義にて進めるが、理解、認識を促進するために情報技術に関する最新動向の紹介、ビデオ教材の使用、討論などを織り交ぜた授業を展開していく。適宜、教材プリント
を配布する。授業中にパソコンやタブレットを使用して課題を実施することがある。なお、新しい情報技術や革新的な情報システムの開発や普及が、労働環境や雇用に与える影響等に
ついても授業で取り扱う。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報の倫理、情報処理概論、ソフトウェアリテラシーⅠ、ソフトウェアリテラシーⅡ、経営情報論、流通システム論、フィナンシャル・プランニング、販売管理論、経営分析論、生産
管理論、ミクロ経済学、マクロ経済学、プログラミングⅠ、プログラミングⅡ、情報通信ネットワーク、データベース論、データベース演習、システム設計論、システム設計演習、セキ
ュリティ管理、経営シミュレーション、経営科学 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：情報と職業 第２版 書 名：情報教育シリーズ･情報と職業 

著者名：廣石 良雄 著者名：近藤 勲 

出版社：株式会社 エスシーシー（SCC） 出版社：丸善株式会社 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
情報技術の進展が、経営・経済に与える影響について、事例を学びながら具体的に理解する。 ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 

情報社会の特質、変化、基盤となる情報技術について学び、情報産業の特徴や職種、国際化、情報倫理、知的財

産、個人情報保護等について学び、情報技術について総合的に理解する。 
◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
 ○ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 情報化と雇用・産業構造の現状について考えることができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 情報の特性、職業観、産業構造の変化を理解する中で、情報社会に関する認識を深め、問題に気付く能力を高める。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 情報の特性や情報技術を考察して、今日進展している情報社会の本質を理解することができる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 情報社会における個人のモラル意識や、情報産業で働くための職業観や職業倫理について認識を持ち、考察できる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  20    30 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30  10    15 55 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10  5    5 20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10  5    10 25 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

情報社会に適合する職業のあり方、情報や労働に関連する法も視野に入れて、情報社会
での望ましい職業の姿を考察することができる。 

情報社会と産業構造の変化がどのように関連しあっているかを明らかにし、情報化が職業
の特徴･特性に与える影響について考察できる。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
情報社会と情報技術 
 20世紀に発明されたコンピュータやインターネット等の情報通信技
術によって情報社会が誕生し、進展したことを学ぶ。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

レポート課題（第１回） 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
コンピュータの進化と社会の変革 
 コンピュータの性能向上や利用形態の変化とそれに伴う社会や産業の
変革について理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
新しい情報技術とこれからの社会 
 人工知能や IoT（Internet of Things）等の革新的な情報技術が、今
日の社会基盤を広範囲に変革させている状況を理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
情報技術の進展と職業の変化 
 人工知能等の新しい情報技術の登場で、産業構造や就業構造の変化に
ついて学び、身につけるべき資質や能力について考察する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

レポート課題（第２回） 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
情報産業と国際化 
 インターネットによる情報技術革命、情報産業とグローバリゼーショ
ンの関連などについて学ぶ。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
情報産業の業種 
 日本標準産業分類に基づいて、情報産業の業種（事業の種類）につい
て理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
情報産業の職種 
 日本標準職業分類に基づいて、情報処理・通信技術者の職種について
理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

レポート課題（第３回） 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
情報技術者に求められる資質と能力 
ITスキル標準に基づいて、情報技術者の各職種の仕事内容、および仕
事の流れや連携について理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
情報コンテンツ産業 
情報コンテンツ産業に従事する情報技術者の各職種の仕事内容、求めら
れる資質と能力について理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
情報モラル 
情報技術者として守るべき情報モラルについて学ぶ。 講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
知的財産の保護と活用 
情報産業と知的財産のかかわりについて学び、多様化していく知的財産
権にかかわる諸問題について認識を深める。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
情報セキュリティとリスク管理 
サイバー犯罪等の情報に関するリスクの実態およびリスク回避について
学び、情報セキュリティの確保についての意識を高める。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

レポート課題（第４回） 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 
個人情報の保護とデータの活用 
 個人情報保護法で規定されている個人情報取扱事業者の義務について
理解するとともに、収集した消費者データの活用について考察する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 

復習 30 

予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 
情報社会における職業観 
 情報社会に進展に伴う労働環境と職業観の変化について理解する。 

講義（面接授業） 

PowerPointスライド等の教材を提示

して解説する。 

学修したことがらの復習 

次回の学修内容の予習 
復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF31S069S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

インターンシップ（コーオプ） 
２単位 選  択 実  習 １年次 春学期 

Internship (Part-time Job) 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

学生自身がインターンシップ活動を通して社会や職業における様々な課題を解決する実践的能力を身につけ、総合的な人間力を向上することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

職務体験、職業選択 

学
修
教
育
目
標 

インターンシップ活動に参加し、インターンシップについて理解することができる。 

 社会での活動を通じて、大学で学ぶ専門的な知識や技術をより実践的に修得し、社会人基礎力におけるそ

れぞれの能力要素を伸ばすことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

学生が社会に出る前に職業体験をするインターンシップ制度がある。この実習プログラムに参加することはコーオプ時に築いた業界ネットワークを通じて就職活動の輪を広げるだけ
でなく、卒業後にコーオプ時に働いたところに就職する学生も少なくないので目的意識をもって参加すること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

インターンシップはボランティアと関連があるが、知識習得の目的のインターンシップと知識・技術を提供するボランティアと識別すべきだ。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に毎回出席する。 ◎ 

② 働きかけ力 グループワークで問題を発見する。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 課題演習でどこに問題があるか創造する。 ○ 

② 傾聴力 グループワークで他の学生の意見を聞く。 ◎ 

③ 柔軟性 グループワークで問題に突き当たった時に発想を柔軟にする。 ◎ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 職業倫理の考えを理解する。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

インターンシップは、ただの職業体験ではなく、様々形態が存在しているのでその選択
肢の中から自分にあったインターンシップを見つけることを目指す。 

自分の目的に合わせて参加するインターンシップを選ぶ。ただ参加するだけでは時間の
無駄になってしまうので自分の目的をしっかりと明確にしてから参加するインターンシッ
プを選ぶようにする。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 事前指導（オリエンテーション） 

座学 
実習先へインターンシップ実習の受け入れについて依

頼する 
90 

 ／   

第 2回 実習（1）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 3回 実習（2）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 4回 実習（3）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 5回 実習（4）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 6回 実習（5）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 7回 実習（6）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 8回 実習（7）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 9回 実習（8）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 10回 実習（9）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 11回 実習（10）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 12回 実習（11）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 13回 実習（12）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 14回 事後指導 

座学 事後レポートの作成、活動日誌のまとめ 90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF31S070S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

インターンシップ（学校） 
２単位 選  択 実  習 １年次 春学期 

Internship(School) 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

インターンシップ（学校）は、学生自身がインターンシップ活動を通して社会と教育とに関わる中で、積極的に学校活動に従事し、様々な問題に前向きに取り組もうとするインタ

ーンシップ精神を身につけることを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

学力回復、公教育、児童教育、授業の実習、子ども発達 

学
修
教
育
目
標 

インターンシップ活動に参加し、インターンシップについて理解することができる。 

 社会での教育活動を通じて、大学で学ぶ専門的な知識や技術をより実践的に修得し、社会人基礎力にお
けるそれぞれの能力要素を伸ばすことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

学生が社会にでるまえに職業体験をするインターンシップ制度がある、その中で教職活動などの学校で実習するインターンシップである。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

インターンシップはボランティアと関連があるが、知識習得の目的のインターンシップと知識・技術を提供するボランティアと識別すべきだ。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力 グループワークで問題を発見する。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 課題演習でどこに問題があるか創造する。 ○ 

② 傾聴力 グループワークで他の学生の意見を聞く。 ○ 

③ 柔軟性 グループワークで問題に突き当たった時に発想を柔軟にする。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 職業倫理の考えを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

インターンシップは、ただの職業体験ではなく、様々形態が存在しているのでその選択
肢の中から自分にあったインターンシップを見つけることを目指す。 

自分の目的に合わせて参加するインターンシップを選ぶ。ただ参加するだけでは時間の
無駄になってしまうので自分の目的をしっかりと明確にしてから参加するインターンシッ
プを選ぶようにする。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 事前指導（オリエンテーション） 

座学 
実習先へインターンシップ実習の受け入れについて依

頼する 
90 

 ／   

第 2回 実習（1）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 3回 実習（2）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 4回 実習（3）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 5回 実習（4）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 6回 実習（5）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 7回 実習（6）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 8回 実習（7）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 9回 実習（8）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 10回 実習（9）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／   

第 11回 実習（10）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 12回 実習（11）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 13回 実習（12）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 14回 事後指導 

座学 事後レポートの作成、活動日誌のまとめ 90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF31S071S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

インターンシップ（企業） 
２単位 選  択 実  習 １年次 春学期 

Internship (Business Enterprise) 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

インターンシップ（企業）は、学生自身がインターンシップ活動を通して社会と教育に関わる中で、積極的に企業活動に従事し、様々な問題に前向きに取り組もうとするインター

ンシップ精神を身につけることを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

経営、生産管理、マーケッティング、財務活動、経営計画 

学
修
教
育
目
標 

インターンシップ活動に参加し、インターンシップについて理解することができる。 

 社会での企業活動を通じて、大学で学ぶ専門的な知識や技術をより実践的に修得し、社会人基礎力におけ

るそれぞれの能力要素を伸ばすことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

学生が社会にでるまえに職業体験をするインターンシップ制度がある、その中で企業活動などの会社で実習するインターンシップである。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

インターンシップはボランティアと関連があるが、知識習得の目的のインターンシップと知識・技術を提供するボランティアと識別すべきだ。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的
技術や知識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に毎回出席する。 ○ 

② 働きかけ力 グループワークで問題を発見する。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 課題演習でどこに問題があるか創造する。 ○ 

② 傾聴力 グループワークで他の学生の意見を聞く。 ○ 

③ 柔軟性 グループワークで問題に突き当たった時に発想を柔軟にする。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 職業倫理の考えを理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

インターンシップは、ただの職業体験ではなく、様々形態が存在しているのでその選択
肢の中から自分にあったインターンシップを見つけることを目指す。 

自分の目的に合わせて参加するインターンシップを選ぶ。ただ参加するだけでは時間の
無駄になってしまうので自分の目的をしっかりと明確にしてから参加するインターンシッ
プを選ぶようにする。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 事前指導（オリエンテーション） 

座学 
実習先へインターンシップ実習の受け入れについて依

頼する 
90 

 ／   

第 2回 実習（1）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 3回 実習（2）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 4回 実習（3）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 5回 実習（4）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 6回 実習（5）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 7回 実習（6）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 8回 実習（7）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 9回 実習（8）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 10回 実習（9）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／   

第 11回 実習（10）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 12回 実習（11）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 13回 実習（12）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 14回 事後指導 

座学 事後レポートの作成、活動日誌のまとめ 90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF31S072S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

ボランティア実習 
２単位 選  択 実  習 １年次 春学期 

Volunteer Training 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 ボランティア実習は、学生自身がボランティア活動を通して社会と関わる中で、積極的に福祉活動に従事し、様々な福祉問題に前向きに取り組もうとするボランティア精神を身
につけることを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

有償ボランティア、地域通貨、少子高齢化、アメリカのボランテ
ィア 

学
修
教
育
目
標 

 ボランティア活動に参加し、ボランティアについて理解することができる。 

 社会での活動を通じて、大学で学ぶ専門的な知識や技術をより実践的に修得し、社会人基礎力における
それぞれの能力要素を伸ばすことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

日本の社会が複雑になり、多くの社会問題が出現した。今までのように公的な援助でこの問題が解決できない、新しいボランティア制度を作りこの問題を解決する必要がある。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

インターンシップはボランティアと関連があるが、知識習得の目的のインターンシップと知識・技術を提供するボランティアと識別すべきだ。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

毎回の課題によるグループディスカションには必ず発表する。 ◎ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業に毎回出席する。 ◎ 

② 働きかけ力 グループワークで問題を発見する。 ○ 

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力   

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 課題演習でどこに問題があるか創造する。 ○ 

② 傾聴力 グループワークで他の学生の意見を聞く。 ◎ 

③ 柔軟性 グループワークで問題に突き当たった時に発想を柔軟にする。 ◎ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 授業に休まずに出席できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 CSRの考えを理解する。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ボランティアにつき理想的に理解していること。 ボランティアにつき標準的に理解していること。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 事前指導（オリエンテーション） 

座学 
実習先へボランティア実習の受け入れについて依頼す

る 
90 

 ／   

第 2回 実習（1）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 3回 実習（2）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 4回 実習（3）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 5回 実習（4）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 6回 実習（5）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 7回 実習（6）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 8回 実習（7）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 9回 実習（8）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 10回 実習（9）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 11回 実習（10）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 12回 実習（11）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 13回 実習（12）（実習先での活動） 

実習 日々の記録（活動日誌）作成 90 

 ／  活動日誌 

第 14回 事後指導 

座学 事後レポートの作成、活動日誌のまとめ 90 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF13S073S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

わかるビジネス英語（ビジネス編） 
１単位 必 修 演 習 ３年次 春学期 

Useful English (Business) 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

働くという環境において、インターネットの発達により国内・国外という境目が消えつつあります。Emailや LINEを駆使し、グローバルに働くことを想定しながら、ビジネスの
コミュニケーションの道具として英語を使い切ることを目指します。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ビジネスシーンにおけるコミュニケーション能力の向上 

学
修
教
育
目
標 

ネイティブが日常的に使う英語に慣れ親しむことにより、あらためて英語を言葉として認識し、抵抗感
を払拭してもらいたい。日米をはじめとする海外とのビジネススタイル,価値観の違いをも知ってもらいた
い。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

予習復習においてイメージトレーニングを心掛けること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

特になし。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：You’re Welcome! なし 

著者名：工藤 多恵  

出版社：センゲージラーニング株式会社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

心豊かな人間になる。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

臨機応変さを身につける。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

視野を広げる。 △ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

道具として使いこなす。 △ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門性に誇りをもつ。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 人間に好奇心をもつ。 ◎ 

② 働きかけ力 話題に興味をもつ。 ○ 

③ 実行力 自主性をもつ。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 注意力 ◎ 

② 計画力 段取りを考える。 ○ 

③ 創造力 新しいものを作る。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 世界を意識 ◎ 

② 傾聴力 集中力と考える力 ◎ 

③ 柔軟性 意味の多面性 ○ 

④ 情況把握力 臨機応変 ◎ 

⑤ 規律性 相手の立場を思う。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 癒しをつくる。 △ 

4.倫理観 ① 倫理性 法とマナー ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  35    15 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20  10    5 25 

技能に関する評価 10  5     15 

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 20  20    10 50 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

自らコミュニケーションの機会をつくる。 コミュニケーションに興味をもつ。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 オリエンテーション ‐英語とビジネスの関係‐ 

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 2回 Unit 1 Fore here, or to go? 

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 3回 Role Play  

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 4回 Reading  

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 5回 Unit 2 How many are in your party? 

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 6回 Role Play   

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 7回 Reading 

対面による演習スタイルの授業 予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 8回 Unit 3 I’ll be back. 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 9回 Role Play  
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 10回 Reading 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 11回 Unit4 Would you like me to heat this up? 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 12回 Role Play 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 13回 Reading 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

第 14回 Unit5 Your total comes to 3240 yen. 
コロナ感染症拡大防止対策として、

オンディマンドによる授業動画配信

とレポート提出を基本として授業を

展開する。 

予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 
予習 60 

復習 30 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SCF13F074S 
専門教育科目 
キャリア形成領域 

わかるビジネス英語（日本文化編） 
１単位 必 修 演 習 ３年次 秋学期 

Useful English (Japanese Culture) 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

ヨーロッパ・アメリカだけでなく中東でも日本文化への興味が非常に高まっており、外国メディアへの日本文化の紹介が劇的に増えている。その多様な文化露出の中で英語が、
実際的な国際共通語としてビジネスにも多用されています。異文化、英語を通じて、自らの文化を知ることはビジネスを円滑に進める道具となることを再確認する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

国際コミュニケーション能力 

学
修
教
育
目
標 

ヨーロッパ・アメリカだけでなく中東でも日本文化への興味が非常に高まっており、外国メディアへの
日本文化の紹介が劇的に増えている。その多様な文化露出の中で英語が、実際的な国際共通語としてビジ
ネスにも多用されています。異文化、英語を通じて、自らの文化を知ることはビジネスを円滑に進める道
具となることを再確認する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

必ず予習・復習をおこなうこと。 
インターネットを駆使すること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

特になし。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書名：You’re Welcome! / A Shorter Course in Toeic Test Vocabulary Quizzes なし 

著者名：工藤 多恵  /  佐藤誠司  

出版社：センゲージラーニング株式会社  / 南雲堂  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

心豊かな人間になる。 ◎ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

臨機応変さを身につける。 ○ 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

視野を広げる。 △ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

道具として使いこなす。 △ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

専門性に誇りをもつ。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 人間に好奇心をもつ。 ◎ 

② 働きかけ力 話題に興味をもつ。 ○ 

③ 実行力 自主性をもつ。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 注意力 ◎ 

② 計画力 段取りを考える。 ○ 

③ 創造力 新しいものを作る。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 世界を意識 ◎ 

② 傾聴力 集中力と考える力 ◎ 

③ 柔軟性 意味の多面性 ○ 

④ 情況把握力 臨機応変 ◎ 

⑤ 規律性 相手の立場を思う。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 癒しをつくる。 △ 

4.倫理観 ① 倫理性 法とマナー ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 10 10 20   10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20 5  5   5 35 

技能に関する評価    5    5 

応用力に関する評価 10  5     15 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 20 5 5 10   5 45 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

自らコミュニケーションの機会をつくる。 コミュニケーションに興味をもつ。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション 英語とビジネスの関係 
Unit 6 I’m truly sorry for the trouble. オリエンテーション・講義 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 1・2  街路・交通 / 旅行に関する語句 

第 2回 Role Play ・ Reading 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 3・4  人物の外見・動作 / 住宅・不動産に関する語句 

第 3回 Unit7 Do you have a reservation? 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 5・6 買い物・不動産 / 商売・取引に関する語句   

第 4回 Role Play ・ Reading 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  
単語学習:Lesson 7・8 注文・運送 / 営業・宣伝・クレーム・保険に関する語

句 

第 5回 Unit8 Wi-Fi is available in this area. 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 9  ビジネス・会社の経営に関する語句 

第 6回 Role Play ・ Reading  
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 10  会社の組織に関する語句 

第 7回 Unit9 I highly recommend Sakura Restaurant. 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：小テスト 

第 8回 Unit 6 – 9 の復習 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 11・12  雇用・人事 / 勤務条件・労務管理に関する語句 

第 9回 Unit10 Turn right at the first intersection  
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 13・14  事務・オフィス / 通信・連絡に関する語句 

第 10回 Role Play ・ Reading 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 15・16  財務・会計 / 契約・交渉に関する語句 

第 11回 Unit11 Take the subway to Hommachi. 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 17・18  会議・議論 / マスコミ・大学に関する語句 

第 12回 Role Play ・ Reading  
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 19  製造・研究・品質に関する語句 

第 13回 Unit12 Put money in the machine 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：Lesson 20  時間・地理・位置関係に関する語句 

第 14回 Unit 10 – 12 の復習 総まとめ 
講義・演習・発表 

面接授業 
予習を必ず各自で行い解答文を作成のこと 

予習 60 

復習 30 

 ／  単語学習：小テスト 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS11S075S 
専門教育科目 
プログラミング領域 

プログラミングⅠ 
２単位 必 修 講 義 １年次 春学期 

ProgrammingⅠ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

近年の IT社会を象徴するものの一つ、ホームページ、その作成においては単にビジュアルツールを使いこなすのではなく、ソフトウェア等の技術的側面を知ることでより深く
理解することができる。本講義ではホームページ作成の基礎となる HTMLを学んだ上で、JavaScriptを用いてアルゴリズムを理解しつつ、ホームページに様々な機能を付け加える
手法を身につけていく。いわばクライアントサイドからインターネットを理解する一助にする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

プログラミング、アルゴリズム、HTML、JavaScript 

学
修
教
育
目
標 

本講議を履修することによって、より訴える力の強いホームページを作成することが可能になるととも
に、様々なプロブラミング言語を学んでいくための基礎概念を身につけることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に小テストを実施し、その後テキスト・プリント等を基に、各項目の基本的な考え方を解説する。 
・テキスト・プリント等の例題に関して考え方を解説する。 
・理解に必要な課題を提示し、助言を受けながら各自で解答する。 
・課題は設置予定のサーバーに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・各種ホームページを閲覧する際に、そのソースに注意を払ってみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本学科目は１年次秋学期の「プログラミング I演習」、および「ウェブデザイン I 」「ウェブデザイン II 」と密接な関連性を持つ。 
また２年次には「プログラミング II」「同演習」「ウェブデザイン演習」が配置されている。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：JavaScriptの絵本 なし 

著者名：アンク  

出版社：翔泳社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

訴求力のあるホームページを作成し、プログラミングの基礎知識を身に付けることができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 プログラミングに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 プログラミングに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 プログラミングに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 プログラミングの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 プログラミングの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 プログラミングの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 20      45 

技能に関する評価   15     15 

応用力に関する評価 20 5      25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   15     15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「プログラミング」に関する様々な形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「プログラミング」に関する様々な課題に関して、自ら作成することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「プログラミング」に関する様々な形式に興味を持つことができる。 
「プログラミング」に関する様々な課題に関して、一部を作成することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
ガイダンス 
① コンピュータ・プログラミングの歴史 
② ネットワーク社会について  ③ 授業を行う上での準備 

講義・資料提示・議論・レポート作

成などを組み合わせて、原則として

面接授業で運営する。 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 

① 本授業の進め方や受講上の注意事項 
② HTMLの基礎・ソースコードの記述法 
③ タグとブラウザ上の表示の関係 
④ 各種のタグについて・基本構成、タイトル、改行、段落、文字の修

飾、文字サイズ、文字色、見出し、文章の整形、引用、割付、背景
色、水平線、位置指定 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

HTMLタグで取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  HTMLタグに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 3回 
HTMLの基礎 
① アンカー・リスト・横線、画像（イメージ）・リンク・表 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

HTMLで取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  HTMLに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 
JavaScriptの導入・基礎 
① JavaScriptについて・JavaScript作成上の準備・文字の表示・ア

ラートウィンドウの使用  ② 変数を使う 
講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

JavaScript基礎で取り上げたテーマを、自らの視点

で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  JavaScriptの基礎に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 
JavaScriptの基礎 
① 変数について・データ型について・各種演算子について・計算式に

ついて 
講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

変数で取り上げたテーマを、自らの視点で確認したう

え、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基本

情報を入手する。 

60 

 ／  変数等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 
条件による分岐（1） 
① if文による制御構造 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

条件(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  条件に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 
条件による分岐（2） 
① switch文による制御構造 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

条件(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  条件に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 
同じ処理の繰り返し 
① for文による繰り返し  ② while文による繰り返し 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

繰り返しで取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  繰り返しに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 

ビルトインオブジェクトの利用 
① ビルトインオブジェクトとは 
② インスタンス生成と変数への代入 
③ Date、Arrayオブジェクト 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

ビルトインオブジェクトで取り上げたテーマを、自ら

の視点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに

関して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  ビルトインオブジェクトに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
ウィンドウの取り扱い 
① ウィンドウを開く・サブウィンドウにデータを渡す 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

ウィンドウで取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  ウィンドウに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
履歴・ブラウザと OS・背景色 
① 履歴を操作する  ② webブラウザと OSを調べる 
② 背景色チェンジボタン 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

履歴で取り上げたテーマを、自らの視点で確認したう

え、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基本

情報を入手する。 

60 

 ／  履歴等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 

動的な文字の表示 
① マウスオーバーで文字を出す・マウスアウトで文字を消す 
② リンクの自動生成・当日日付からハイパーリンク生成 
③ 当日日付からファイル名生成 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

動的表現で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  動的表現等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
クッキーについて 
① クッキーの意味・クッキー操作の基本・クッキー操作の上級編 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

クッキーで取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  クッキーに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
総合演習 
① これまで学習した JavaScriptを用いて総合的なホームページを企

画し作成する。 
解説・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

いままで取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、独自性のある課題を完成させる。 
60 

 ／  総合演習に関するイメージを整理し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS11F076S 
専門教育科目 
プログラミング領域 

プログラミングⅠ演習 
１単位 必 修 演 習 １年次 秋学期 

Exercise in ProgrammingⅠ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

インターネットの ECサイトや、企業のイントラネット上の業務システム、携帯電話など近年の IT社会で幅広く使用されているプログラミング言語が Javaである。Javaにはベ
ンダー（メーカー）や OS（UNIXや MacOS、Windows）を超えて幅広く使用することができるという特徴がある。この Javaを理解し、自らプログラミングするための基礎的な力を身
につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

プログラミング、アルゴリズム、Java 

学
修
教
育
目
標 

本講議では Javaの基本的構文や、クラス、継承といったオブジェクト指向プログラミングの基礎をマス
ターした上で、ネットワークプログラミングや、GUIの作成を取り上げていく。本講義を履修することに
よって、アルゴリズムを会得し、様々なプロブラミング言語を学んでいくための基礎概念を身につけるこ
とができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に小テストを実施し、その後テキスト・プリント等を基に、各項目の基本的な考え方を解説する。 
・テキスト・プリント等の例題に関して考え方を解説する。 
・理解に必要な課題を提示し、助言を受けながら各自で解答する。 
・課題は設置予定のサーバーに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・各種ホームページを閲覧する際に、そのソースに注意を払ってみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本学科目は１年次春学期の「プログラミング I」、および「ウェブデザイン I 」「ウェブデザイン II 」と密接な関連性を持つ。 
また２年次には「プログラミング II」「同演習」「ウェブデザイン演習」が配置されている。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：Javaの絵本 なし 

著者名：アンク  

出版社：翔泳社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
プログラミングの基礎知識を生かして、より高度なプログラム技術を身に付けることができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 プログラミングに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 プログラミングに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 プログラミングに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 プログラミングの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 プログラミングの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 プログラミングの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 20      45 

技能に関する評価   15     15 

応用力に関する評価 20 5      25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   15     15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「プログラミング」に関する具体的な形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「プログラミング」に関する具体的な課題に関して、自ら作成することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「プログラミング」に関する具体的な形式に興味を持つことができる。 
「プログラミング」に関する具体的な課題に関して、一部を作成することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

ガイダンス ‐Javaとは‐ 
① 本授業の進め方や受講上の注意事項 
② Javaについて・歴史、特徴など 
③ プログラム動作の仕組み 

講義・資料提示・議論・レポート作

成などを組み合わせて、原則として

面接授業で運営する。 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 

Javaプログラミング体験 
① 実行プログラムの作成 
② プログラムの基本スタイル 
③ データの表示 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

Java体験で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Javaに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 3回 

基本データ型と変数 
① 基本データ型の種類・整数、小数点、文字、論理 
② 変数と定数 
③ 配列 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

変数等で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  変数等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 
演算子 
① 演算子の種類・代入、算術、比較、論理演算子など 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

演算子で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  演算子に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 
条件判断 
① 単純な条件判断（if）・複数の条件分岐（switch） 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

条件判断で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  条件判断に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 
繰り返し処理 
① 指定回数の繰り返し（for）・条件判断の繰り返し（while、do 

while）・繰り返しの制御 
講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

くり返しで取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  繰り返しに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 
オブジェクト指向プログラミング 
① オブジェクト指向プログラミング体験 
② オブジェクト・クラス・メソッド・インスタンス・パッケージ 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

オブジェクトで取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自

分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  オブジェクトに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 
継承とインターフェース 
① クラスの継承・インターフェース 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

継承等で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  継承等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 
例外処理 
① 例外とは・例外処理の記述 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

例外処理で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  例外処理に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
ストリーム 
① ストリームの基礎・応用 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

ストリームで取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  ストリームに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
マルチスレッド 
① マルチスレッドの体験・マルチスレッドプログラムの作成 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

スレッドで取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  スレッドに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 
ネットワークプログラミング 
① 通信の仕組み 
② クライアント，サーバーの作成 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

ネットワークで取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自

分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  ネットワークに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
GUIとイベント処理 
① GUIの作成・イベント処理・Webブラウザの作成 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

GUI等で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  GUI等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
総合演習 
① これまで学習した Javaの知識を基に総合的プログラムを企画し作

成する。 
解説・演習・レポート作成などを組

み合わせて、原則として面接授業で

運営する。 

いままで取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、独自性のある課題を完成させる。 
60 

 ／  総合演習に関するイメージを整理し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS32S075A 
専門教育科目 
プログラミング領域 

プログラミングⅡ 
２単位 選 択 講 義 ２年次 春学期 

Programming Ⅱ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

Ｃ言語によるプログラミングを通じて、問題解決のための論理的判断～思考～手続きを表現し、プログラムを構築するための基礎能力を修得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ハードウェア 
ソフトウェア 
アルゴリズム 
フローチャート 

学
修
教
育
目
標 

演習を通じてプログラムの基本的な能力を養い、システム分析に関する基礎知識を合わせて修得する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

基本的にテキストの各章を２週に分けて学修する。一週目は、授業前半において、C言語の文法等の説明をパワーポイントで説明する。後半は、テキストの練習問題を各自が体験す
る。二週目は、テキストの問題を各自が学修する。時には、フローチャートの概念を体験する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「情報処理概論」や基礎的な数学及び処理における基礎的なアルゴリズムを関連科目で予備知識として持つようにする。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：新版 明解Ｃ言語 入門編 書 名：プログラミング言語Ｃ 

著者名：柴田 要洋 著者名：B.W.カーニハン、D.M.リッチ／石田明久 訳 

出版社：SBクリエイティブ(株) 出版社：共立出版(株) 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

プログラミングとは何か。コンピュータの仕組みを理解すると共に問題解決能力を身につける。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 まずはやってみる前向きな行動を養う。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習問題に取り組む。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合は、再度やり方を変えて行動する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談をして、解決策の糸口を見つけるようにする。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 周囲の人に迷惑をかけないように、配慮に気を付ける。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45    50  5 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20    15   35 

技能に関する評価     15   15 

応用力に関する評価 15    15   30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10    5  5 20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

プログラミングとは何か。コンピュータの仕組みを理解すると共に基礎的なプログラミ
ング能力を身につける。 

基礎的なプログラミング能力を身につけて、問題解決能力を付けていく。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
Ｃ言語の概要 
 Ｃコンパイラのセットアップ、プログラムの考え方（構造化プログラ
ミング）、データ構造 等を学修する。 

Ｃ言語の学修環境の設定とエディタ

ーの使い方 （講義と課題演習） 

（面接授業） 

 ・エディターの使い方の学修をする 

・学修したテキストの復習(第 1章)  

・次回のテキスト内容の予習(第 2章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 2回 
演算と型 
 定数と変数、演算と型 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

 ・学修したテキストの復習(第 2章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第３章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 3回 
プログラムの流れと分岐 
 ｉｆ文、ｓｗｉｔｃｈ文 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

 ・学修したテキストの復習(第３章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第４章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 4回 
プログラムの流れの繰り返し 
 ｄｏ文、ｗｈｉｌｅ文、ｆｏｒ文、多重ループ、プログラムの要素と
書式等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第４章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第５章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 5回 
配列 
 配列、多次元排列 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第５章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第６章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 6回 
関数 
 関数の設計、有効範囲と記憶域期間 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第６章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第７章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 7回 
基本型 
 基本型と数、整数型と文字型、浮動小数点型、演算 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第７章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第８章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 8回 
いろいろなプログラムを作ってみよう 
 関数マクロ、ソート、再帰的な案数、入出力と文字 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第８章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第９章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 9回 
文字列の基本 
 文字列とは、文字列の配列、文字列の操作 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第９章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１０章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出 

第 10回 
ポインタ 
 ポインタと関数、ポインタと配列 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第１０章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１１章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 11回 
文字列とポインタ 
 文字列のポインタ、ポインタによる文字列の操作 等を学習する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第１1章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１２章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 12回 
構造体 
 構造体、メンバとしての構造体 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第１２章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１３章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 13回 
ファイル処理 
 ファイルとストリーム、テキストとバイナリ 等を学修する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第１３日章)  

 

 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

第 14回 
総まとめ 
 総合的なまとめ（１から 13回目）を学習する。 講義と課題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出  

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS32F076A 
専門教育科目 
プログラミング領域 

プログラミングⅡ演習 
１単位 選 択 演 習 ２年次 秋学期 

Programming Ⅱ（Exercises） 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

プログラミングⅡで学修したＣ言語入門知識をベースにして、より踏み込んだ実践プログラムを学修する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ハードウェア 
ソフトウェア 
アルゴリズム 
フローチャート 

学
修
教
育
目
標 

プログラミングⅡで学修した基礎知識をベースにして、より高度なプログラム技法を修得する。また、
グラフィックの関数を用いて、動画の基本作成を学修する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

基本的にテキストの各章を２週に分けて学修する。一週目は、授業前半において、C言語の文法等をパワーポイントで説明する。後半は、テキストの練習問題を各自が体験する。二
週目は、テキストの問題を各自が学修する。テキストに載っていないグラフィックの学修を行い、６週間をかけて、グラフィックの自由課題の作成をする。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「情報処理概論」や基礎的な数学及び処理における基礎的なアルゴリズムを関連科目で予備知識として持つようにする。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：新版 明解Ｃ言語 入門編 書 名：プログラミング言語Ｃ 

著者名：柴田 要洋 著者名：B.W.カーニハン、D.M.リッチ／石田 明久 訳 

出版社：SBクリエイティブ(株) 出版社：共立出版(株) 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

プログラミングとは何か。コンピュータの仕組みを理解すると共に問題解決能力を身につける。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 まずはやってみる前向きな行動を養う。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習問題に取り組む。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合は、再度やり方を変えて行動する。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談をして、解決策の糸口を見つけるようにする。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 周囲の人に迷惑をかけないように、配慮に気を付ける。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45   15 35  5 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20    10   30 

技能に関する評価    5 10   15 

応用力に関する評価 15   5 10   30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10   5 5  5 25 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

プログラミングとは何か。コンピュータの仕組みを理解すると共に基礎的なプログラミ
ング能力を身につける。 

基礎的なプログラミング能力を身につけて、問題解決能力を付けていく。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
Ｃ言語の概要 
 構造化プログラミング、演算と型 等の問題を演学修する。 講義と問題演習 

（面接授業） 

・エディターの使い方の学修をする 

・学修したテキストの復習(第 1章、第 2章)  

・次回のテキスト内容の予習(第３章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 2回 
プログラムの流れと分岐 
 ｉｆ文、ｓｗｉｔｃｈ文 等の問題を学修する。 講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第３章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第４章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 3回 
プログラムの流れの繰り返し 
 ｄｏ文、ｗｈｉｌｅ文、ｆｏｒ文、多重ループ、プログラムの要素と
書式 等の問題を学修する。 

講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第４章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第５章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 4回 
配列 
 配列、多次元排列 等の問題を学修する。 講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第５章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第６章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 5回 
関数 
 関数の設計、有効範囲と記憶域期間 等の問題を学修する。 講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第６章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第７章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 6回 
基本型 
 基本型と数、整数型と文字型、浮動小数点型、演算 等の 
問題を学修する。 

講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第７章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第８章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 7回 
いろいろなプログラムを作ってみよう 
 関数マクロ、ソート、再帰的な案数、入出力と文字 等の 
問題を学修する。 

講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第８章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第９章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 8回 
文字列の基本 
 文字列とは、文字列の配列、文字列の操作 等の問題を学修する。 講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第９章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１０章、第 11章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 9回 
ポインタ 
 ポインタと関数、ポインタと配列、文字列のポインタ、ポインタ 
による文字列の操作 等の問題を学習する。 

講義と問題演習 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習(第１０章、第１１章)  

 

・次回のテキスト内容の予習(第１２章、第 1３章) 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内の課題提出で評価 

第 10回 
構造体とファイル処理 
構造体、メンバとしての構造体、ファイルとストリーム、テキストと
バイナリ 等の問題を学修する。 

講義と問題演習 

（面接授業） 
 ・学修したテキストの復習(第１２章、第１３章)  

予習 30 

復習 30 

 ／  １５回まで評価をしない 

第 11回 
グラフィック関数（１） 
 グラフィック関数を使った各自が考えたプログラムの作成 をする。 グラフィック関数の基本説明 

（面接授業） 

・グラフィック関数の復習 

 

 ・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  １５回まで評価をしない 

第 12回 
グラフィック関数（２） 
 グラフィック関数を使った各自が考えたプログラムの作成 をする。 

学習者の質問に対しての技術的な説

明 

（面接授業） 

・グラフィック関数の復習 

 

 ・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  １５回まで評価をしない 

第 13回 
グラフィック関数（３） 
 グラフィック関数を使った各自が考えたプログラムの作成 をする。 学習者の質問に対しての技術的な説

明 

（面接授業） 

・グラフィック関数の復習 

 

 ・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  １５回まで評価をしない 

第 14回 
グラフィック関数（総まとめ） 
 各自が作成したグラフィックの作品の発表 各自作成した作品の発表 

（面接授業） 

・各自の作品の発表の準備 

 

 ・作品の提出 

予習 30 

復習 30 

 ／  グラフィックの作品 と 発表 の総合評価 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS33S077S 
専門教育科目 
プログラミング領域 

マルチメディア論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Multimedia Studies 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

文字・画像・映像・音声といった各種の情報を統合し、取り扱うマルチメディアは今や IT社会に欠かせないものの一つになっている。本講義では各種の情報メディアの特性を
理解し、それらの統合について知るとともに、マルチメディアの概念を更に発展させ、情報と個人・情報と社会・情報と経済との関係が今後どのような形をとるのかを議論する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

メディア、情報、図形処理、3D、画像・音声処理 

学
修
教
育
目
標 

 本講義ではテクノロジーが進化を続ける時代に即し、情報を伝えるための各種メディアの歴史や、その
基礎となるテクノロジーを学ぶことができる。 
 現代ビジネス学科では、「情報」「商品」等をいかに見せる（伝える）かが大きな課題となる。この講議
では効果的な情報の伝え方、すなわちコミュニケーションをネットワーク上で、効果的に伝える方法につ
いて学ぶことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・まず各項目の基本的な考え方を解説する。この際、テキスト・プリント等を参考にする。 
・実例を基に、相互に議論を行い、理解を深める。 
・インターネット上にも様々なメディアを用いたコンテンツが提供されている。これらを閲覧する際に、ぜひその基本となったデジタル技術に関心を持って視聴してみよう。 
・授業毎に小テストを実施する。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報に関する幅広い基礎知識が必要となるので、１年次で履修する「情報処理概論」「情報通信ネットワーク」「プログラミング I 」「プログラミング I 演習」、および「ウェブデザイ
ン I」「ウェブデザイン II」を充分理解しておく必要がある。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

未定 未定 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報と個人・情報と社会・情報と経済との主体的な関係の在り方を理解することができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 マルチメディアの理解に関して、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 マルチメディアの理解に関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 マルチメディアの理解に関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 マルチメディアの理解に関して、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 マルチメディアの理解に関して、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 マルチメディアの理解に関して、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25  30    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 20  15    60 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 20 5      25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    15    15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「マルチメディア」に関する様々な形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「マルチメディア」に関する様々な問題に関して、自ら行動し理解することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「マルチメディア」に関する様々な形式に興味を持つことができる。 
「マルチメディア」に関する様々な問題に関して、一部を理解することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

ガイダンス 
① 全体的ガイダンスの実施 
② 本授業の進め方や受講上の注意事項 
③ 各種情報メディアの概念・手法など 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 
ニューメディア、マルチメディアの位置付け 
① アナログとデジタル  ② 最先端 CG紹介 
③ 本授業を受講するための準備 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

各種メディアで取り上げたテーマを、自らの視点で捉

え直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  各種メディアに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 3回 
画像処理（2D・静止画）（1） 
① 画像処理の原理 ② 画像の符号化 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

画像処理(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関

して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  画像処理に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 4回 
画像処理（2D・静止画）（2） 
① 様々な画像処理の取り扱い 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

画像処理(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関

して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  画像処理に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 5回 
3Dグラフィックス基礎（1） 
① 座標系  ② プリミティブ 
③ 座標変換・物体の移動・回転 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D基礎(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D CG基礎に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 6回 
3Dグラフィックス基礎（2） 
① 光について  ② 光源の種類 
③ 外観の取扱い  

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D基礎(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D CG基礎に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 7回 
3Dグラフィックス応用 
① 透明度  ② 背景 
③ マッピング ④ レンダリング 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D応用で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する 

60 

 ／  3D CG応用に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 8回 
動画のデジタル化 
① 動画の符号化  ② 動画の圧縮 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

動画のデジタル化で取り上げたテーマを、自らの視点

で確認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマ

に関して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  動画のデジタル化に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 9回 
映像コンテンツ 
① 作成技法  ② 技術的背景 
③ CGとの合成 ④ 配信プラットホーム 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

映像コンテンツで取り上げたテーマを、自らの視点で

確認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに

関して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  映像コンテンツに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 10回 
文字メディア 
① 文字の符号化  ② タイポグラフィ 
③ 2D・3D文字 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

文字メディアで取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関

して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  文字メディアに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 11回 
音声メディア 
① 音声の符号化  ② 音声の圧縮 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

音声メディアで取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、さらに深く理解する。次回のテーマに関

して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  音声メディアに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 12回 
インターネットメディア 
① 動画メディア ② 動画とインターネット 
③ 映像コミュニケーション 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

インターネットメディアで取り上げたテーマを、自ら

の視点で確認したうえ、さらに深く理解する。次回の

テーマに関して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  インターネットメディアに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 13回 
リアルとバーチャル 
① VR   ② AR 
③ VR・ARと社会 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

リアルとバーチャルで取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、さらに深く理解する。次回のテー

マに関して、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  リアルとバーチャルに関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

第 14回 
今後の展望 
① 社会とマルチメディア ② ユニバーサルデザイン 
③ メディア産業 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

マルチメディアの今後で取り上げたテーマを、自らの

視点で確認したうえ、さらに深く理解する。 
60 

 ／  マルチメディアの今後に関する問題点を理解し、自ら考察できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SPS33F078S 
専門教育科目 
プログラミング領域 

マルチメディア演習 
１単位 選 択 演 習 ３年次 秋学期 

Exercise in Multimedia 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

文字・画像・映像・音声といった各種の情報を統合し、取り扱うマルチメディアは今や IT社会に欠かせないものの一つになっている。本演習では画像処理・CGを中心に、各種
の情報メディアの取り扱いを理解し、それらの統合について知るとともに、マルチメディアの概念を更に発展させ、情報と個人・情報と社会・情報と経済との関係が今後どのよう
な形をとるのかを認識していく。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

マルチメディア、3D、CG、画像処理、図形処理 

学
修
教
育
目
標 

 本授業ではネットワーク時代に即し、ホームページ上で画像処理・3D図形等マルチメディア表現を駆使
して各自の主題を展開する手法を学ぶことができる。 
 現代ビジネス学科では、「情報」「商品」等をいかに見せる（伝える）かが大きな問題となる。この授業
では効果的な情報の伝え方を、実際に手を動かしながら学ぶことができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に小テストを実施し、その後テキスト・プリント等を基に、各項目の基本的な考え方を解説する。 
・テキスト・プリント等の例題に関して考え方を解説する。 
・理解に必要な課題を提示し、助言を受けながら各自で解答する。 
・課題は設置予定のサーバーに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・ネット上にも様々な映像が出されている。これらを閲覧する際に、ぜひその映像が及ぼす効果に関心を持って視聴してみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

プログラミングの基礎知識が必要となるので、１年次で履修する「プログラミング I 」「プログラミング I 演習」、および「ウェブデザイン I」「ウェブデザイン II」を充分理解して
おく必要がある。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：「WebGL/three.js」ではじめる 3D-CGプログラミング なし 

著者名：宍戸 輝光  

出版社：工学社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

CGを交えた魅力的なホームページを作成しつつ、プログラミングの応用知識を身に付けることができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 マルチメディアプログラミングに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 マルチメディアプログラミングに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 マルチメディアプログラミングに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 マルチメディアプログラミングの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 マルチメディアプログラミングの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 マルチメディアプログラミングの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25  30    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 20      45 

技能に関する評価    15    15 

応用力に関する評価 20 5      25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    15    15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「マルチメディアプログラミング」に関する様々な形式に興味を持ち、自ら調べること
ができる。 
「マルチメディアプログラミング」に関する様々な課題に関して、自ら作成することが

できる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「マルチメディアプログラミング」に関する様々な形式に興味を持つことができる。 
「マルチメディアプログラミング」に関する様々な課題に関して、一部を作成すること

ができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

ガイダンス 
① 全体的ガイダンスの実施 
② 本授業の進め方や受講上の注意事項 
③ 各種情報メディアの概念・手法など 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 
ニューメディア、マルチメディアの位置付け 
② 最先端 CG紹介  ② 本授業を受講するための準備 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

各種メディアで取り上げたテーマを、自らの視点で捉

え直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  各種メディアに関する問題点を理解し、自ら準備できたか。 

第 3回 
画像処理（2D・静止画）（1） 
② 画像処理の原理・GIMP体験 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

画像処理(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自

分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  画像処理に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 
画像処理（2D・静止画）（2） 
① 様々な画像処理の取り扱い 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

画像処理(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自

分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  画像処理に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 
画像処理（2D・静止画）（3） 
② 各種のフィルター、レイヤーなど 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

画像処理(3)で取り上げたテーマを、自らの視点で確

認したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自

分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  画像処理に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 
図形処理 
① JavaScript プログラミングの基礎  ② WebGL,Three.jsの特徴

と機能 
講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

図形処理で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  図形処理に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 
3Dグラフィックスの基礎（1） 
① 座標系  ② プリミティブ 
③ 座標変換・物体の移動・回転 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D基礎(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する 

60 

 ／  3D基礎に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 
3Dグラフィックスの基礎（2） 
② 光源の種類  ② 外観の取扱い 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D基礎(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D基礎に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 
3Dグラフィックスの基礎（3） 
② 透明度の設定  ② 背景の取扱い 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D基礎(3)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D基礎に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
図形作成技法（1） 
① 2D文字取扱い  ② 3D文字取扱い 
③ 点の表現 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D文字等で取り上げたテーマを、自らの視点で確認

したうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分

で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D文字等に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
図形作成技法（2） 
① ポリゴンの取扱い  ② 図形の組み合わせ 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D図形で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  3D図形に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 
レンダリング技法（1） 
① ワイヤーフレームの表示法  ② 隠面消去・陰線消去 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3Dレンダリング(1)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3Dレンダリングに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
レンダリング技法（2） 
② テクスチャマッピング 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3Dレンダリング(2)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  3Dレンダリングに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
応用技法 
① ピッキング  ② アニメーション 
③ イベント処理 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて、原則として面接授業

で運営する。 

3D応用で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。 
60 

 ／  3D応用に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS12S079S 
専門教育科目 
情報システム領域 

情報通信ネットワーク 
２単位 必 修 講 義 ２年次 春学期 

Telecommunication Network 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

インターネット普及に伴い，情報通信ネットワークは想像を超えたスピードで私たちの生活に浸透してきている。家庭からブロードバンド接続でインターネットにアクセスした
り，ＬＡＮ（ローカルエリアネットワークとインターネット）を利用しないと会社で仕事出来ないという社会が到来している。このような社会を実現しているインターネットで使
われているコンピュータネットワーク技術について，その原理・ルール、ＬＡＮの仕組みを知り，インターネットで作り出される新しい社会がどんなものかを学び，更にはインタ
ーネットを安全に使うためのセキュリティ等を学習する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ＬＡＮの構成、インターネットの仕組み、ネットワークセキュリ
ティ、ユビキタス社会、次世代ネットワーク 

学
修
教
育
目
標 

インターネットはどのように接続されるのか，そして何ができるのかを習得でき，基本的なＬＡＮを構
築することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 本授業の内容は、情報ネットワークが影響を及ぼす社会的側面や技術的側面について講義する。そのために、講義で学んだことについて、普段からニュースなどで確認することを勧
める。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報リテラシー科目の「情報処理概論」、情報システム領域の「情報セキュリティ」、「データベース論Ⅰ」、医療情報領域の「医療情報入門」、「医療情報Ⅰ・Ⅱ」の理解につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：改定新版『かんたんネットワーク入門』 なし 

著者名：三輪 賢一  

出版社：技術評論社  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

インターネットはどのように接続されるのか、そして何が出来るのかを習得でき、基本的な LANが構築出来るよ

うになることができる。 
◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に課題に取り組む。 ○ 

② 働きかけ力 ゼミを進める上で他者や他組織に対して、必要であれば積極的に働きかけを行う。 △ 

③ 実行力 まず、実行してみるという意志を常に持つ。 △ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 どこに問題があるか、なぜ問題なのかを常に探ることを心がける。 ◎ 

② 計画力 何事も事前にスケジューリングや条件などをまず整理して計画する。 ○ 

③ 創造力 常にオリジナルな視点を設定し考察できる。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分が持つ情報を他者も共有した方が良いと思う場合は、積極的に発信できる。 △ 

② 傾聴力 周りの人々の知見を多く得るために、他者の意見やコメントを素直に傾聴できる。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 周囲の状況や傾向を常に敏感に捉えることができる。 ○ 

⑤ 規律性 グループやクラスにおいて、全体の共通目的を達成する為に規律正しく活動できる。 △ 

⑥ ストレスコントロール力 常に感じるストレスを、うまく逃がすことや、活動の動機となるように良い方に活用できる。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 人々や社会との関わりの中で、道徳やマナーに留意し、規律高い活動が行える。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 20 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20 10 10     40 

技能に関する評価 20 10 10     40 

応用力に関する評価 10  10     20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

ＬＡＮの構成、インターネットの仕組み、ネットワークセキュリティ、ユビキタス社
会、次世代ネットワークを理解している。 
各項目の理解度が 80％以上である。 

ＬＡＮの構成、インターネットの仕組み、ネットワークセキュリティ、ユビキタス社
会、次世代ネットワークを理解している。 
各項目の理解度が 60％～80％以上である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
イントロダクション 

授業内容，進め方、評価の仕方およびいろいろな通信について学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：「情報通信ネットワーク」とは何を指すのか、

現代のインターネット社会でどのような役割が

あるのか考えておくこと。 

復習：「通信手段」について内容をまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 2回 
情報とは 
 情報通信で扱う情報の理論について学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：「情報理論」とは何か Web上で調べておくこ

と。 

復習：情報通信で学ぶ「情報とは」何かまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 3回 
コンピュータネットワーク 
 コンピュータネットワークを構成するＬＡＮ、ＷＡＮとネットワーク
ルールについて学ぶ。 

TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第１章「コンピュータネットワーク」を読んで

おくこと。 

復習：LAN、WANの違いについてまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 4回 
ＬＡＮの構成 
 ＬＡＮ、ＷＡＮとネットワークルールについて学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第１章「コンピュータネットワーク」を読んで

おくこと。 

復習：LAN、WANの違いについてまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 5回 
ＬＡＮのサービス 
 ファイル共有、プリンタ共有、ｅコマース、グループウェア等につい
て学ぶ。 

TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 2章「LANのサービス」を読んでおくこと。 

復習：ファイル共有、プリンタ共有、ｅコマース、グ

ループウェアについてまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 6回 
ネットワークのルール全容 
 ネットワークのプロトコルについて学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第３章「ネットワークのルール」を読んでおく

こと。 

復習：ネットワークのプロトコルについてまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 7回 
ネットワークのルール詳細 
 アドレス、アプリケーション識別、ネットワーク経路について学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第３章「ネットワークのルール」を読んでおく

こと。 

復習：ネットワークのプロトコルについてまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 8回 
インターネットの仕組み１ 
 プロバイダ、アドレス変換、ドメイン、ゲートウェイについて学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 4章「インターネットの仕組み」を読んでお

くこと。 

復習：プロバイダ、アドレス変換、ドメイン、ゲート

ウェイについてまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 9回 
インターネットの仕組み２ 
 ダイアルアップ、ブロードバンド、光、ＬＡＮ間接続について学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 4章「インターネットの仕組み」ネットワー

クのルール」を読んでおくこと。 

復習：ダイアルアップ、ブロードバンド、光、ＬＡＮ

間接続についてまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 10回 
インターネットサービスの仕組み 
プロトコル、電子メール、Ｗebページ、ファイル転送、ＩＰ電話に

ついて学ぶ。 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 5章「インターネットサービス」を読んでお

くこと。 

復習：プロトコル、電子メール、Ｗebページ、ファ

イル転送、ＩＰ電話についてまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 11回 
ネットワークセキュリティ１ 
 インターネットの脅威と問題点、ウィルスについて学ぶ。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 6章「ネットワークセキュリティ」を読んで

おくこと。 

復習：インターネットの脅威と問題点、ウィルスにつ

いてまとめる。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 12回 
ネットワークセキュリティ２ 
 セキュリティ対策、(ファイアウォール、暗号、認証･･･)について学
ぶ。 

TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：第 6章「ネットワークセキュリティ」を読んで

おくこと。 

復習：セキュリティ対策についてまとめる。 

60 

 ／ 
 

授業終了 10分前に小テストを実施。 

第 13回 
インターネット社会 
 インターネットが作り出す社会を各種紹介する。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：「インターネット社会」とはどのような社会で

あるのか Web上で調べておくこと。 

復習：インターネットが作り出す社会についてまとめ

る。 

60 

 ／  受講態度（遅刻・欠席）や取組姿勢（積極性） 

第 14回 
ユビキタス社会 
 携帯電話、スマートホンが作り出す社会を紹介する。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

予習：「ユビキタス社会」とはどのような社会である

のか Web上で調べておくこと。 

復習：携帯電話、スマートホンが作り出す社会につい

てまとめる。 

60 

 ／  授業終了 10分前に小テストを実施。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS12F080S 
専門教育科目 
情報システム領域 

経営情報論 
２単位 必 修 講 義 ２年次 秋学期 

Management Information Theory 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経営とはヒト、モノ、カネ、情報を上手に活用して利益を出し、お客様が本当に満足して貰えるサービスを提供することである。このためには情報システムが経営に本当に役に
立つ情報を提供出来るかが重要である。本講では、経営とはどんなことをすることなのか、その中での情報の位置付けが何か、そして情報システムがそれをどうサポートしている
のかを、これまでの歴史、最新の状況について修得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

ＭＩＳ、ＤＳＳ、ＳＩＳ、ＰＯＳシステム、経営情報、経営管理 

学
修
教
育
目
標 

経営情報についての役割と位置づけを理解できるとともに、情報技術の進展に伴う経営情報システムの
発展動向や問題点についても理解できる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 本講義は、経営における情報システムの位置付けや経営の効率化や機能強化のための情報システムの在り方を追求するものであるが、そのためにはこれらの基礎的な要点について学
ばなければならない。学修にあたっては、経営と情報をそれぞれ別々に学ぶということでなく、融合されたものとして学修することが重要である。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 本講義は、経営学と情報学をブリッジするものを対象とする。したがって、この講義を学修するためには、経営学関連の科目や情報学関連の科目を履修することが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：令和 2-3年度版 ITパスポート試験 対策テキスト&過去問題集 なし 

対策テキスト＆過去問題集  

出版社：FOM出版  ISBN: 978-4865104202  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

経営の仕組みを概略的に理解できる。 ○ 

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

経営情報についての役割と位置づけや、経営情報システムの発展動向や問題点についても理解できる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題、演習などに主体的に取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして課題や演習に取り組むことができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の考えや質問に対する回答を口頭や文章で解りやすく説明することができる。 ○ 

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁寧に聴いて、理解することができる。 ◎ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 経営活動において、単に利益を追及するのみでなく、倫理観を持つことの重要性を理解する。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 40     10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 50 20     10 80 

技能に関する評価         

応用力に関する評価  20      20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「経営情報」とは何かを充分理解している。 

コンピュータで扱う「経営情報」とは何かを充分理解している。 

コンピュータを用いた情報処理の基本的な仕組みを充分理解している。 

各項目の理解度が 80％以上である。 

「経営情報」とは何かを理解している。 

コンピュータで扱う「経営情報」とは何かをある程度理解している。 

コンピュータを用いた情報処理の基本的な仕組みをある程度理解している。 

各項目の理解度が 60％〜80％以上である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
イントロダクション 
 講義の進め方、心構え、注意事項、経営情報について紹介する。 TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 
・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 企業と法務 企業活動 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 経営戦略 経営戦略マネジメント 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小テスト 

第 4回 システム戦略  
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 システム企画 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 システム開発技術 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 ソフトウエア開発管理技術 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 プロジェクトマネジメント 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 サービスマネジメント 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小テスト 

第 10回 システム監査 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 アルゴリズムとプログラミング 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小テスト 

第 12回 ヒューマンインターフェース 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 ネットワーク 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  小テスト 

第 14回 セキュリティ 
TGU.NETを使ったオンデマンドによ

る遠隔授業 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS31S081S 
専門教育科目 
情報システム領域 

ウェブデザインⅠ 
２単位 選 択 演 習 １年次 春学期 

Web Design Ⅰ  

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

まずインターネットを総括的に理解する。次にＷｅｂデザインの基礎的な内容を修得する。Ｗｅｂサイトの規格や使用する言語、文字、画像などの情報の関連付け並びに視覚化
について学習し、さらにサイト運営における著作権問題等についても修得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

Web、HTML、ホームページ、デザイン 

学
修
教
育
目
標 

Webサイトで使用する言語（HTML）、文字、画像などの情報の関連付けを図り、視覚化について学習する
ことにより、Webを理解し簡単なホームページが作成できる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に各項目の基本的な考え方を解説する。 
・課題は OneDriveに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・各種ホームページを閲覧する際に、そのソースに注意を払ってみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本学科目は１年次秋学期の「ウェブデザイン II」と密接な関連性を持つ。 
また２年次には「ウェブデザイン演習」「マルチメディア演習」が配置されている。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：30時間アカデミック Ｗｅｂデザイン なし 

著者名：実教出版編修部  

出版社：実教出版  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

魅力的なホームページを作成し、インターネットプログラミングの基礎知識を身に付けることができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 Webデザインに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 Webデザインに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 Webデザインに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 Webデザインの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 Webデザインの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 Webデザインの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50 5  20 20  5 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 5      30 

技能に関する評価    10 10   20 

応用力に関する評価 25       25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    10 10  5 25 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「Webデザイン」に関する様々な形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「Webデザイン」に関する様々な課題に関して、自ら作成することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「Webデザイン」に関する様々な形式に興味を持つことができる。 
「Webデザイン」に関する様々な課題に関して、一部を作成することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

Webサイト制作のための基礎と Webデザインについて（1） 
① Webとは、Webを支える技術 
② なぜ Webサイトを作るのか 
③ Webデザインとターゲットについて説明 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 
Webサイト制作のための基礎と Webデザインについて（2） 
① Webサイト制作の企画からプレゼンテーションについて説明 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

インターネット問題で取り上げたテーマを、自らの視

点で捉え直し、わかりやすく表現する。次回のテーマ

に関して、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  Webサイトに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 3回 
基本的 Webサイト構築（1） 
① Webサイト制作の基礎 
② Webページ作成の基本の説明・レイアウト・配色 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト構築(1)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webベージに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 

基本的 Webサイト構築（2） 
① HTML5について 

② 文字の取扱い 

③ 画像の表示について説明と演習 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト構築(2)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webベージに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 
基本的 Webサイト構築（3） 
① リンクの作成について説明と演習 
② セクションとアウトライン・フォーム 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト構築(3)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webベージに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 
CSSの基本（1） 
① セレクタ 
② class名・cssの記述場所 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

CSS(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  スタイルシートに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 
CSSの基本（2） 
① フォント、文字列に関するプロパティ 
② 背景 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

CSS(2)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  スタイルシートに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 
CSSの基本（3） 
① レイアウトに関するプロパティ 
② マルチカラムレイアウト 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

CSS(3)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  スタイルシートに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 
CSSの基本（4） 
① CSSを組み合わせたデザイン 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

CSS(4)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で基

本情報を入手する。 

60 

 ／  スタイルシートに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
Webサイト制作の実例（1） 
① 企画書の作成 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト作成(1)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webサイト作成に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
Webサイト制作の実例（2） 
① Webサイトのコーディング(1) 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト作成(2)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webサイト作成に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 
Webサイト制作の実例（3） 
① Webサイトのコーディング(2) 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

Webサイト作成(3)で取り上げたテーマを、自らの視

点で確認したうえ、完成させる。次回のテーマに関し

て、自分で基本情報を入手する。 

60 

 ／  Webサイト作成に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
HTML5の新要素や応用技術（1） 
① 動画再生ページの作成 
② 複数の Webブラウザ形式への対応 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

HTML5(1)で取り上げたテーマを、自らの視点で確認し

たうえ、完成させる。次回のテーマに関して、自分で

基本情報を入手する。 

60 

 ／  HTML5に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
総合演習 
① これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

いままで取り上げたテーマを、自らの視点で確認した

うえ、独自性のある課題を完成させる。 
60 

 ／  総合演習に関するイメージを整理し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS31F082A 
専門教育科目 
情報システム領域 

ウェブデザインⅡ 
２単位 選 択 演 習 １年次 秋学期 

Web Design Ⅱ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

ウェブデザインⅠの応用として、もう一歩深く修得する。最新の HTML5や CSS3を基本から身につけ、レイアウトや配色などの Web デザインに必須な基本知識を学び、企画書か
らコーディングまでの Webサイト作成のための流れを、多彩な技術を演習しながら修得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

Web、HTML5、CSS、ホームページ、デザイン 

学
修
教
育
目
標 

Webページ作成のための多彩な技術を習得することにより、きめ細やかな Web作成ができる。また企画
段階からの Webサイト制作に関するノウハウを身につける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に各項目の基本的な考え方を解説する。 
・課題は OneDriveに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・各種ホームページを閲覧する際に、そのソースに注意を払ってみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本学科目は１年次春学期の「ウェブデザイン I」や、「プログラミング I」「プログラミング I演習」と密接な関連性を持つ。 
また２年次には「ウェブデザイン演習」「マルチメディア演習」が配置されている。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：１冊ですべて身につく HTML＆CSS&Webデザイン入門講座  なし 

著者名：Webクリエイターボックス Mana  

出版社：SBクリエイティブ  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

より魅力的なホームページを作成し、インターネットプログラミングの応用的知識を身に付けることができる。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 Webデザインに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 Webデザインに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 Webデザインに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 Webデザインの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 Webデザインの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 Webデザインの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25 30     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 15 20      35 

技能に関する評価 20  15     35 

応用力に関する評価 10 5      15 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   15     15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「Webデザイン」に関する応用的形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「Webデザイン」に関する応用的課題に関して、自ら作成することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「Webデザイン」に関する応用的形式に興味を持つことができる。 
「Webデザイン」に関する応用的課題に関して、一部を作成することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション 
 受講上の諸注意、よい Webデザインについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・レポート作

成などを組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 
制作の流れについて 
 制作手順、制作環境について学ぶ。 

講義・資料提示・議論・レポート作

成などを組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  Webサイトに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 3回 
Webの基本構造（１） 
 見出し、文章、画像挿入などの HTMLの基本を学ぶ。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  Webサイトに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 
Webの基本構造（２） 
 リンク、テーブル、フォームなどの HTMLの基本を学ぶ。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  Webサイトに関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 
Webデザイン（１） 
 文字や文章・背景の装飾、Webフォントなどの CSSの基本を学ぶ。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  Webサイト構築に関する問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 
Webデザイン（２） 
 文字や文章・背景の装飾、Webフォントなどの CSSの基本を学ぶ。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 
Webデザイン（３） 
 幅・高さ・余白の調整、リストの装飾、classと IDの指定方法など
の CSSの基本を学ぶ。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 
Webデザイン（４） 
 レイアウトの組む方法を学ぶ。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 
フルスクリーン Webサイト制作（１） 
 フルスクリーン Webサイトの制作。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
フルスクリーン Webサイト制作（２） 
 フルスクリーン Webサイトの制作。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
２カラム Webサイト制作（１） 
 ２カラム Webサイトの制作。 講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 
２カラム Webサイト制作（２） 
 ２カラム Webサイトの制作。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業。 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  W問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
２カラム Webサイト制作（３） 
 制作した２カラム Webサイトをレスポンシブ対応にする方法を学ぶ。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
総合演習 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・演習・レポート作成などを組

み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS32S083S 
専門教育科目 
情報システム領域 

ウェブデザイン演習 
１単位 選 択 演 習 ２年次 春学期 

Seminar in Web Design 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

最新の HTML5や CSS3、JavaScript を使用した実践的ウェブサイトを構築・運営に必要な知識や技術を身につける。インターネットの仕組みから、ウェブページの作成、サーバ
ーの運用について実習をしながら理解していく。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

Web、HTML5、CSS、ホームページ 

学
修
教
育
目
標 

レスポンシブサイトを作成するための基礎知識を修得する。ウェブデザインのセンスを身につけ、レス
ポンシブ対応のスマートフォン向け Webページを作成し、ウェブサイトの構築・運営ができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

・授業冒頭に各項目の基本的な考え方を解説する。 
・課題は OneDriveに提出する。また課題に未完成な箇所があれば、次回の授業までに補っておこう。 
・各種ホームページを閲覧する際に、そのソースに注意を払ってみよう。 
・授業に関して、疑問の箇所があれば、次回の授業までに理解しておこう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

本学科目は１年次の「ウェブデザイン I」「ウェブデザイン II」と密接な関連性を持つ。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ほんの一手間で劇的に変わる HTML＆CSSと Webデザイン実践講座  なし 

著者名：Webクリエイターボックス Mana  

出版社：SBクリエイティブ  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

より利便性に富むホームページを作成し、インターネットプログラミングの応用的知識を身に付けることができ

る。 
◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 Webデザインに、進んで取り組む姿勢を持つことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 Webデザインに関して、目的を設定し行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 Webデザインに関して、目的や課題を明らかにすることができる。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 Webデザインの演習時に、異なるアプローチを取ることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 Webデザインの演習時に、自分の意見をわかりやすく伝えることができる。 ○ 

② 傾聴力 Webデザインの演習時に、相手の意見を丁寧に聴くことができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45 25  30    100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25 20      45 

技能に関する評価    15    15 

応用力に関する評価 20 5      25 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価    15    15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「Webデザイン」に関する実践的形式に興味を持ち、自ら調べることができる。 
「Webデザイン」に関する実践的課題に関して、自ら作成することができる。 
総合的な理解度が 80％以上である。 

「Webデザイン」に関する実践的形式に興味を持つことができる。 
「Webデザイン」に関する実践的課題に関して、一部を作成することができる。 
総合的な理解度が 60〜79％である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション 
 受講上の諸注意、よい Webデザインについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

ガイダンスで取り上げたテーマを、自らの視点で捉え

直し、わかりやすく表現する。次回のテーマに関し

て、自分で情報を入手する。 

60 

 ／  ガイダンスに関する問題点を理解し、自らの意見を提示できたか。 

第 2回 レスポンシブウェブデザインについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 3回 フォント、装飾について学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 4回 カラムレイアウトについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 5回 表組み、フォーム、JavaScriptについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 6回 特定ページの作り方について学ぶ（１） 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 7回 特定ページの作り方について学ぶ（２） 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 8回 アニメーションについて学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 9回 動画と画像の使い方を学ぶ。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 10回 
総合演習（１） 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 11回 
総合演習（２） 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 12回 
総合演習（３） 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 13回 
総合演習（４） 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 

講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

次回のテーマに関して、自分で基本情報を入手する。 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

第 14回 
総合演習（５） 
 これまでの学習を元に各自で Webページを企画・作成する。 講義・資料提示・議論・演習などを

組み合わせて運営する。 

基本：面接授業 

 60 

 ／  問題点を理解し、自ら演習できたか。 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS32F084S 
専門教育科目 
情報システム領域 

セキュリティ管理 
２単位 選 択 講 義 ２年次 秋学期 

Security Management 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

企業や個人がインターネットを利用することは当たり前となっているが、便利になった反面、情報の破壊や漏洩など色々な問題が起こっている。このような情報社会の中でどの
ようにして情報を守り、自らを危険から守っていったらよいかを学修する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

脅威の分類、不正アクセス、コンピュータ・ウィルス 

学
修
教
育
目
標 

セキュリティに関する認識を深め、情報社会に潜む危険を察知しその危険から守る能力を身につける。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

テキストとプリントを中心にセキュリティに関する基本的な考え方を講義する。随時テーマを決めてレポートを提出してもらう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報リテラシー科目の「情報処理概論」、「情報の倫理」の理解につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：ＩＴ時代の危機管理入門情報セキュリティ読本 なし 

著者名：独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）  

出版社：実教出版  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 
  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
セキュリティに関する認識を深め、情報社会に潜む危険を察知しその危険から守る能力を身につける。 △ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 対象の身体面，心理・社会的側面を踏まえて現状を分析することができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁重に聞いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 多方面の事実状況から、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解し最適な行動を実行できる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 絶えず相手の立場にたって、対象に不利益や苦痛が生じないように行動することができる。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 46  30    24 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 26  15    16 57 

技能に関する評価 10       10 

応用力に関する評価 5  5    4 14 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 5  10    4 19 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

「セキュリティ管理」とは何かを理解している。 
脅威の分類、不正アクセス、コンピュータ・ウィルスなどの基本的な仕組みを理解して

いる。 
各項目の 理解度が 80％以上である。 

「セキュリティ管理」とは何かを理解している。 
脅威の分類、不正アクセス、コンピュータ・ウィルスなどの基本的な仕組みを理解して

いる。 
各項目の理解度が 60％～80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
セキュリティの考え方 
‐セキュリティの６要素およびリスクと損失の考え方について‐ 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
情報セキュリティにおける脅威（1） 
‐情報資産にたいする脅威とは。脅威の分類について‐ 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
情報セキュリティにおける脅威（2） 
・侵入の手順 ・コンピュータウイルス 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
情報セキュリティにおける脅威（3） 
・盗聴 ・フィッシング詐欺 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
暗号技術とＰＫＩ（1） 
・共通鍵暗号 ・公開鍵暗号 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
暗号技術とＰＫＩ（2） 
‐ＰＫＩとは‐ 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
セキュリティ対策（1） 
‐ファイアウォールについて‐ 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
セキュリティ対策（2） 
‐脆弱性検査とは‐ 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
セキュリティ対策（3） 
・認証 ・バイオメトリックス 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
セキュリティ対策（4） 
 運用対策 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
セキュリティポリシーの策定（1） 
‐情報セキュリティマネジメントとは‐ 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業・オンデマンドによる遠隔授業） 

 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
セキュリティポリシーの策定（2） 
‐セキュリティ分析とは‐ 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 
セキュリティポリシーの策定（3） 
‐セキュリティポリシーについて‐ 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 
情報セキュリティの国際標準と法規 
・ISO/IEC17799 ・プライバシーマーク制度 ・個人情報保護法 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 
復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33S085S 
専門教育科目 
情報システム領域 

データベース論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Database Systems（theory） 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

経営組織体においては、人・物・金の次に情報が第４の経営資源であるといわれている。情報を資源として管理活用するためには、資源の収集・蓄積・管理すると共にその情報
を適切に検索・加工し、有効活用することが大切である。このような情報管理の手段として、データベースシステムが使われる。このデータベースシステムの理論を学修する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報処概論（ハードウエア、ソフトウェア）、 
経営統計学、経営分析、情報管理、 
プログラミング、システム設計、 
情報通信ネットワーク 

学
修
教
育
目
標 

 本講義では、情報の管理に不可欠なデータベースの基礎的な知識として、データや情報のモデル化、デ
ータの蓄積・管理活用方法、データベースシステムの設計、データベース言語などを学修する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

基本的にテキストの各章について、パワーポイントで説明し、また、補足説明の資料を配布する。時には外部の e-learning（独立法人 科学技術機構）を教材として用いる。 
毎回、学習者にコメントシートを配布している。理解しにくい点等を記入してもらい次回に捕捉できるように配慮している。また、教授者に対して５段階評価を記載してもらい、教

授方法の改善を試みている。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

データベースは、複合科目の集合体で、上記のキーワードが基本の予備知識となります。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：最新 図解でわかるデータベースのすべて 書 名：シリーズ・経営情報システム第 8巻 データベース 

著者名：小泉 修 著者名：魚田 勝臣、小碇 暉雄 共著 

出版社：日本実業出版社 出版社：日科技連 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

データベースとは何か？ データベースの仕組みを理解するとともにデータベースの重要性を学ぶ。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題などに主体的に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 まずは学修する前向きな態度が必要。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 わかること、わからないことを明確にして学習に取り組む。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 学修して、理解できないところは想像力を発揮して前に進む。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性 理解できないところは、他の学修者と積極的に理解を高める。 ◎ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 周囲の人に迷惑をかけないように、配慮に気を付ける。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 55 35     10 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 35 15      50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10 10      20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10 10     10 30 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

データベースとは何か？ データベースの仕組みを理解するとともにデータベースの重
要性を学ぶ。 

データベースの仕組みを理解する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
データベースの基礎概念（1） 
 情報とデータ、データベースとは について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
データベースの基礎概念（2） 
 情報処理とデータベース、データベースの分類 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
情報システムとデータベース（1） 
 データベース管理システムの役割 等について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
情報システムとデータベース（2） 
 データモデル化、データの役割 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
データモデル（1） 
 データモデルとデータベース管理システム 等について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
データモデル（2） 
 階層モデル、関係モデル、概念モデル 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
データモデル（3） 
 階層モデル、関係モデル、概念モデル 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
データベース言語 
 ＳＱＬ 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 小テストを実施 

第 9回 
データ辞書（1） 
 データ辞書とは、ＤＤ／Ｄの概念 等を学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
データ辞書（2） 
 論理ファイルと物理ファイル 等について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
データベースの設計法（1） 
 データ中心のシステム設計アプローチ 等について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の額数内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
データベースの設計法（2） 
 データの基準化と正規化、データベースの設計 等について学修す
る。 

講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出  

第 13回 
分散データベースシステム 
 分散データベースシステムとは、基本機能、データの一貫性、プロト
コル等について学修する。 

講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出  

第 14回 
先進データベース技術 
 データベースマシン、次世代データベース 等について学修する。 講義（パワーポイント使用） 

（面接授業） 
・学修したテキストの復習  

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出  

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33F086S 
専門教育科目 
情報システム領域 

データベース演習 
１単位 選 択 演 習 ３年次 秋学期 

Database Systems（Exercises） 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

データベースの基本的な概念および理論の基礎を学ぶ。簡単なデータベースを構築する力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報処概論（ハードウエア、ソフトウェア）、 
経営統計学、経営分析、情報管理、 
プログラミング、システム設計、 
情報通信ネットワーク 

学
修
教
育
目
標 

リレーショナルデータベース『Microsoft Access』（アクセス）を用いて、日常あるいはビジネスの上で
よく使用する情報管理ができるようになる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

Microsoftの Access を用いて、データベースの基礎から応用までを学修する。教材は、毎回独自で作成した教材で、ｉＰａｄ ｍｉｎｉ で配布する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

データベースは、複合科目の集合体で、上記のキーワードが基本の予備知識が必要となる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

独自のプリント教材を配布する。 書 名：今から使える かんたん Ａｃｃｅｓｓ２０１９ 

 著者名：井上 香諸里著 

 出版社：技術評論社 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

データベースの仕組みを理解すると共に、実際にデータベースの作成手順データベースの重要性を学ぶ。 ◎ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 授業準備、課題などに主体的に取り組む。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力 まずは学修する前向きな態度が必要。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 わかること、わからないことを明確にして学習に取り組む。 ○ 

② 計画力   

③ 創造力 学修して、理解できないところは想像力を発揮して前に進む。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性 理解できないところは、他の学修者と積極的に理解を高める。 ○ 

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 周囲の人に迷惑をかけないように、配慮に気を付ける。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 45   45 5  5 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 20   15    35 

技能に関する評価    15    15 

応用力に関する評価 15   15    30 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価       5 5 

関心･意欲に関する評価 10    5   15 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

データベースの仕組みとシステム構築のやり方を理解し、総合的な演習課題を達成す
る。 

データベースの仕組みとシステム構築のやり方を理解する。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
オリエンテーション 
 Accessの概要説明と Web管理のテーブル作成。 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

 ・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 2回 
テーブルの作成(1) 
 部員名簿のテーブルの作成。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 3回 
テーブルの作成(2) 
 図書台帳のテーブル作成とレコードの追加・削除、および Excelとの
連携。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 4回 
テーブルの作成(3) 
 住所テーブルの作成。（後にこのテーブルを使う） 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 5回 
クエリとリレーションシップ(1) 
 会員名簿クエリの作成（住所テーブルを使用する）、学校一覧クエリ
の作成をして、会員管理データベースの作成。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 6回 
クエリとリレーションシップ(2) 
会員管理データベースの並べ替え、グループ集計、クロス集計。 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 7回 
クエリとリレーションシップ(3) 
 学生管理データベースの作成。（学生住所テーブル、成績テーブルお
よびクエリの作成とクロス集計の作成。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 8回 
フォームの作成 
 会員管理データベースを用いてフォームの概要、フォームの作成、サ
ブフォームを持つメインフォームの作成。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 9回 
レポートの作成 
 会員管理データベースを用いて、レポートの概要、レポートの作成。 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 10回 
メニューと変換されたマクロ 
 会員管理テータベースを用いた会員情報管理のメニュー作成とマクロ
の概要および統計・はがき作成。 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 11回 
データベース構築演習（1） 
 「会社情報」、「個人情報」からなる住所録データベースの作成。① 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 12回 
データベース構築演習（2） 
 「会社情報」、「個人情報」からなる住所録データベースの作成。② 演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 13回 
データベース構築演習（3） 
 レンタルＣＤショップの貸出管理システムの構築。（ＤＦＤを使用）
① 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  

 

・次回、配布する資料の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

第 14回 
データベース構築演習（4） 
 レンタルＣＤショップの貸出管理システムの構築。（ＤＦＤを使用）
② 

演習 

 ｉＰａｄ で資料配布 

（面接授業） 

・学修した配布資料の復習  
予習 30 

復習 30 

 ／  時間内課題の提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33S087S 
専門教育科目 
情報システム領域 

システム設計論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 春学期 

Design of Information System 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

 現在では、情報システムは企業活動のすみずみに浸透しており、通常の事務処理における業務遂行は情報システムなしには考えることができない状況である。 
情報システムについて基本的事項を理解するとともに、利用部門として必要なシステム設計に関する知識の修得を目的とする。具体的には、情報システムと利用部門との関係を

はじめ、利用部門の情報化リーダの役割と主要業務、データ中心アプローチによるシステム設計技術を学修する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報システム、データ中心アプローチ、データの正規化、プロセス
中心アプローチ、ＤＦＤ、オブジェクト指向アプローチ 

学
修
教
育
目
標 

 情報システムについての基本的事項を理解する。利用部門として必要なシステム設計に関する基本知識
を修得するとともに、簡単なシステムを設計する技術を学修する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

プリントを中心にシステム設計の基礎知識に関する基本的な考え方を講義する。随時テーマを決めてレポートを提出してもらう。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

情報リテラシー科目の「情報処理概論」、情報システム領域の「情報通信ネットワーク」、「データベース論」の理解につながる。なお、「システム設計演習」は、この授業で学んだ知識
を元にパソコンを用いた演習につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

なし 書 名：利用部門のための情報システム設計論 

 著者名：小暮 仁 

 出版社：日科技連出版社 

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

利用部門として必要なシステム設計に関する基本知識を修得するとともに、簡単なシステムを設計する技術を学

修する。 
○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 対象の身体面、心理・社会的側面を踏まえて現状を分析することができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁重に聞いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 多方面の事実状況から、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解し最適な行動を実行できる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 46  30    24 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 26  15    16 57 

技能に関する評価         

応用力に関する評価 10  5    4 19 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 10  10    4 24 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

情報システムについての基本的事項を理解する。利用部門として必要なシステム設計に
関する基本知識を修得するとともに、簡単なシステムを設計する技術を理解している。 
各項目の理解度が 80％以上である。 

情報システムについての基本的事項を理解する。利用部門として必要なシステム設計に
関する基本知識を修得するとともに、簡単なシステムを設計する技術を理解している。 
各項目の理解度が 60％～80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
全体の概要 
 授業の目標と講義全体の概要 等について学修する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
システム設計と利用部門 
 システム設計の対象範囲、利用部門におけるシステム設計 等につい
て学修する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
情報システムの展望 
 情報システムのコンセプトの変遷、エンドユーザコンピューティング
等について学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
情報システムと利用部門 
 利用部門の情報化リーダ（システムアドミニストレータ） 等につい
て学修する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  レポート 

第 5回 
システム設計の概要 
 システムのライフサイクル、システム設計での注意事項 等について
学修する 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
システム設計の各種技法 
 システム設計のアプローチ方法と各種の開発技法 等について学修す
る。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
単純なシステムの設計 
 単純な例を設定し、ファイルに関連する基本的事項 等について学修
する 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  レポート 

第 8回 
マスタファイル 
 マスタファイルの重要性、システム設計とマスタファイル について
学修する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
ジョインの練習 
 ファイル群の設定と組み合わせ、SQLの解説 等について学修する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  発表会 

第 10回 
データ中心アプローチによるシステム設計（1） 
 DOAの目的と意義 等について学修する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
データ中心アプローチによるシステム設計（2） 
 システム開発の順序と ER分析、基本対応関係（カーディナリティ）
等について学修する。 

講義と演習 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
データの正規化 
 正規化の手順、正規化の意義 等について学修する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  レポート 

第 13回 
正規化の練習 
 成績データの正規化と各種ファイル 等について学修する。 

講義と演習 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  発表会 

第 14回 
リレーショナルデータベース 
 データベース管理システム、RDBと基本的な演算 等について学修す
る。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接

授業） 

・学修したテキストの復習  復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33S088S 
専門教育科目 
情報システム領域 

システム設計演習 
１単位 選 択 演 習 ３年次 春学期 

Design of Information System（Exercise） 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

情報システムを設計するための知識と技術を、課題と演習を通して修得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

データ中心アプローチ、データの正規化、プロセス中心アプロー
チ、ＤＦＤ，オブジェクト指向アプローチ 

学
修
教
育
目
標 

 システム設計についての基本的事項を理解するとともに、基本計画に基づいた外部設計を作成する技術
を修得する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 毎回プリントを用いて、基本的事項の解説を行い、この資料をもとにドキュメントを作成する。例題について外部設計の作業項目毎に課題を設定し設計を試みる。期末には簡単な外
部設計書を含むドキュメントの成果物として提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「システム設計論」で学んだ知識を元にパソコンを用いた演習につながる。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：基礎シリーズ・「最新情報システムの開発」 なし 

著者名：伏見 正則  

出版社：実教出版  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報システムを設計するための知識と技術を、課題と演習を通して修得する。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 対象の身体面，心理・社会的側面を踏まえて現状を分析することができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁重に聞いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 多方面の事実状況から、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解し最適な行動を実行できる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 41  20 20   19 100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 25  5 5   5 40 

技能に関する評価 5  5 10   5 25 

応用力に関する評価 5  5     10 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価    5    5 

関心･意欲に関する評価 6  5    9 20 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

利用部門として必要なシステム設計に関する基本知識を修得するとともに、簡単なシス
テムを設計する技術を理解している。各項目の理解度が 80％以上である。 

利用部門として必要なシステム設計に関する基本知識を修得するとともに、簡単なシス
テムを設計する技術を理解している。各項目の理解度が 60％～80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
全体の概要 
 授業の目標と講義・演習全体の概要 等について学習する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
システム設計の概要（1） 
 システムの概念、システム設計の対象、システム設計の作業等につい
て学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
システム設計の概要（2） 
 システム設計におけるアプローチ、システム開発の手順等について学
習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
基本計画 
 システム化計画、プロジェクト実行計画、要求定義等について学習す
る。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
外部設計 
 外部設計の概要、外部設計の手順 等について学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
要求仕様の確認 
 要求分析、データフローダイアグラム（DFD）等について学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
サブシステムの定義 
 サブシステムの構成、システム構成図、サブシステム定義書等につい
て学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
画面設計/報告書設計 
 画面の標準化、画面フローの設計、表現方法の検討等について学習す
る。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
コード設計 
 コード化対象の選定、データ量の検討、コードの考案等について学習
する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
論理データ設計 
 データの関連性の分析、ファイル候補の作成、ファイル仕様書作成等
について学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
プログラム設計 
 開発するプログラムの機能を細かく分割し、複雑な動作を簡単な機能
の組み合わせで実現できることについて学習する。 

講義と演習 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
構造化設計 
 STS分割などのモジュールの分割等について学習する。 

講義と演習（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 
ジャクソン法とワーニエ法 
 データの構造に着目したモジュールの分割について学習する。 

講義と演習（面接授業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 オブジェクト指向設計  

講義と演習（面接授業） ・学修したテキストの復習  復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33F089S 
専門教育科目 
情報システム領域 

情報システム論 
２単位 選 択 講 義 ３年次 秋学期 

Information System 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

情報システムのしくみを社会や経営および情報工学的な視点から学ぶ。本講義を通じて情報システムについて、その基本的な構造や活用される情報技術および社会の動向と大き
くかかわっていることを理解する。また、各種の情報システムの事例をもとに，情報システムの活用によって、社会やビジネスがどのように影響を受けてきたか、情報システムが
どのように構築されるかについて学ぶ。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報システム、ハードウエア、ソフトウエア、システム設計、情
報通信技術 

学
修
教
育
目
標 

情報システムについて、なぜシステムが必要か、情報システムの成り立ちなどについて、その概要を理
解する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

情報システムについて、その定義、構成要素、情報システムの事例、情報システムの影響などについて学ぶ。本講義で学ぶにあたり、常に身の回り情報システムについて関心を持
ち、そのシステムの持つ目的や必要性について考察する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「情報処理概論」、「情報通信ネットワーク」および「データベース論」を履修していることが望ましい。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

書 名：経営情報システム論  

著者名：上山俊孝  

出版社：日本理工出版会  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報システムを利用する側の視点からその構造や活用について学修する。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 問題発見力 なぜシステムが必要かについて探求する力を養う。 ○ 

② 計画力 システムの構成要素からシステムを構築する際に、どのような計画で行うかが考えられる。 ○ 

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力   

③ 柔軟性   

④ 情況把握力   

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性 システムを構築したり活用したりする際に、倫理面で正しいかを常に考えることができる。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  

http://www.nakano.ac/index.php?%BE%F0%CA%F3%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0
http://www.nakano.ac/index.php?%BE%F0%CA%F3%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0
http://www.nakano.ac/index.php?%BE%F0%CA%F3%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0
http://www.nakano.ac/index.php?%BE%F0%CA%F3%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0
http://www.nakano.ac/index.php?%BE%F0%CA%F3%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0


達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50  50     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30  20     50 

技能に関する評価         

応用力に関する評価   20     20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価 20  10     30 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

情報システムについての基本的な知識やシステムの活用価値についての理解度が 80％以
上ある。 

情報システムについての基本的な知識やシステムの活用価値についての理解度が 60％～
80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 

イントロダクション 

授業全体の概要や学修する上での注意事項などについてガイダンスを

行う。 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 
次回の授業の予習 60 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 2回 情報システムとは 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 3回 情報とその活用 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 4回 情報システムの要素（１） 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 5回 情報システムの要素（２） 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 6回 情報システムの要素（３） 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 7回 情報の共有 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 8回 情報の配信 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 9回 情報の通信 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 10回 情報の検索 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 11回 情報システムと倫理 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 12回 情報システムの企画 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 13回 情報システムの開発 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

第 14回 情報システムの運用 
面接授業、レジュメはパワーポイン

トによるスライド。 

予習：次回の授業内の概要 

復習：今回の学修内容 

30 

30 

 ／  授業内容についてのアンケート 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SIS33F090S 
専門教育科目 
情報システム領域 

情報システム演習 
１単位 選 択 演 習 ３年次 春学期 

Information System（Exercise） 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

情報システムについて、講義「情報システム」で学修した内容を演習形式で習得する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

情報システム、ハードウエア、ソフトウエア、システム設計、情報
通信技術 

学
修
教
育
目
標 

 情報システムについて、なぜシステムが必要か、情報システムの成り立ちについて、その概要を演習を
通して習得する。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 毎回プリントを用いて、基本的事項の解説を行い、この資料をもとにドキュメントを作成する。例題について外部設計の作業項目毎に課題を設定し設計を試みる。期末には簡単な外
部設計書を含むドキュメントの成果物として提出する。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

「情報システム論」を履修することを前提とする。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

未定 未定 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

情報システムを構造的に理解するための知識と技術を、課題と演習を通して修得する。 ○ 

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自らの意思で積極的に学修を取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力   

③ 実行力   

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 対象の身体面，心理・社会的側面を踏まえて現状を分析することができる。 ◎ 

② 計画力   

③ 創造力   

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力   

② 傾聴力 他者の意見や説明を丁重に聞いて、理解することができる。 ○ 

③ 柔軟性   

④ 情況把握力 多方面の事実状況から、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解し最適な行動を実行できる。 ○ 

⑤ 規律性   

⑥ ストレスコントロール力   

4.倫理観 ① 倫理性   

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合 50    50     100 

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価 30  30     60 

技能に関する評価 10       10 

応用力に関する評価 10  10     20 

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価   10     10 

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

利用部門として必要な情報システムの基本知識を修得するとともに、簡単なシステム考
案できる知識を獲得している。各項目の理解度が 80％以上である。 

利用部門として必要な情報システムの基本知識を修得するとともに、簡単なシステム考
案できる知識を獲得している。各項目の理解度が 60％～80％未満である。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
全体の概要 
 授業の目標と講義・演習全体の概要 等について学習する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・次回の学修内容の予習 予習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 2回 
情報システムの概要（1） 
 システムの概念、システム設計の対象、システム設計の作業等につい
て学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 3回 
情報システムの概要（2） 
 情報システムについて、企画段階を想定して計画書を作成する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 4回 
情報システムの概要（3） 
 情報システムについて、基本設計段階を想定して基本設計書を作成す
る。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 5回 
情報ステムの外部設計（１） 
 情報システムについて基本設計書に基づき、外部設計を行う。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 6回 
情報ステムの外部設計（２） 
 情報システムについて基本設計書に基づき、外部設計を行う。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 7回 
情報ステムの外部設計（３） 
 情報システムについて基本設計書に基づき、外部設計を行う。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 8回 
情報システムの内部設計（１） 
 入出力画面、画面フローの設計、表現方法の検討等について演習を通
して学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 9回 
情報システムの内部設計（２） 
 コード設計、ファイル設計について演習を通して学習する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 10回 
情報システムの内部設計（３） 
 データ設計を演習を通して学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 11回 
プログラム設計（１） 
 開発するプログラムの機能を細かく分割し、複雑な動作を簡単な機能
の組み合わせで実現できることについて学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 12回 
プログラム設計（２） 
 開発するプログラムの機能を細かく分割し、複雑な動作を簡単な機能
の組み合わせで実現できることについて学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 13回 
オブジェクト指向設計（１） 
オブジェクト指向の設計手法について学習する。 講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  

 

・次回の学修内容の予習 

予習 30 

復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

第 14回 
オブジェクト指向設計（２）  
オブジェクト指向の設計手法について学習する。 

講義 

デジュメは パワーポイント（面接授

業） 

・学修したテキストの復習  復習 30 

 ／  コメントシートを提出 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSS13S091S 
専門教育科目 
ゼミ 

ゼミⅠ 
１単位 必 修 演 習 ３年次 春学期 

Seminar Ⅰ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

卒業論文作成に向けた総合演習科目でゼミ形式をとる。これまでの過程で習得した知識を生かし、卒業研究に向けての基礎学力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

卒業研究 

学
修
教
育
目
標 

・テーマに関して担当教員と積極的に関わることができる。 
・テーマに関しての基礎知識を身に着けることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示がある。 別途、教員から指示がある。 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ

ける。 
  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身

につける。 

 
 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に

つける。 
  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に

つける。 
  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知

識を身につける。 
  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる。 〇 

② 働きかけ力 進んで質問して、周囲に働きかけることができる。 〇 

③ 実行力 まずは、やってみるという前向きな行動を養う。 〇 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして研究テーマに取り組む。 〇 

② 計画力 目標を立てて、目標に向かっての計画を立てる。 〇 

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合、再度やり方を変えて、試行錯誤をする。 〇 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見をわかりやすく整理して、相手に理解できるように適格に伝える。 〇 

② 傾聴力 相手が話しやすい環境づくりを心掛け、相手の意見を引き出す。 〇 

③ 柔軟性 物事に対して、固定観念を持たずに行動をする。 〇 

④ 情況把握力 やっている過程を理解して、次に進むことを常に考える。 〇 

⑤ 規律性 ルールや約束を守り、良識ある行動をとる。 〇 

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談して、解決先の糸口を見つけるようにする。 〇 

4.倫理観 ① 倫理性 建学の精神「教育は人なり」をよく理解して、他人のために行動をする。 〇 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

 

 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

  

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  

第 1 回目のゼミで担当教員から達成度の評価方

法の説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1回目のゼミで学修内容の詳細を説明する。 

なお、教員ごとのゼミテーマは、別紙「ゼミ一覧表」を参照すること。 
第 1回目のゼミで説明する。 各回の予習・復習は、第 1回目のゼミで説明する。  

 ／   

第 2回  

   

 ／   

第 3回  

   

 ／   

第 4回  

   

 ／   

第 5回  

   

 ／   

第 6回  

   

 ／   

第 7回  

   

 ／   

第 8回  

   

 ／   

第 9回  

   

 ／   

第 10回  

   

 ／   

第 11回  

   

 ／   

第 12回  

   

 ／   

第 13回  

   

 ／   

第 14回  

   

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSS13F091A 
専門教育科目 
ゼミ 

ゼミⅡ 
１単位 必 修 演 習 ３年次 秋学期 

Seminar Ⅱ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

卒業論文作成に向けた総合演習科目でゼミ形式をとる。自ら習得した知識を他のゼミ生(受講生)に報告して、自ら評価を受け止め、知識を深く学ぶ。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

卒業研究 

学
修
教
育
目
標 

・他ゼミ生の発表に対して建設的な意見を述べることができる。 
・自らまとめた報告内容を他ゼミ生に理解できるように説明できる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 
 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示がある。 別途、教員から指示がある。 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

 
 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる。 ○ 

② 働きかけ力 進んで質問して、周囲に働きかけることができる。 ○ 

③ 実行力 まずは、やってみるという前向きな行動を養う。 ○ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして研究テーマに取り組む。 ○ 

② 計画力 目標を立てて、目標に向かっての計画を立てる。 ○ 

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合、再度やり方を変えて、試行錯誤をする。 ○ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見をわかりやすく整理して、相手に理解できるように適格に伝える。 ○ 

② 傾聴力 相手が話しやすい環境づくりを心掛け、相手の意見を引き出す。 ○ 

③ 柔軟性 物事に対して、固定観念を持たずに行動をする。 ○ 

④ 情況把握力 やっている過程を理解して、次に進むことを常に考える。 ○ 

⑤ 規律性 ルールや約束を守り、良識ある行動をとる。 ○ 

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談して、解決先の糸口を見つけるようにする。 ○ 

4.倫理観 ① 倫理性 建学の精神「教育は人なり」をよく理解して、他人のために行動をする。 ○ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

 

 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

  

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  

第 1 回目のゼミで担当教員から達成度の評価方

法の説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1回目のゼミで学修内容の詳細を説明する。 

なお、教員ごとのゼミテーマは、別紙「ゼミ一覧表」を参照すること。 
第 1回目のゼミで説明する。 各回の予習・復習は、第 1回目のゼミで説明する。  

 ／   

第 2回  

   

 ／   

第 3回  

   

 ／   

第 4回  

   

 ／   

第 5回  

   

 ／   

第 6回  

   

 ／   

第 7回  

   

 ／   

第 8回  

   

 ／   

第 9回  

   

 ／   

第 10回  

   

 ／   

第 11回  

   

 ／   

第 12回  

   

 ／   

第 13回  

   

 ／   

第 14回  

   

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSS14S092S 
専門教育科目 
ゼミ 

ゼミⅢ 
１単位 必 修 演 習 ４年次 春学期 

Seminar Ⅲ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

卒業論文のためのテーマを設定して、解決のための仮設の組み立てを行う。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

卒業研究 

学
修
教
育
目
標 

・研究テーマに関する選考論文を検索・研究して、理解して発表できる。 
・自らの研究テーマ内容に対して、ゼミ担当教員から指導を受けることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示がある。 別途、教員から指示がある。 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

 
 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力 進んで質問して、周囲に働きかけることができる ◎ 

③ 実行力 まずは、やってみるという前向きな行動を養う。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして研究テーマに取り組む。 ◎ 

② 計画力 目標を立てて、目標に向かっての計画を立てる。 ◎ 

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合、再度やり方を変えて、試行錯誤をする。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見をわかりやすく整理して、相手に理解できるように適格に伝える。 ◎ 

② 傾聴力 相手が話しやすい環境づくりを心掛け、相手の意見を引き出す。 ◎ 

③ 柔軟性 物事に対して、固定観念を持たずに行動をする。 ◎ 

④ 情況把握力 やっている過程を理解して、次に進むことを常に考える。 ◎ 

⑤ 規律性 ルールや約束を守り、良識ある行動をとる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談して、解決先の糸口を見つけるようにする。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 建学の精神「教育は人なり」をよく理解して、他人のために行動をする。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

 

 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

  

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  

第 1 回目のゼミで担当教員から達成度の評価方

法の説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1回目のゼミで学修内容の詳細を説明する。 

なお、教員ごとのゼミテーマは、別紙「ゼミ一覧表」を参照すること。 
第 1回目のゼミで説明する。 各回の予習・復習は、第 1回目のゼミで説明する。  

 ／   

第 2回  

   

 ／   

第 3回  

   

 ／   

第 4回  

   

 ／   

第 5回  

   

 ／   

第 6回  

   

 ／   

第 7回  

   

 ／   

第 8回  

   

 ／   

第 9回  

   

 ／   

第 10回  

   

 ／   

第 11回  

   

 ／   

第 12回  

   

 ／   

第 13回  

   

 ／   

第 14回  

   

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SSS14F092A 
専門教育科目 
ゼミ 

ゼミⅣ 
１単位 必 修 演 習 ４年次 秋学期 

Seminar Ⅳ 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

今までに学んできたことの基礎知識を通じて、各自の研究テーマをまとめた結果を考察することができ、卒業テーマに対しての知識・理解を定着させることができる。他ゼミ生
と互いに高めある関係を構築することができる能力を身につける。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

卒業研究 

学
修
教
育
目
標 

・研究テーマに関する研究をまとめることができる。 
・相互学修を通して他ゼミ生とともに成長できる能力を身につける。 
・研究テーマ研究結果を発表をすることによりプレゼンテーション能力が身につく。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示がある。 別途、教員から指示がある。 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

  

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

 
 

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

  

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自分がやるべきことは何かを見極め、自発的に取り組むことができる。 ◎ 

② 働きかけ力 進んで質問して、周囲に働きかけることができる ◎ 

③ 実行力 まずは、やってみるという前向きな行動を養う。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 わかること、わからないことを明確にして研究テーマに取り組む。 ◎ 

② 計画力 目標を立てて、目標に向かっての計画を立てる。 ◎ 

③ 創造力 やってみて成果が出ない場合、再度やり方を変えて、試行錯誤をする。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見をわかりやすく整理して、相手に理解できるように適格に伝える。 ◎ 

② 傾聴力 相手が話しやすい環境づくりを心掛け、相手の意見を引き出す。 ◎ 

③ 柔軟性 物事に対して、固定観念を持たずに行動をする。 ◎ 

④ 情況把握力 やっている過程を理解して、次に進むことを常に考える。 ◎ 

⑤ 規律性 ルールや約束を守り、良識ある行動をとる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 解決できない問題を他人に相談して、解決先の糸口を見つけるようにする。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 建学の精神「教育は人なり」をよく理解して、他人のために行動をする。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 

 

 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

  

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  

第 1 回目のゼミで担当教員から達成度の評価方

法の説明がある。 

第 1回目のゼミで担当教員から説明がある。 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 第 1回目のゼミで学修内容の詳細を説明する。 

第 1回目のゼミで説明する。 各回の予習・復習は、第 1回目のゼミで説明する。  

 ／   

第 2回  

   

 ／   

第 3回  

   

 ／   

第 4回  

   

 ／   

第 5回  

   

 ／   

第 6回  

   

 ／   

第 7回  

   

 ／   

第 8回  

   

 ／   

第 9回  

   

 ／   

第 10回  

   

 ／   

第 11回  

   

 ／   

第 12回  

   

 ／   

第 13回  

   

 ／   

第 14回  

   

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S093S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ａ 
１単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study A  

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル化時代の中で特に文化面に特化したプログラムを中心に考える。① 日本文化の発信と日本文化と異文化との比較を通して、日本人のアイデンティティをもう一段深め
ること、② 真の日本文化への造詣を深めつつ異文化を理解し、日本文化の特徴などをプレゼンテーションするための諸能力を高めることを目的とする。さらに、グランドツアーの
精神と研修についての本学独自の視点を取り入れ、文化、芸術、政治などを体験学習し、研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を得ることを目的する。参加者に
とって、日常の文化圏とは異質の文化圏を中心に研修地を選定する。 
 他方、現地での研修では、事前研修までの学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を
有する研修を実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 プレゼンテーション力 

学
修
教
育
目
標 

現地の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の文化を体験し、② 異言語・異文化について、
より知識を深めることができる。さらに事後研修で、成果発表をするのに必要とされる「自主性」、「創造
力」及び「発信力」を今まで以上に発揮することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ①研修先の文化･習慣の理解 
        ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 

社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく課題の作成 

30 

60 

 ／   

第 2回 グローバル研修（1） ―研修先での体験学習（第 1日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 3回 グローバル研修（2） ―研修先での体験学習（第 2日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 4回 グローバル研修（3） ―研修先での体験学習（第 3日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 5回 グローバル研修（4） ―研修先での体験学習（第 4日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 6回 グローバル研修（5） ―研修先での体験学習（第 5日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 7回 
第 7日 事後学修 ―グローバル研修の振り返り― 
    ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
    ②報告書の作成 演習 

社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／  グループワーク 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S094S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｂ 
２単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study B 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル研修Ａよりも長期間のプログラムにより体験学修をより充実し、グローバル化時代の中で特に文化面において、① 日本文化の発信と日本文化と異文化との比較を通し
て、日本人のアイデンティティを深める、②日本文化の造詣を深めることで異文化を理解し、自国文化をプレゼンテーションすることで諸能力を高める。さらに、グランドツアーの
精神と研修についての本学独自の視点を取り入れ、文化、芸術、政治などの学修を通して、研修地の実情や状況について様々な体験をすることで、生きた知識を学びとる機会を得る
ことを目的する。参加者にとって、日常の文化圏とは異質の文化圏を中心に研修地を選定する。 
 体験学修については、学生が主体的に企画・運営し、グループワーク行うことにより、コミュニケーション力、協調性、自主性、問題解決力、規律性や倫理観といった将来社会
人として備えるべき能力を育成する。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 プレゼンテーション力 

学
修
教
育
目
標 

他国（様々な地域）の文化・社会を理解することで、自国の文化を再認識あるいは新たな視野で認識で
きる知識を身につける。 
体験研修を通して①国・地域色などを反映した文化・歴史等について深く知ることができる。②培った

感性や知識を他者に的確に伝えることができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ①研修先の文化･習慣の理解 
        ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 

社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく課題の作成 

30 

60 

 ／   

第 2回 

第 2日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 13回 
第 13日 事後学修（1）―グローバル研修の振り返り（1）― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 14回 
第 14日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り（2）― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 

演習 
社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／  発表 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S095S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｃ 
４単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study C 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

長期の体験学修を通して、グローバル化時代の中で、言語コミュニケーションの醸成、異文化への深い理解･受容、日本と研修先との習慣･風習の違いの理解･受容、日本と異なる
社会活動・社会規範など研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を得て、① 日本人のアイデンティティを深めること、② 日本文化への造詣を深めること、③ 文
化や社会活動･社会規範の違う地域での生活への順応性を身につけることを目的とする。 
 また事前･事後学修研修により学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を有する研修
を実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 日本文化理解 順応性 

学
修
教
育
目
標 

現地の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の文化を体験し、② 異言語・異文化について、
より知識を深めることができる。さらに事前学修においては知識により現地を理解し、研修では体験を通
して現地の文化を学び取ることができる。事後研修では成果発表をするのに必要とされる「自主性」、「創
造力」及び「発信力」を今まで以上に発揮することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ・研修先の文化･習慣の理解（事前調査） 

講義・演習 
社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく発表準備 

30 

60 

 ／  演習課題 

第 2回 
第 2日 事前研修（2） －事前学修のまとめ－ 
    ①研修先の文化・習慣の理解（発表） 
    ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 研修テーマに基づく課題のまとめ 60 

 ／  発表 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 13回 

第 13日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 14回 

第 14日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 12日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 15回 

第 15日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 13日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 16回 

第 16日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 14日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 17回 

第 17日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 15日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 18回 

第 18日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 16日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 19回 

第 19日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 17日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 20回 

第 20日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 18日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 21回 

第 21日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 19日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 22回 

第 22日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 20日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 23回 

第 23日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 21日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 24回 

第 24日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 22日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 25回 

第 25日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 23日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 26回 

第 26日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 24日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 27回 
第 27日 事後学修（1）―研修内容のまとめ― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 28回 
第 28日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 

演習 
社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S096S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｄ 
１単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study D  

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル化時代の中で特に文化面に特化したプログラムを中心に考える。① 日本文化の発信と日本文化と異文化との比較を通して、日本人のアイデンティティをもう一段深め
ること、② 真の日本文化への造詣を深めつつ異文化を理解し、日本文化の特徴などをプレゼンテーションするための諸能力を高めることを目的とする。さらに、グランドツアーの
精神と研修についての本学独自の視点を取り入れ、文化、芸術、政治などを体験学習し、研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を得ることを目的する。参加者に
とって、日常の文化圏とは異質の文化圏を中心に研修地を選定する。 
他方、現地での研修では、事前研修までの学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を

有する研修を実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 アジア 

学
修
教
育
目
標 

近隣アジア諸国の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の文化を体験し、② 異言語・異文化
について、より知識を深めることができる。さらに事前学修においては知識により現地を理解し、研修で
は体験を通して現地の文化を学び取ることができる。事後研修では成果発表をするのに必要とされる「自
主性」、「創造力」及び「発信力」を今まで以上に発揮することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ①研修先の文化･習慣の理解 
        ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 

社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく課題の作成 

30 

60 

 ／   

第 2回 グローバル研修（1） ―研修先での体験学習（第 1日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 3回 グローバル研修（2） ―研修先での体験学習（第 2日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 4回 グローバル研修（3） ―研修先での体験学習（第 3日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 5回 グローバル研修（4） ―研修先での体験学習（第 4日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 6回 グローバル研修（5） ―研修先での体験学習（第 5日目）― 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 7回 
第 7日 事後学修 ―グローバル研修の振り返り― 
    ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
    ②報告書の作成 演習 

社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／  グループワーク 

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S097S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｅ 
２単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study E 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル化に対応するなかで、特に文化面に特化したプログラムを実施する。体験学修をより充実し、より長期間の滞在を通してコミュニケーション能力を駆使して、① 日本
文化の発信と日本文化と異文化との比較を通して、日本人のアイデンティティを深める、②日本文化の造詣を深めることで異文化を理解し、自国文化をプレゼンテーションするこ
とで諸能力を高める。さらに、グランドツアーの精神と研修についての本学独自の視点を取り入れ、文化、芸術、政治などの学修を通して、研修地の実情や状況について様々な体験
をすることで、生きた知識を学びとる機会を得ることを目的する。参加者にとって、日常の文化圏とは異質の文化圏を中心に研修地を選定する。 
 他方、現地での研修では、事前研修までの学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を
有する研修を実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 日本文化理解 実行力 

学
修
教
育
目
標 

 現地の人々とのコミュニケーションを通して、① 自国文化を発信し、他者の理解を得ることができる能
力を身につける。② 他国の文化・歴史の理解を深めつつ、自国文化の再認識を深める。 
さらに現地での研修を通じて学び取った知識を事後研修で、成果として発表するのに必要とされる「自

主性」、「創造力」及び「発信力」を今まで以上に発揮することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ①研修先の文化･習慣の理解 
        ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 

社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく課題の作成 

30 

60 

 ／   

第 2回 

第 2日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
  ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 

長い滞在期間によって充実した体験学習内容とし、より深く異文
化への理解と日本文化との比較を理解する 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 13回 
第 13日 事後学修（1）―グローバル研修の振り返り（1）― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 14回 
第 14日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り（2）― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 演習 

社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S098S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｆ 
４単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study F 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

長期の体験学修を通して、グローバル化時代の中で、言語コミュニケーションの醸成、異文化への深い理解･受容、日本と研修先との習慣･風習の違いの理解･受容、日本と異なる
社会活動・社会規範など研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を得て、① 日本人のアイデンティティを深めること、② 日本文化への造詣を深めること、③ 文
化や社会活動･社会規範の違う地域での生活への順応性を身につけることを目的とする。 
 また事前･事後学修研修により学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を有する研修を
実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 異言語コミュニケーション 
ホームステイ 

学
修
教
育
目
標 

ホームステイを取り入れて、ホストファミリーや現地の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の
文化を体験し、② 異言語・異文化について、より知識を深めることができる。さらに事前学修においては知識
により現地を理解し、研修では体験を通して現地の文化を学び取ることができる。事後研修では成果発表をす
るのに必要とされる「自主性」、「創造力」及び「発信力」を今まで以上に発揮することができる。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身
につける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識
を身につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を
身につける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を
身につける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術
や知識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す

力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜

く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合

う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ・研修先の文化･習慣の理解（事前調査） 

講義・演習 
社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく発表準備 

30 

60 

 ／  演習課題 

第 2回 
第 2日 事前研修（2） －事前学修のまとめ－ 
    ①研修先の文化・習慣の理解（発表） 
    ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 研修テーマに基づく課題のまとめ 60 

 ／  発表 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 13回 

第 13日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 14回 

第 14日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 12日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 15回 

第 15日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 13日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 16回 

第 16日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 14日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 17回 

第 17日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 15日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 18回 

第 18日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 16日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 19回 

第 19日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 17日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 20回 

第 20日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 18日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 21回 

第 21日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 19日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 22回 

第 22日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 20日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 23回 

第 23日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 21日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 24回 

第 24日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 22日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 25回 

第 25日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 23日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 26回 

第 26日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 24日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの醸成 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識、受容 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学と理解 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解、受容等を体験学修を通
して理解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30 

 ／  活動状況 

第 27回 
第 27日 事後学修（1）―研修内容のまとめ― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 28回 
第 28日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 

演習 
社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S099S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｇ 
３単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study G 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル化時代の中で、言語コミュニケーションの修得、異文化への理解、日本と異なる社会活動・社会規範など研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を
得て、① 日本人のアイデンティティを深めること、② 日本文化への造詣を深めること、③ 異文化いや社会活動･社会規範の違う地域での生活の順応性を身につけることを目的と
する。 
また事前･事後学修研修により学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を有する研修

を実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 異言語コミュニケーション アジア 

学
修
教
育
目
標 

アジアの国々の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の文化を体験し、② 異言語・異文化に
ついて、知識を深める。さらに事前学修にて知識による現地の理解を、事後研修にて現地での研修を通じ
て学び取った知識を、成果として発表するのに必要とされる「自主性」、「創造力」及び「発信力」を今ま
で以上に高めることを目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ・研修先の文化･習慣の理解（事前調査） 

講義・演習 
社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく発表準備 

30 

60 

 ／  演習課題 

第 2回 
第 2日 事前研修（2） －事前学修のまとめ－ 
    ①研修先の文化・習慣の理解（発表） 
    ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 研修テーマに基づく課題のまとめ 60 

 ／  発表 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 13回 

第 13日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 14回 

第 14日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 12日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 15回 

第 15日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 13日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 16回 

第 16日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 14日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 17回 

第 17日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 15日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 18回 

第 18日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 16日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 19回 

第 19日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 17日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 20回 
第 20日 事後学修（1）―研修内容のまとめ― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 21回 
第 21日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 

演習 
社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

  



学びの道標（みちしるべ）（学修支援計画書 ） 
 

ナンバリング 授 業 科 目 区 分 授業科目名（下段:英名表記） 単位 必選区分 授業方法 該当年次 開講期 

SGT31S100S 
専門教育科目 
グローバル研修 

グローバル研修Ｈ 
３単位 選 択 実 習 １～４年次 

春学期 
･秋学期 Global Study H 

授業科目の学修教育目的･目標 

学
修
教
育
目
的 

グローバル化に向けて、言語コミュニケーションの修得、異文化への理解、日本と異なる社会活動・社会規範など研修地の実情や状況についての生きた知識を学びとる機会を得
て、① 日本人のアイデンティティを深めること、② 日本文化への造詣を深めること、③ 異文化いや社会活動･社会規範の違う地域での生活の順応性を身につけることを目的とす
る。 
また事前･事後学修研修により学修活動を振り返り、真の「学び」の内実を深めるとともに、将来的に自主性・協調性等の社会的役割を果たす場合の予行的な意義を有する研修を
実施する。さらに、自ら考え、自らアクションを起こすことができる実行力とさらなる高い規律性・倫理観を備えた将来の社会人を育成することを目的とする。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

異文化理解 異言語コミュニケーション 欧米 

学
修
教
育
目
標 

欧米の国々の人々との交流を通じて、① 国･地域色の強い独自の文化を体験し、② 異言語・異文化につ
いて、知識を深める。 
 さらに事前学修にて知識による現地の理解を、事後研修にて現地での研修を通じて学び取った知識を、
成果として発表するのに必要とされる「自主性」、「創造力」及び「発信力」を今まで以上に高めることを
目標とする。 

授業科目の概要及び学修上の助言 

研修の学修目的と達成目標をよく理解して参加すること。 

研修地でマナー・ルールを順守した行動をとること。 

他の科目との関連及び履修に必要な予備知識や技能 

研修地の特性をよく理解しておくこと。 

教 科 書 参考書･リザーブドブック 

別途、教員から指示する。 なし 

  

  

No. 学 科 教 育 目 標 学生が達成すべき行動目標（※1） 

① 
建学の精神を理解し社会人基礎力の各要素を身につ
ける。 

研修地でふさわしい態度・行動をとることができる。 ○ 

② 
経済社会における多様な課題に対する基礎知識を身
につける。 

  

③ 
経営・経済の仕組みを理解し必要な専門知識を身に
つける。 

  

④ 
情報化社会を理解しITに関する総合的な知識を身に
つける。 

  

⑤ 
人間と社会の関わりの理解に必要な専門的技術や知
識を身につける。 

テーマ・課題を明確にして参加し、研修成果をまとめることができる。 ◎ 

授業科目における社会人基礎力の育成目標 

分類(4つの力) 能力要素(13の要素) 授業科目における育成目標（※2） 

1.一歩前に踏み出す力 

（アクション） 

① 主体性 自ら行動することができる。 ◎ 

② 働きかけ力 周囲の人と積極的に関わることができる。 ◎ 

③ 実行力 目標を設定して行動することができる。 ◎ 

2.あきらめず考え抜く力 

（シンキング） 

① 課題発見力 状況を把握してすべきことを見つけることができる。 ◎ 

② 計画力 行動計画をたてることができる。 ◎ 

③ 創造力 解決方法を見つけることができる。 ◎ 

3.チームで協力し合う力 

（チームワーク） 

① 発信力 自分の意見や考えをわかりやすく伝えることができる。 ◎ 

② 傾聴力 相手の話をよく聞いて、意見や考えを引き出すことができる。 ◎ 

③ 柔軟性 相手の意見や考えを理解して受け入れることができる。 ◎ 

④ 情況把握力 その場で何が求められているかを考え、理解することができる。 ◎ 

⑤ 規律性 社会的なルールやマナーだけでなく、研修地での約束事を守って行動できる。 ◎ 

⑥ ストレスコントロール力 相手の状態やその場の状況を考えて冷静に対応することができる。 ◎ 

4.倫理観 ① 倫理性 相手のことを考えて行動することができる。 ◎ 

※1 ◎:授業内で重点的に取り扱い、特に高い学修成果が期待される ○:授業内で取り扱い、高い学修成果が期待される △:授業内で取り扱い、学修成果が期待される 

※2 ◎:効果的に発揮できる力が身に付く ○:通常の状況で発揮する力が身に付く △:身に付くことが期待できる能力 

  



達 成 度 評 価 
 

評 価 方 法 
 

指標と評価割合 

試 験 小テスト レポート 
成果発表 
(口頭･実技) 

作 品 
(成果物) 

ポート 
フォリオ 

その他 
(ｺﾒﾝﾄｼｰﾄ等) 

合 計 

総 合 評 価 割 合         

評

価

の

指

標

 

知識に関する評価         

技能に関する評価         

応用力に関する評価         

ﾁｰﾑﾜｰｸ力に関する評価         

関心･意欲に関する評価         

具 体 的 な 達 成 の 目 安 

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安 

研修地の言語・文化を理解し、他者に伝えることができる。 研修地の言語・文化を理解している。 

※評価の指標で示す数値内訳は、おおよその目安を示したものです。 

  



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 1回 
第 1日 事前研修 ―グローバル研修の意義について― 
        ・研修先の文化･習慣の理解（事前調査） 

講義・演習 
社会人基礎力 事前自己評価シートの記入 

研修テーマに基づく発表準備 

30 

60 

 ／  演習課題 

第 2回 
第 2日 事前研修（2） －事前学修のまとめ－ 
    ①研修先の文化・習慣の理解（発表） 
    ②グローバル研修に臨むにあたっての最終確認 講義・演習 研修テーマに基づく課題のまとめ 60 

 ／  発表 

第 3回 

第 3日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 1日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 4回 

第 4日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 2日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 5回 

第 5日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 3日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 6回 

第 6日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 4日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 7回 

第 7日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 5日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 8回 

第 8日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 6日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 9回 

第 9日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 7日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 10回 

第 10日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 8日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 11回 

第 11日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 9日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 12回 

第 12日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 10日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 13回 

第 13日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 11日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 14回 

第 14日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 12日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 15回 

第 15日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 13日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 16回 

第 16日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 14日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 17回 

第 17日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 15日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 18回 

第 18日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 16日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 

第 19回 

第 19日 グローバル研修 
    ―研修先での体験学習（現地研修 第 17日目）― 
・現地の人々との交流による言語コミュニケーションの理解 
・現地の人々との交流による習慣、風習の違いの認識 
・現地の文化を深めるための歴史的建造物、地域の見学 
・現地滞在による社会活動、社会規範の理解等を体験学修を通して理
解、受容する。 

実習 活動のまとめ 30  

 ／  活動状況 



授 業 計 画 表 

回数/日付 学修内容（上段）･授業内評価（下段） 授業の運営方法 
TGU e-Learningシステム等による学修 

学修課題（予習･復習） 時間(分) 

第 20回 
第 20日 事後学修（1）―研修内容のまとめ― 
     ①グループワークを通して情報の共有、まとめ 
     ②事後レポートの作成 演習 

事後レポート作成 

発表準備 

30 

60 

 ／  グループワーク 

第 21回 
第 21日 事後学修（2）―グローバル研修の振り返り― 
     グローバル研修の振り返りとまとめの発表 

演習 
社会人基礎力 事後自己評価シートの記入 

報告書作成 

30 

60 

 ／   

TGU e-Learningシステム等による学修は、学修課題（予習･復習）に対して標準的に要する時間を記載しています。これに日々の自学･自習時間を合わせて、授業時間外の学修として授業

ごとに応じて決められた時間を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。 

 


